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刊行のことば

　国立国語研究所では，昭和49年度から5！年度にかけて，　「各地方喬資料の収集および文字化の

ための研究．1という題目の下に，全国各地で方言による談話を録音し，その文字化（標準語訳・

注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方醤を現時点で録音・文字化し，国語研

究の基本的資料とすることを自的としており，当研究所地方研究貫の協力を得て実施された。

その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度までに，防謙炎話資料（1ト山形弓洋

馬・長野一』　「方雷談話資料（2ト奈良・高知・長崎一』を刊行した。本年度は，その第三集（本

書）および第四集を刊行する。

　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，松本宙（青森累担当地方研究員・宮城教育：大学

助教授）・佐々木隆次（同協力者・青森県立郷土館研究貝），剣持隼…郎（新潟県損当地方研究員

・長岡工業高等専門学校講師），由臼幸洋（愛知県掻当地方研究員）の四氏の尽力によるもので

ある。また，話者もしくは司会者として，桜田鉄彌，棟方トミ，八木沢千代三郎（以上青森県），

高橋鹿之助，高橋清治，高橋孝宣，高橋チエノ，高橋初枝，高橋真，高橋マツノ，高橋ミサノ（以

上新潟県），武田初夫，武田ふさ，武田やすゑ，田辺正一，堤ふじよ（以上愛知県）の各氏の協

力を得たほか，有志の助力があった。記して深く感謝の意を表する。

日謬零a55年1月

国姻語研究嚴林 大
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この研究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　録音・文字化を実施した府県は次の通りである。

　青森汐岩手，宮城，＊山形，群馬，千葉，新潟，石川野福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，

鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児島箕沖縄

　5！年度は収録地点を4地点減らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度

と同一の地点で，（a）臼上・霞下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性

と若年層の男性との対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3

項目についての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話

の収録・文字化も実施することとした。（c）については，「丁丁を借りる」「（旅行などに）誘う」「薪

築の祝いを述べる∫隣家の主人の所在をたずねる」「けんかをする∫道で知人に会うJ「道で目上の

知人に会う」「うわさ話をする」の八場面を，二地点共通の場面として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究薪で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50・51両年度分について逐次刊行していく予定である。本書は，50年度に収録・文字

化を行った老年層話者による談話資料のうち，「青森県青森市大字：学館」「新潟県柏崎市大字折居字

餅糎」「愛知県北設楽郡富山村中の甲」の3地点分についてのものである。

　話者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人

で，E常の生活ではもっぱら方言を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との間に大

きな方言の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者三三の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．目上・Ei下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物煽日小

作階層の人物，憎侶対その山家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁藁など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一任した。なお，臼上にあたる人物と

して，在外期間の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年厩男性と若年贋男性との談話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

相互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については！に準ずる。

　4．場爾設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場颪に庵じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方言の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住三等に，特に条件はつけなかった。

　録音量e文字化量

　50年度・51年度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項翼平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発言が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化原稿の作成。蓑記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究員に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化

　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方醤の性格によって，カナ表記
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では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字骨によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各撞

　当者が「解説」の中で説明することとした。

3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は、その表記法を含めて担当者の判断にま

　かせた。

4．聴き取りが困難な箇所や，言いよどみ，醤い重なり，書い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場颪，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇筋については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

　めた。

　収録方書・下野・収録内容についての解説

　文字化原稿とは別に，収録方言・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方書について

　　1．地点名

　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人ロ・主な産業など）

　　3．収録した方言の特色

　　　①方雷区画上の位置・隣接諸方言との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B．表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明

　　など。

　C．収録内容の概説

　　1．タイトル

　　2．録音年月H

　　3．録音場筋

　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・書語的特徴など

　　5．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰圏気など）
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凡 例

1．場画，文脈，特徴的音声，方言形の意味・胴法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当簡所を本文のそれぞれの位讃に番号（かっこつき）で示した。

2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所にはA．，＿＿線をつけた。

例　タエデ　ハー（50ページ！0段〉

　．最終的に聴き取り不能の箇所には　　線のみを記した。

　．轡いよどみは，その末尾に………線をつけた。

　．複数の発書が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　A　アマテ　マタ　ヤヅヨ。　（Bアマテ　マタダ）

6。言いかけて，それを言いなおした場合には，雷いかけた部分に。××x×x×。をつけた。

例　カネ　カネ　トルアダエ。　イ53ページH段＞

　　xxxx
7．笑い声，咳ばらいなどは，　（笑），　（咳）のように示した。

8．同席者の短い発言や突然の訪周者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇漸に・の符号をつけた。
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青森県青森市大字牛館

1
。

宙
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収録・文字化損当者松本
　　　〃　協力者佐々木



　パ　リ叉録詑、壷＿ヒ教の方言レ＝ついて
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振ア　ワヨ

ワεヴ。

　　「「イ」ヒnエ」斌混同ワる．hあるのftl「イ“は「「エ」t：吸幌されや

　すの。例、「息」駅」ぼしγ3γ］杁［es了コT“あり「ズ∫統」ぼ£γれ威」

　［k礁コカ・ぼe磁コ〔kUt。・］で・ある．　fして、どちらカ・と‘涛ぱ‘・ずれさ

　後弓を多く発音する。
イ）　蓮毎青の　「一アイひ4｝コ」　「一アェ←Qe〕、　　一才イ（一〇｝〕」　t一一イ£（づe弓」

r一ウr（一・e／、ガーエ。〔一εLl・なる・・があろ鰍・音い瑠（k醸ヌ、

　「：ち・調」s・＃（o疵〕，　「』ら・9しろい」億〔o猟05畝rε〕、　溝乞ろ」碕

　〔y（　E　rva〕，「食之ゴtg（・kの、

　　tth・し、．麦化、しない｝kψ易ク，饗／〔e）laなるこヒ必4ク，か

なクラ諺＝的で・ある。　　　　“

ウ）　’シ、ヒrz、浮渥別がない塑，「　jk予　33「屠ヨJ・煤」は（∫議蛎〕

　で’あク　，　「　舜蓼」　「：趣0亨　」　」・2；（　レ（05畝）　で’あ　う。

x）　「チ」と”・ソ・は区別がなt・　。251に譲e？’揚，菟q「チ・ぼ有ノ多化し

　てt「ヅ（麟）、ヒ〆乃こtが多し・．例，「糺、t才〔そ蝋・り，「カ。　n（

　七畝娘臓〕、「内‘「勝参盈げ3二ま（飢〆z畝J〔欠a〆・蔭組3¢」。

才）　「ジ」「：ヂ’“「ズ」「ヅ」Pt　z　3‘1がlgい・例、「賄燃」卜昇血」”

鉾」り働画」厚〔di・轟改）〔ハ勲幽・議）（5ぬ・勾（藤コミ〕。

・戸匂パ㌔ld旅動瀞’店耀∬得ぐ・t・　（　h・｛…〆・押
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　（　Kdkebex　」　，

キ）t「ヒ、嫁’へ！フ．あるいt〈Sl「スー・なるご・がある。例、㌧〈4

　ぬ（h・℃の〔頼士の（5賦。〕。卜火、n（周（・の。「昼凋・（7　（

　廉癒禰〕（頼泓網コ（漁漁侃〕．

7？　擬？楚λφ「ソ、「レ・は「エ」ytなるこヒがあろ・例，「備クう」

　f「流淑ゐ」は（kae蹴）〔凪ミ界e・濾〕。

の　「ク，，ク～，、グラ、「7．，乃ア，7fヤ」ば夷身メ費（5b歳以よクκ多く鐵：・

　ていて報われろ・d3つ，「「ワ宣曝J　t「職工」「真爵J‘・i9（ke訂kltミ　」〔魍！｝岨〕

　（m8ポの，「減ろ・「笛・’百・f2（9e　rtS　」〔ナの（暫48り。

＝）榊凱励タア蹄融解郁有矛畷儲幻弗・例’「肌
　「無く」は（eガ〕（碓畝8奴〕。　「敷、「老」俘（畝Aa〕〔odo〕。

劣携や慨ん¢ガ行者．グ多ア者，ザ行考，バ多ア肴）・：；・舞峰屑4k　9ゐ。）司賭

　虞才発者媛が塗ヂろ＝tkLなみが．先全な姥者でidなく擦摩懐の手冷

　ほど・」髪さκlsるこtが多・、．刺．「鍵n「寒J「・］〈“「虫乞」sa（Ka

　グ弓〔ena“alo〕（卿帆ゐ露〕（Ae・％η。

〉？　別面がシ青有／4夢ろit・6あ6。例、t「わヲ伽’b・“「来園頃」厚（w々航

　七嶽Ka）でPt　a　Pt℃3滋kor。コ．

ス）　慕う声繕Ll面通自暴の活用残，・尾「ウ・疹「ル」in　rfるこヒが多い。絹．

　卜’敦う』P竃う、　「ガ乏う」ca（猷メ現磁」（kq　rta）（K転r廊磁」。

匂彩・宴珂、面面わsS．！？　fi～のテ重用凌／菟「イ・［参病識（づろ：・tカ“うい。剣．

　t「著しい」「馨しい」1・；（kta　r叙sta〕（。s。　roε畝〕。

／フ　彩ノ峯％］邊ン働幻ap遁：tq　7嶢／裂「ク・は「ア・’・なること・bM多い．幼、”

　，奨くて、「ノ6ψレうくて」縁ぐ孔ミナ飯｛¢フ（o筑〃sdi　noや猷でe〕。

タ）　拷軸重丁重蜂朽の遁痢鴻沸トナAn戸ダ・ヒ冷ろ・例、「変存A

　㍗参b・な」　ia（he　M　Aaコ〔5滋鰍・滋斜ぬコ、

チ）域内・驚有，1園丁IX完・今　／a発惰ぜ疹’㌧壕琴擾1・民して乳今けどめ教

　？　kz…’・b：tが多・、。μ嫉涛滅掃・le，　・Lあろ。後・てノ劉鰍ク

　・七回・以・つであろ．発そしな・暫託送向・17　（k・5・鱒婦，

　t「刃引フk、認〔K4　tミコ。

　⑦　v絃iの踊色
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アク脅遍磁技鯉弓鋸荘緬老梅’。糾「エヌエ二三が’し・
　A）」「／ス　ク9。（釜kも・食っ次）j

　　しかし，強調し武須お砕授承し義ク夢ろ平物塚露嫁ドバ・。ザゴト“

　「キマ」「ダ’吉ヤll　「ノぐダキRJ　Q摂〉。伊〕．　「八Xノぐ　タググ（珍毘

　ち呼6hr7ゴ1　ドス／マ（gwビラ9るうのイワキ，　衿ブ
　（暑i2c逃’ヂ竣）」「マ・ぐダキャ　　　7ハ．エネ《．馬庵引　つどずゑない）A戸才エ

　ザダキ」XI　コネ（塘纂1《｛4桑な。）」

イクμ秘拷魔叡粛・1・謝の「コ・瑚く，叫「漏・∬傘・」
ウ♪　巧鮭轟瑚厚「～9ろ硫よいJ．子巧二色姦瑚俸「～ら塩！『・・」っ彰剤を

　tろ。イ射「翌ルユエ」「毫ラエネ：

X）萄莞ゑ哩は「～肥し、Sノ薫九S・’1，「書ゲサ・レ、

2）　理在のな彦・・灘醜「一・（あろ・て〉・ろJ傾「テラー．tを庚い、遇去、過

　　去・な在’継続，魑ゑ完γてあ・んての左であ・丈，でいん
は「テ死デタ，デア・・タ、デアッタ・酬楚九づ多づ．「華　置エデラ、

　「飾　・有ッテラ認「’一重，　エデタ．t「爾　欝ッグタ・←妨’ヅ人　アヅヲ・・

　アッタ・

カ）　彩傷野選i厨形一弼嘉鋤粥建．吻剃kるれぞk「7デアッ（タλクテ（タノ、

　paデア・フ‘タ）．　グ’（タノ」　をメ更」　。4列s　「　彦　ク　f　アツ（タ♪，　大こキクテ（タね　　「瀞

　ヵ騨デアッ（タ♪，　tAtデ’（フ♪」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エキク　多易前・志ぐ慰霊承夢9k「プ」宿メ更5。イ初，「＄（サ謬ノレ　。幽サ行7：

久）　霧痴階調t「eで，が3J琢「ハ》デ＼ハデ’，ドゴデ」毫庚》e幼．

　㍗飾グ’ハンデ儲ゲ・レ，働グみ凶ゴ’プ’拗グ・レ・，

り簾郵ぞ・縦隔ガバ・を潟・例一良バソへ。惇い
　な5そうしろ♪」「、9／単二アエレバ　ヘコキ　キタセ：’アデ～eぐIPt　e

馳藪・ている・飛η撫“果aそ・，だ“・い・て～、

の溢薩多・鍔ts「・ぐデ・バ’クテ」を贋5・例、

Y）推耀‘ゴベ，べ一・ノ死卜
　　　　　　　　　　　　　蓼　t「エンタ」、倒、

シ）孝z．．　td・べ尺，ぺ、ベー」。例、　r’i・

ス）ノ劉設判，実際に億、副判．
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　　　　　　エ7テタへこρ　（宏P’7　：：一bS．）」　　　　t「

「ク巧必プ毛無エン9．（1万幽12る無匙rようズ）」

　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　4丁クベ：ヌ：，行ブペ㌦（行こ））」

　　　　　鞍続荊り霧蜘判壕のいヲ”れか夢纏別テ巧飛

　　　　　　　　フ「藤タノぐタテ猿：ρ訳黒ク」
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OP　Se鋤く∴・ば矧診即製，サ・；5・・げっ・厚砿あ，
　兇っ夢“の　えあ”　E＞タ黛畜4．i｛オ曇り　てい　ろ。　l15‘1、　「　マ’ゾ，マ　ンヅ、　ソエ　ゴ㌧ン，

　ソステ．スア、デ、コント【．コンダ’ア．コンダ．ボラ．牟ラー、／実惣．

　才、ve一．V”一、ウン，ウーン．ウ，アー．　アン．バー．ナー壕」

匂文承つはば’コ酵鍛勘め数がク組溺ざ弓な級アンスがろ
ノ．適伊嫉馨羨擦・嘱・・がで摯な一慮ピτあ祝例，「ホ・

　　や　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　み　　ゆ

　ダエ　ナー　（　x　5　だ’よな　あ）　。　コ　ナグプ　ッ　二才7　一　（　象「s　く　な　，　k　969

　　　　　　　　　　ゆ　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　す　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ウ
　ァノ・あ）。　ワタ陶ラエネ渾一　（腰躍れない」」♪　。　ネグダアダ，　ネゲダ’ヤグ．

　　　　ダ　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　ネデダ冒ア・ゾ，ネゲタ”ヤヅ（逃ゲ£eズ）。　ツクッタヅ’（序・a9ズノtS
　　　ず　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ゆ　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ゆ

　ケネヤー（く麻7Pい。i“）。マネヅ9一（ズめなんパメ3）。クタジャ
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ワ

　憾刷り．クタネ隙以の．々ネ㌔（肋ズ融♪翫
ソ♪敬伽尽し一ノ助る・【瞬齢鯵即まなq靴んど唆わケ・。ぜ・ぜ・
　改ti・ス，気．踊云の笏臼《rr’一ネス、～／nをノ菱52髪慶て・あろ．4多ul、「ソン

　ダ字ス（♪もうで冷づね之）。ホンダェノ〈＆〉で9ね2）」　こ承ζ’づ：巌

　諺ある之浸であク、「／、’つ「ネ又∴グ教：豪獄、葛い、

4、坑今M，

　の　 彪．亙選笈㌶由

　者身多幽丈31ヒ幾歳煮（IA　h禾緯）久）の輩碕しムreであク．文紫化

　め瞭匹’六千難が少厚い。楓鱗把立は支タ1ヒ津南痛q醤の…輩彪で易ク，

　身轡邑）盈短下野痛を澄め聖づ蹴・ム・

　＠　協力秀つCN沸々〆協力1麹湊

。得平叡：％　覆繧　∫γ威。文掌化捜者痛OP（陳父巨あんク．こOP　d3〈を収録場

戸御しAe顧・丈3k，窟摩誤択zli・fテタ際加計1・卸ケ毛判断して

　もら・ん
　　　　　e
・ss　．2　嫁循み県鉱看み1デkあ設駅嫡（｝副幌騨）　9z＆。茅蜀侮編老

蜘η再纏臓プ乱似、丈劇四瞭、～細三吟卸町タ懐して
　い竣沌hし、託。

・あム濃循毒星を循み南ゐ崎守鏑0司擬貿）　」ノ歳。文＊1ヒ⑱鰹，

　徴・妙な発寓衝遮り列芝ヌ〆一笏・∫膨劣ぞ多弦・ていんズいん。
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　　B　表1きどにつのマ’

　長音．促音，溌音は標準語に比して半分程の長さで発音することηぐ多

（・）。こ：でなひとつひとつ庚詑ぼtげ’、標準語と同様m長ざに聞き取。

た場合のみ文字．イ乙アることに：した．

　あ・げち1ゴァヘウン汐「ウツ等、にした潔際旙声は
［a；…一N，・a・N，御歓らLa・～．∂；、∂・N，　N名で油粕タ刀ナ．表記と

紛らわし‘〉ため、ほと．んど標準語に遡D，表：記f：統・一一一gし降ものである．

　　ご　収く録内屡ψ嘉瓦麟

　今智・ノ揖一cv　・・ll幻司一・・就者でぢ又猟し「kんあ．1こ1全一一k／して掲ゲ，

凌証麺メ’ll《砿謡畜4み凌己ヴ＝z偽ダる．

　1．タイトル
／　田才コ多の頃　　　 z　畜墨絢い　　　3

4　堆be小作米　　タ　牛骸檎　　 κ

7　3ム（ゑ木ム）・争指　　r　・tvマ
録二身刃・・

つ5い覆年鷺
i’■P¢fk’■」ヒク

　　タ肴煮室種

　朗魚招箸タパ如分歯　一午後／賄～イ綾3鱒タ∂会

3，鷹景老喝酋

　一青み争・〈容牛館勧a隷ク3蕩廻4Zl　uz欲光へ宅

脅　毒む3の氏糸・惟・筆脅・職彦・雇佳歴・窒銭的茅尋徴

　　A　符田駿禰　 ）召　違月治39ξ1・泌）・1／｝9竃　農葦（萄髪〉　この収

　　　緑把．如魂kし．＃　4”づ勤蛇制嘱ゲ覗A＝・釈な・・、乙叙

　　　のクし耳が遮くな・汽Sしく補種義もフけて・・るが．言耀嘘ρ％

　　　忽段亨人冒む潔ウな・・。吉…　C9”・発者を％し・いhkts

　　　このんが磁…τあろ．例，〔十ユ老aぎA．拶｛設司緬便用ヒし

　　　　r一　vl　，ln　s　v一　1　L，　＋一．　一一一　L　s　1　N　　／　L”　t　　－　　s　i’一　一　　一　ltt　”　一一　s　一て　　　　’ン乞　df／1L　こ　そ　　（　　ン’　エ　　ゴ幽　ンノ　ノ　　σ　　こ．　〆く㌧　どq　（　コ　　ン　ド’　、　　コ　　ン　　～一「　ア　　．　　＝コ　／

　ダ）、ほ5（、脈ラ，ホラー．オ、ロー．承ur．ur一？」バし97

　yz、発e一弓耽るe嶺幽姿で舷1鍾がソ誓塞て・・あう、

β八一薇轡男明悔豫タノ膏畷欝（磁）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レがAわり廻え，卸便ろレ・太し）／タ鋳～厩麺汐考4で動務（あ乙蓮マ凋

艦伽調身1・釣3がノ習劉、横多盈蓼多海累団に勤1務。iつ3かノ？　Wt

　　　　　　　　　　　－19一



　　以外％に酋r・蕉建しム；㎏ねbし、．諺し？のハほビでぼなv・　svi

　　　「こんピ，ほら」が発せζ4xbこヒ℃るの。瓠・礁～で勉蓼署る。

　　ご　棟＄トミ　4「　柔ま・・2等ク月pa　veす　琢葎、〔倒翼！　こ弓廻

　　、姦fi’Bナ肋砺おのへ掬越（瑚潅ぱ循轟多内ねカ・5嬬入クし，以

　　多匁・rtz・・a　fA　i（。「へGな9，・云一方菱轟2魯・e使用するが．

　　これ鳳、一鐙q冴龍化姦碗泓と必亥3べやづので、謁緩のこし〃ゴ

　　n明畷な’表瑚をしているこヒバうい。薦．銘苔τ微懸’考島。

　上祝芸々・葬遍していろ婁胤韓叉貝てノ雛痢㌧蝸（・ド）．

　あら（アラー、アラ、ラー♪」が頻発5．trしろ；Vであb9

　　（z）　〃；セ承雇次（男♪ぱ判会撲、繰髪懸をつしめkが、タイトル

　　3、8　／aBの内の一→司ズげ発言グある。♪

よ　無青旧臣

　凋．聯煮一人。ノ夫e承麓漢／可・会夕闇．蘇委痛、太家∫ヒ超お端♪

　ta　・ん四重峰・癒な一三鱈’あク惑轡細矧・ヲ三者の
誘葱醸侮弓なか・式。

　三富擬e搭切叙癩氏が額め豊クま、し役をフtめゑ，乏人n気・ぐう

知賂義秀珂あで協ク、なご聖かな蓉倒数で箕いなビしケが∫．予変

　して・ん透題9ご砒h＞￥4ikなく殉陶に9・S艦ぶん楯し筑．



1．田　打　方　の　頃

侍し手

（命考）

　A
　／3

　e

　（豹名）　　　　（・1生）

桜閥欽彌　　男
ノ＼旧く沢チ代…三玄戸　男

南方　トミ　　ヤ

　（H－t耳）

明珍36馬下かし

明濃タ3舞竃〆し

入卸麹パし

A ムカ“スダ’ノ〈ナー一　ソエコ“ソ
者なうなあ

ウツ　ウヅ

iア5　打ぢ

　　愛れこそ

スタ才ナpt。

乙P．払OPなあ．

二心ご鷺∴∫（B

：（i3　7．　k12一〉　ZD］，i7”．V

　　　　　　　　　り　　　れ

（Bl⊃∵∴
　　　ハネ　ウヅ　タ

　　は・・らないラ参

第1営ム客ス傷（31）C）

8
（

ケデハー

1舩て・・“あ

ノ＼pt

、3Lあ

∵晦，
　　しロ　　　　ゴカ。ツタノ
八ノくメ【ノ（X〆XノζK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（z）

　　汐続）二∵『▽で∴』諺

（け議翫）な鍛て㌃郎ご

。
　

O

テ
て
フ
　
フ

ウ
～

、
　
｝
才

）ン∠
へ

　　　　　ウダネバタテ

　　　雪ぐを〉チアた’ないヴ’脈と

　　　　　　　　り　　　　ゆテテハソ　ヤノしドコテ

チて”ぽかク　ヤうりて

　　　　　。（／）
ユギ

雪姻

ミンナ

みんな

，
フ
！
、
フ

ン
ん

、
フ
、
フ
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β
鴻

β
鴻

アエ　　ツンツづ、コネ　　エグンデ　　ネグー．アゲ／。

あれ　　三．今頃／T．　多了くんて“　ないカ、，　97・iり。

1π∵蒔：㌶∵∵∵〔（∵ゑ寡』㌢

端鎮∴ノ1（13㌃設〕傷麺ζ爵窃か

1之：

ウン　メス　カネデー。

うん　　く飯一㈲　／食わないで、

メス　カネデ、
釜及湊》・震わないて∴

ウン広ス毛ヅモッアナ（笑）。
うん　　テし弓乱タ7（を）　才＝考って7、9　　　　　　0

ウーンボスモヅモッグホラーウン又デハースツツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がベラーん　テし層浮㊥薦・て　億らあ　うんそして継あ　　　一工・（が）

スミデラハンデ　　クヅ　　ナンダ　　ワラプヅトカ。

　　　　　　　　メメメメ濃てろ9て　薩　・μズ　蚤護t　thx．

ワラクeヅ　ハエデ㌧タ　eンダエナー。
　ゆ　　や

1激乃夏飽豚いてv㌧k　名んk“ぽ奪あ，
　　　　　（3）
ウー　ツマゴ　ハクトカ　ステヨー，　ステハー　クレドゴテ　才

うん瓶犠振くヒh・してめ。9して4あ磯・吻で

デ㌘誠隻駕鴛鵜：（B∵21之『緩w’

　　　　　　　　　　　　　一22一



c

B

A

s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ4）
ノレ’ Ot　プーレ’ノぐヨー　 ノ＼ンヅ箏メ！デ’ @＝コン，グ’　エヨー　 7ッコノ　 フト

，るく　なるヒぼう　　ネ刀めて　 今～／愛　聖あ　　あ坑ごつ　　人、
　くの

1骸凱鵠ll／困民獄ζ（β㌃1つ駕1
π
：

　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　（2）

舜1：’∴』敵㌶逐才∵∵ご∵キ∫ぞ菱ブ（B

∵才壕∵翁一ひ駕∴∴～㌫（B

l撫）＼蕩1∵てマし霊；（Y’）（僧つ・

チョンド　スヅソヅコ・ロニ　メス　クーエンタナー。　コヅノグヲ　メ

ちよづど．　」（時噴に　　釜友砲食ラぼ♪だなあ．　こ多づかつ

ヌ　モア　エッチ…ヨ～。

・盆女（を）乏拷って　行フてぼ♪。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐタノ
ウー　：3ンダ　エ．　エ、ガ’ラ　ベント　ウク　：一二ニ
　　　　　　　メノく　
）k　冷・麦　　加・う　E凱を，　才看畳1了・て7…！）

ウー。

）ん．

ベン・　モッテ　エッ7t。　ア／一　スノソヅルスノソー　ド

ft当嗣勧て5了・・てit。ありう郁踊it齢鰻　・”

器∴私1ζ』1（6安∂衆庖裏で第鉱

伽ダ貌（21ニノ蘭嘉誇∴1ご；募

　　　　　　　　　　　　　一23一



A

／3

A

，es’

プー　（笑／．

なあ　　　　　．

ソヅノレ　カゲデ

簑洋te》rc　lノて

激R

ノ　才ヤ　タヴ

つ　 入夢い、碧n

エヤ　ア／

やあ　 あゆ　　嚢

；ズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノリ
ズア　コンダビンザ　ツメデウンデスノ
Kして　　づト度　　琴瓦b・r・　撚・めて　うんそレてBfタみ

駕㍑（／’1之1∴ζ鯨が変1募

ウンカ〆エデナウン。　才ヤー才　ドヅ
　　　　　　　　　　　　　　ベノご　ノぐメ　 ノくメ　　　　　メメ

1義　急・・で復・てな　　うん。　　　　　　　　当縛

ノ＼ッテヨー　ウン。

マソク

入7て∫〉　　うん，。

t’

@ムノゲズア　マング’

為　一皆　峻　i＊1、

A

（
し

　　　7プテブー。
童東一剛あがウてケあ。

ニス　アフググ介一．

、重東似ノあがフてなあ。

才モニアラーニスンバソ・一．＝ス
芝　bir．．　あうあ　　庫東　ば》・クr才あ。

ニスンダノぐ　アギデマノレダグ

，娠なう従ヨて億海ブ

ノぐヨー

　　　e
｝’a∫フ。

ニスダノぐ　　クタ　モ，ンダ’プ隔一。　　　ニー

　　　　　　　　　　　　　　メxノくx，壷豪な5　／須・Pz竜ん4”なあ。

ナー　クツコロテ　ヘレバ

なあ　 ーブ乙δ腎ヒ璽ヒ　　6》うと

千テー　ノー　ア　ミソナヌ：テ　っソダ
来て　　　　ク）う　　ああ　　み／しな　てst　　　今度

　　　　　　　　　　　　　一24一

タ　　ウヅ　　ヅ’ギ’ター’ンノぐ

x習（を）才丁つ　　り喬／♂う

　　、豊栗〔を♪焼いr〔

クタエンタナ〔。

壌・haμ、”なあ．

之
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｛デ
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い

や
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瓜
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ナ
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テ
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〃
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ア
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遡
三
等
二
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ユ
ノ
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フ
ガ
が
ア
あ
　
洲
ス
張

二
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テ
　

♪

ド
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ン
ん

ソ
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一
一

モ
疾
ン
〉

ケ
に
パ

エ
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一
7
て

桝
ア
7
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、
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マ
し
一
ア
て
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ン
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一
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ハ
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ダ
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　　　　　　　　　　　（／ノ♪

究馬齢磁1ドア脳弓∵、∵IAI卿
（笑）

、A　チュハンメァニハー　／一

　　登費乏誘に1　E9あ　9＞

B　タエフーバー

左いていμ為

　　　　　　　　へ
、フ　・ソ　　　マ　ッ　テ　～　。

矛了フてし傑フて　 σ

　　ロ　　　　　　　　
ハ　　ワッアマノレン．プ

ヒ　争了・てし慧〉んで

≠ガナー．

ノノいか、ろ。

触｛！∵ガニ∵聡款∵㌔；ご∴ぐ∵
2’？　ll，一s）　XL：／：X）’“’一一．“

Bコエタハンア　アザマ＝・・云グニグンダオカーウン。

　　こぬだか5　　朝　奴　乎く　行くんli’g　oなあ　シん。

ノ4　ソエア　コンタ　水ヲー　ターzハンニ　，ナッデ；クヲ　ヤスムヤッ

　　吃れで　 ／＞Y．奥　‘ま5あ　 ，長こ雲友尺　な・）てカ・ら　6人む弓（洲

／
1

（β

アレア　アザマカヲ

あれ鳳　朝　か5

ネベノrソ。

プ虜いだラ　）　o

ノぐゲマンデダラ　　トデe　　トゲZノレ　モンデ

ga　￥て“プよら　　とて毛　 逼ごパしる　 払んvて“

ウつカ797一
うん　　　h、う躯’由あノ）

嵐ll∴∵（
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c

B

ご

／3

A

∵之／宣乞：

エマ　ヘハ／。

今　 Eラ多るヒ諏之。
　　　　　　　　　　　　　　　　　C／2♪　　　　　　　ぐノ：幻
スタハデ　バ『ゲ　ネデデ　ヤネノ　ホゲァ　汐ンジ9スィグレア／

紛姉’ラ　魂頂ひて・動勧　皇未（e）勘変ダるぐ5いの

ネネンデ　　爪ゲ　汐ンジヲエベ又ア　　ネ・レアダ乏ノ

霧なvfiで　童ネ、勘数

ヘパ　 ハルノ　爪ゲ7　カンジ’9又グノぐ　マ

そ♪弗セ薦トめ　 童入（そ｝

ア・グワネ　ネデ’マテハー　1コー　ヨアゲ

明る・づ鋲護てしやて碍あ　1飢あ　夜明げ

ズタグ　1コー　アプマニ・　ハギグ　才ギネノぐ

兆ゴは⇔。？b　け誘　 朝

くβ P之1之2

ワケセァ。

わケ皮．

　　　　　　　　　　　　　　一　（笑♪．

　　z♂5と玄ワて澹5ゆズ6つ　　　　．

　　　　　　　　　　　一　　ナンダガ’：デナー

　　勘建づろい鰯’噂あ　奴だ酒言・て励

　　　　　　　　　　才キナ　 エクアタオン．

　　　　　　　　　起葱て　行くのだ略つ。

　　　　　　　　　　　　マxネヘンデョー
i：　　早く　起尊な・叱　だ‘めPt”　bNら♂タ

スダノ、ンデパー　7・グソネ　 ハ　ネル
兇う廠”カ’う　はあ　鯛る・ijS‘：　は・　寝る

・一 Q6一



　注記

ω協ンがとかツ」　・・1・鴫合6卸んビ縮諏ひな・・．

⑭数少ない，敬意．を・含む凋投：甥ヵ飼で、稠｝Kあ・・つち苓矛：める童があ

　る、

⑤藁蟹の雪ぐつ，

（4ジ琢禽σ荊、少しびフくクしk噂訴疲ラ。

6♪「7トダネラコの「ネa　va多く励弔舗る文承贈肋一・励＼画切

　・『癩摩媛が兇劣らなv・e・今・〆友ク奴「ま」亀当ててkくが，勿輸一三、吻

　な刎3マ敬彗はない．
（6）　「オ●プーコσン　ドダ’ノぐのr　ン　ド＃　vaネ夏数9＆kつ多　ウ　褥湧、　ua「　ど’・5　」　。　Sit｛1奴

　　し　　　タヅ（玉重ノat6あbth・“、少し改つk亥の右τあろ。なち，「「ンド’」

　の「ン、ぶ陀れてトド、を便ラこヒ必多い．
（7）　　沼・丁子ご言覆で・ts　「　ヤプ胴ギャ　グ’」　ヒ言　ラ。　ξ煮者を意識し　て　ト　キ　ナガ㌧マク：

　と発回し1’・　6レへ嘗ナガ・’ぺ半Ap・・意ガあク．「、9本1嶽左

衡繧・1・灘照吋弘棺を叡・い一；1，　e「廿ガ’ヤグ惚護

　彦乙（助「升質グ・酵門門づ総点・・先
（3）　「フトソRグ　フトノ￥グ　ヘトソ9グ　ヘトソヤグ」と必玄5。

　一反歩（3・・卑／・アール）の水留を家牌ヲ男の一・vaaのイ障量そ

　・・う，撃残、「ク．履「～い・・んの「い・・．を痛麟し亥裟現。
（ヲ，趣意・塞の画帖。

（lol濃続飼Ptそして、毫’く「Kテ」ヒ「ソ→9脱蕩していうか筏更i・、．

　rス4謬で・6発音しないこtがあ’る。発者して～乙軽いAめ録青で夢な

　いこヒるあろ。

ω「ド乃の「乃ぱ無凹凹・発音。⊃。の文急ポ若、循達‘諾の
　ジ魯達1司7ξ・で」　である。

q　2♪・皆，茅暑3屋扱匠反・汽九寿り吏不K。尺イ扱．Q議・てい／・’　th’・Aの

　で蓉る兇乞であプA。別に「広ゲs　と’発者5る、

（13ノ　「する（三智増）：k9鱒nぬ（5Y〕匠なろ＝セ16あク．ここは屋

　つ1列。普適ぼt「ス〔s畝〕」　である．

㈲　無意噂、朔免者、
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駕1，郵召∴競鏡（β亭！凱』ノ
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y，；，笑／義’｛・一謀恋1彦鉱1
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震射働∵夏ど鉱ノ熊凱溜
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（β1コメ冨∵1、，鳥略渥1（A

　エ・レワゲ㌧　ウン。
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アプク“ヤダエナ　　
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ソユ　・ゾギ　カヘンダ　アダク　ミンナ　ドゴ／　フト毛　才一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メx》（Nそう・ウ　傭　 旧いκ　あた，　みんな　ビ↓つ　メ、必
　　　　　　　　　　　　　　　t／b）

無二τゑ璃ソΣ鷲㌻二1密1溺よ砿1ど

1之クマ之㌻鳶柔1ζ：1∴郵1砿（7‘ll之♪

㌃：

　　　　　　　　　　　〃ノ
取夏ξラ∴∴需二1∵』驚云（β1乏1ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q87

tse？L”’：（∵∂到素；磁1∵序7

忽、禿犠瀧を，（βζ之嘱∵取；ぱ彦二了

　　　（〃　　　　　　　　　　 rA・？

クニ　　ハノレ　　ドゴ’　ネァス　　エッカ　ダ’　広ラー　　タ　ド　　ナワ　　ナッ

kκ　入ろ　樗Gの〆あ・し　 雪　5　億づ易　、！1と　、蝿、（を，絢フ

ζ：（Bウソ　うん）繕㌃嶽モ㌫之灸∵、」繋

ナー　シ・ンガヅクレパじジ・ンコ　ネ・ドゴデかフ　ナッテ
なあ　　正　月（かつゑるセ　 磯：　二ψつない司て’　、縄（齢、陶ワて

　　　　　　　　　　　　　　（D2ノ

（β歌ノ翌、顎蕊震ジ£：霊哲尋電㌻∴，

ζ禁（β粂ノ覧；∴、遍ゾ傷二（β箋
　　　　　　　　　　　　　　髪～り
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人　衷て　ge　gあ
　　　　（zsノ
ショカ。ヅヅゲ’　才£デ

正　月遺〉ソを〉置いて

エンタソ

周メ劾

（Aこ　笑ノ

オ

．一 @一　J　．　一　．．　e

　　　じニェンタク

ニ円　プ易

ら　　　　　　　　　　　の

ワ｛　人ツ

うん　　一

撃エテ　　エゲテ　　カニデ

置いて　行ヴ輪ヒ　3替クて

it・ラ　マ：〔カρソ尺．ア　スア　スマヘネンデ　ウン。

1謁　諮S9クい上して》触ゼな・・て一うん。

ソスf　 tンタ　タxテハー　ムガスダンぐ　・虞u一　ゴエ：レノ7’　ジ

吃して・　なべノ互’　；憎いて・・1；あ　　’青　プガ5　　ほらあ　 ，五円か　 ナ

ナー、

7エあ。

B

A

エマ　

いやあ

fカフヨ　
てb’ろ誌）

ジ手噛ン無償言1（ハ
　　　　　　　　　　　　畠の
　　ジュ酬エン　アンクハヤヤ

　　　ナE　｝月　　あろな弓減“

タエヌタ　aンク。
メζ　し竣　　ψん1毎’。

1ノ∴、7駕∫1♂凱ご；（β貌／臨二∵

カ9・ソKテー　 ナンダ

ノ1　して　　 なんIZ’

　slマタ

＃互

　　ヨほコ£r　シ∂

これで　 jL

；電、繭：4郵奪ぶζ1（

βc ?／了氏：縫ぞ鉱∵xl’㌶二1霧熊，

一31　一



！
3

凶

β

A

プッグ」　コヅ’グ●アー＼ン　トタ

き勾・て　り・魑塗麦‘を）　取・《

　　　（X7）
プフ毛プ’｛　ナッテ　プッテ
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　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

な（ハ

　　タ’　 ワン

あ　うん

ケ1フッグ

くれって

ウッア

うんle

ツフンノ

角今の

了え2 コンタ

丁度

ニンンx
k数（Pte）あ・1

　ワラ　感冒プク
　華㈲足tyな・く

ナフコ　でデ
3を）（凄♪縛ツて

ウン。

ラメし。

　”“　アッグ

　aンタ。
　必、し左’。

　ナソデ　フヲ　／グ　ナッノマッテ

掬・て　茎、“。なくな・てのパ

　　　　　　　　　48）
エンゲヲ　ワラケ7　デ’ハタワ　ス、！アラ

寡力・ら　r釜貿い　鉱　nクしてあら

　　（zb
フ　ト　マ　ワ　ソ　デ’モ・　　ヤ　～ノ・　！デ亀　　ユツブ

ー凋クで彦　9いカ・う　　玄A＆・て

オル

掬♪

ス．7

して

フ　トタ㌻ぐヨ　一

入な9’♪

ぐ∵之2

xプー。

∫存あ。

　　　　　　　　　　　　（9（り．．
毛ツ、コン　クザダキャー　タエヘクンプアキ？一

勿ま多　、Ol～久es　　　♪陵月このような・69ぼ
　9予ク．，

　スヒノ＼ソ　乏㍉アタエナ’。

　畢くず仙・ク薦・て行・瑠なあ。

ウン　又ッカド　ハー　ナワネ

うん　づフt「ク　ぱあ　《亀に

β

．
（

ミ

ぞつ
フへ，

カグ　ナノレヤタ

買・て　陶5つ荒”

ノ
ノトン承

つ当

ノ
御
モ
妬

　
ナ
栃

ナッテマテヨ。　（、4B　笑．）

細ってしまつマ、叉ラ。
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　三二
ぐρ　L「w・？f　9のヒ劇のシ燧る（6ノ季照。

α♪実際の労ノ鳳が的・幽：3刎棚惰れ淵・之，し豹の・勘憾し
　であろ．うなず煽く際の著，下履，エOP賭K〔∂〕（3’〕〔ミ」（＆；〕

　などが多い。こ淑うのカタカナ，表言こn＞・〈下「ウ、ゼウー」t「ア、t「ア

　一漏ヒびろ。
　　　　　　　　　　　ごう　し　さ　　つ
（3J　雌孟、肴轟亨犬山「禽・多沢」。当紀で慮労かうnゴサ”ヒいう。収

　．釜最擁Zか・ら糸ζフ2灼π東方にあ／ζ＞r．

　　　　　　　　　　　しん　ちあ
（の　肥潅！青煮ラ犬客「新町野」。づ父緑彪ガ5、約／κ碗東回taあ’う、

　　　　　　　　　　　よこうタ的　ua＞復！青身多人象「横内、。牧録紀ヵ’う、約3kua　a方veある。

rの　Wアなどへ2，カ・ワる際芦播圃ぐAが’、瞬れ肴で雇ない。一三段蒲cS’クケ

　し程捜の農い森下。

ζクノ　　「　ソ　ラ　」　t　も乃ず1こ　え　な》・わ　づ　で照　ない　・，r　＞　≠でゆ

ぐ8フ　1．「幻9ア参ny頃”のジΣ言乙ぐ8ノ考・．瞳σ

げノ　リ壱ノ餐抄ラな意の「頃3。

クの　淵φゑク不巧能。

ω　文承く上、．3行後の「ナワ〔　ナッデラダエナー」へっながる。

a2ノ　ホタコOP「爪タ・rt犀潔鱒楓入の全簸・。「ガーッタ、ヒ亨，間’く促・音が入

　　　　　　　　　　　　　　　へ　ろ…ゐあろ。㌧・瑠首小辞い吻胸青火肥お縮冠ので一笈
　以ビの鰯船幻く．
（ノの　「爪タをトル、《」のこヒで縞助リ又三二『毫揚るノく。峯妾…原雇，緬麦紀を

　q｝　）aJ　coノ勲’「fい「墾（・・7？ag（・r・ワ♪して新しく閉いんkゆ、の「

　1象し田・だろうヒいう額’がある，（略濾弓幼一藻プ「津孕蚤ρ）こv’ず」）

（iY）　忠実に痩客で書げば「前蜜ク．が「前壷れ」。

（／s）　r～］iiする」‘v一憲で「・～をな＠」を便うq‘づ．話煮cOP、コぐゼであ

　る。　）っP場・変，直荊の「カ、フタソ又プ”‘5内．容・＄ろうljま受ヅている。

（i6）　掩さ己1ノ刃擁♪司しン．。

♂ク）　　ナ　アデンぐワ　の　「’ワ　“　ね、　こ．つ　y易イ壕「　書先つ人珠る　え／音！i　であ，るが．　こ

　れぽ当姻の一搬的ラ行考τなく．諺薦バリ悔，塑発レ差者であろ、

Pt）　「チノ眉燈k毛弓ウてダろ3t膏。”3意。

　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



477　「室む職房ゐユOP鷺．

　　　　　　いっ　かだ（foo，稜源1つ「一方」ぢ：うつ。

釦）　「．孟濠／：盆会」，

¢u）　「ショーカ。・ゾス（正月弓♪n畷「止月k祝う」OP毒二。

93ノ（；Lsc）　「ナワケァヅ｛ノ』t　ナ7　カル　7ト」ば珂意。

的「正肋遺環馳・玄．
（26）　「アンダ／ぐキャ」の「キャ譜’9、務、＜敢ク支ててい＞e看trr．4更う。梧

　癩不映1，・ケタ麦．多薬を婆夢る．

a7）　「き亀｛朽尋」t歎してあいゑが、「モノモ」i・aヒ初ζ嘆・髄ナ筈」なと”

　鱒駿〆人駆・際・・反う永瑚で’㍗をも　勤　なん七謁・とで・ご択

　ぜk－Gぐ）、りち一多う2い。

タ2？　譲源は「宏張ろ」互うう。

幼「～・才乞え」。

　　　　　　　みも　ごん
Go）　「クエへ（堆肥ク2ば、最近・当杷でIE　）9する∫うy：な・ム篶であ

　ク．号rd「コn（肥）Ju宣，竣e
θ／♪　トナE・》×下va「2S・て行力’な・・で誌毫初∫メ．

G・）”スビ’、ゼ掻くヲ●’、と叡以が．Eしくボ漏％量、である。
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アエ・　ノ・｛　プンメモ乙　ナー　ウン。7トシャグ’タラ

あれ　’2あ　　何玖め　ノ’あ　 うん。　！一入fi2しなζ

（Ali）駕ζ5部門∵∵

ナンニマク’モ

柄人投“L

ウン　カゲデ’

ラ4　四て

ノクゲ7　 マノレタジャび

がげ1　し引5‘！＞A’
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の「f”td　「ヒい・て。・意・講季さ四壁グむしう嚢奮傑・発者．

の吏脈上．蓬擦吻葱で解多ゐ。・噸の戸粘rd　8硬われろ。
卿　「御門e象」を「才工（俺象ク”「オエ（俺ま♪ノエ（識）“。S醜k

　女ざして「調参OP象」も「方メダイl「．才メダノx」ヒい♪。）欠1¢門流義

　をあゲる。　t「才メダ　あ荊iんり寡。アチタ　 ソチタ　コチタ　ffタ謹ぽ

　場汚を悉わ弓接．凌，r媛”（拡募明「払罰暢煮、♪、　「透欝楚激　βガリ

　とこう．∫そ．促舜ケ。　あだff健．，異』　側，’吻麺綜・亭　外Kるt）

　e箏を下下鉾てあ産’iCゑ。二言鎌魑　燭後あkクOP疫Zl鷹て外をあぢ

　tl．3（ls4三下犬．跨裏｝）

φtAk　Cぱ嫁入ワ萄の、糎劾縁ラ帰正しく炉’らな・んめ疑闘・助

’動飼「べ～k便・A。e酵雛・贈射緬ゆわ細頚ぐ理疹舟七三
　6ラ篭れて’ある、

ひの　rクレベユ弓「ノぐ（bOf　］：り乙b〕e誠蕩．

μ0⑭　）zl　一一り掲。水遍罎も予シ4島凌ズla協していろAめ，メ、ノ乙％ゼす多で

　“1ザかぐ、瑚広，ンス燭；う4主承la同び陽戸ケ1蒐懸・ていろ。

㈲　rヤン）淋副助勾tr脅シ」んぶ「くうい・k叙3りが通筍、ドコノ」

　薯の邊L蜂1列！気付等しz灰われるこt：b多い。三思6n夢誓ねで蔽9w

　りう裂でを示しA。沢e雑煮Aがるe’タを般咽L■）・ろ。

ω一尺多駿刎再隔震・て・・ろ〃・．劉獅嘱μ嘱駿τ肋扱ボダつ

　ヒ淘ラ跨磐て’渡し叉いゑじいう。
　　　　　　　　　　　ゼ　　　　やく（lt）　尼潅．ノ脅轟多，た奪「ノ＼ツ役．，指b・5「・てジ々グa　ヒ・・う。サ丈徐組

　粥・収距P掃靹て炉碗多蜻触竣最磁接い一るagて“Aろ。

　　　　　　　　　　　　　　　一78一



　揚．震葛が3暫・■いなbS，AAめノ｝乱遍窪く靖ウ2為♪も磯・■鵠遼寧を貿

　k・・　・・z　9‘i’く／ee・：　th．な遜！凹し砺・・ち・tRなるヒ雑して・ろ。亙線

　距離を行くケタPgt“　Fρ1を：グ“こle’莞な5。

ae　「コ」厚指／ハ跨。2．下冷麹い．波詫ω考盟．

　　　　　　　　　のσ刀　tナ（涌「）エ（碁∂（Pta　e九が（PtUとな・ん。

09？　「エデァ」厚幡多的i？n「エグ（いA）、で・あ多。，手摩舞・幼∂吸い才を

　すろなζ過ムぢが、隻rEK　i　g理在も表わず。維b・ザ碁t’：「肇義」tいシ

　行動乞究3し■物，こド有森していゐZ護，明してあく。）つ文n，簡蛎←κ

　膏・ヂタ㌦（調エダ（いる♪・・摘予て『ある搾め豹ヂ雑…　う

　疑瑚刺夷下馬みじて㌦・るのヵ・、と叡彦．

（／タ）　「キャー」「キャ．’メバ史承’τノ更わdyる賜・合’〃ラゑζ．　ed渉ず齢b’しい、「～

　’臨を当て即くバ鍾・癖紬・う臆三子んで…な・㌔麹研明。
卿　『宴湧る。

圃　「ネァヤ」OP「ヤ〔」む」9りコOP脱蕩。鍵舵／の季熊。

（回り　沢et「アンマソー」・Pヂンマソー」の斐・・）e・sけe「ア」が．彪零しAe

㊧）　「ぐ　’，1そ）コエグS

㈱　ノζのドヌッア3ヒノ司奮。t・vもなヲ2を艇5めは雑右ごの｝：フぐぜ．

（xり　「あの」り孝でrカ／」E優5こヒc9ない乳blう譲クq発者。あるい

　kン1くのt「ケー、ムシ3」の「ケ（ke〕」OP〔K）考2意鍛8して発eタ4、　A

　ヒ四駅グれ綴”∫いか，

囲
鰯
⑳
娚
　vl

G‘り　木弓腕荻et⇔

e／）

　んが

　、畝しIJい木J

　払，撰明tμ蓄｝銭章2♪

「　才更　ぐ　」　13　　　カ　ツ　クσ”　の　te　la　「　カ　’ゾグ　」　Z　6　多乞ジ揚’ヲ　ろ　。

当無縮・表調で．kいへμ壕鯵の際団餌琢動句。
t‘一

nウ才7テ、
t「 с}ー」「キヤ．が文ヂ1・像わd・レう湯・奮94疫い才IPt零む9“S・し

，，之某iz炊ヲのヒ序せて・今町つ初究4へこび謀懸Z・あi。

　　　　　　。¢∫でなPσ

当肥・人ノづ簡明‘・㌧妖り）v」e・”　，と解婆レA　・bでtり脅択・。し

　，「を樺が5田菰・・禾で，亘俊ψ・7回れ俘ビ人，曾く・bノノ・｛く彦ない禦

　　　　　　纏・して噛丁幾．ナガ∂ラ（巷牽1戸彗が・（
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02）　残心銅「あれ」偽網嚢し，慕い盈ゑのこtそ？し示ヲ。

G3）醤虚勢回章荊「うちてし“

遭り　「惰弱」ぢ5＞か．「グンデヤグ　．国々色こねるこヒ。矯うう1：多ヒ

　つく＃（肱木画「蘇荊幌煮、）

gs）　「（馬も）アマスプ。

σの　鶯eつゑ麗。

67）彦敦内・6・噛・々やム…igLtt　‘bみ劾。「オ．の鵬文獅鱗かつ

　・a・・ろ・・“　s絃咳歓蜘挫1籍して・る。

の
カ
の
。
初
り

Q
σ
偽
σ
＠
＠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　凱遷しして働尊件行く』っ一彗．

のり　「轟って。りを。蓬鰯θ泌妙季濯。

縛多畦難備。・躇人であ臨画禰乙り々梶．

駒　’グマドソ2ag「｝9廃人六一のこヒ．

（s7）・葬姦「嵐内嘆作」。擬有cla「柔汐te一ヅブ1・　柔珍チ事書身．e

　ノ列者tn　9ろ乃らL5？＄ね4・て下し，ている。

㈹　ニラ夢合「監育煮”9蓼。「スカグーCN、きさダ、

㈱　こφ　ナ譜ぽ冷復秀斎も髪ヲるこヒげズが．及該的佐叛芝なくづ綴

　四フな凶。

（tg？伝9内裏財多微娚恥鍾秀ごバオエノ　ア＝・ド・…．ヘクケガ

　ろ。t「アラー、つ・Si・　7・Z　f4シ握ω∂多躍。

㈹　 「人，尺矯、のこヒ。

（sz？　レズ；クデーψ＼2ク上皮ぢ♪A¢で」n善。

（紛　「苧館、をさヨ。

（ty）「ヅ・1ゲヤヅ、・（漢字蛸て’｝b　Ze・ダ奴・）・rヤ．り漉蕩。

　　　　　　　　　　　ツツ　　い㈹彪ゑ！寿・it　？た穿「蔚il」。収縁廻が多慰約♂鰍享此方．礪在、一者

　　　　　　　　　　　　　　　一80一

b（k炭〉／竃＞5“　jq意。

慮の「（ヴスタデパス）カググ」ヒ7ξ齢ヒ：慈，流牝（初参痙…．。

　　　　　　　　　よこうヨ
　　　　　も中部．富嶽「ラ人客「ヂ軍内」，収霧把が∫、多タ3kmuゑオnあろ。

㌧、尺い耳聞匂ウデ紀ウテ・

「～x’x3、の麗麗虜繍。つvぐせ。・・場合「岸る、り意、，

「アマ（を）ト（ワ♪ζ」。t“チ剛を取ろ．ヒぼr矛測｛ξを取づ



　義争礁ノ。多アガら孟並みガ蓬畿して．亮の農ゑの南劉n失ぜA。

働　　　「　／れ　ダtエ　γタ　（　4の　・£　5　」，j’）」ヒ亥　kラ　ヒ　し　A　多　～ンい。

（切　t”’ダキャ」k「強’童：sも轟」hずが孝尺しノ5・th“なの。這記のソ0・2刀舞轟冷一

　1縮籍嚇掃・セばである．
㈹　シ麦多乙佛帰照。

9f）「ヘバ（人・団、今（ノ・eむ→（h・J　＆〕。

（So♪　1’“ひ・ヒつ」

吻　透彦傑り発’を。

（kSz？　当詑で仮「蒸編、ヒ，懇魏μプろ二tは貯しい。しがし，あク〉るヒ

　6いう。

（B）　ムで伐才案したたφいダし塔k｝・1のム流か5諌レて逆ぶこヒか5しe羨

　Pt一つ咳。これ臓奴．劉・てk・鍬ダろ，L写・噺てレある。

吻　無落味φ発青。

㈲㍗D永が擁承て♪クルアダエナー
吻　「ナー”ぱ〔短∂1〕pa，Wこえる。

｛sm　「・・ゲ・レ、（碁細D　id「ぱげる・捌げろ」

吻　 「（穐撚）カガネ」
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6．）1｛のさカ、「1とつ

訟け
（膨号）

　A
　，13’

e

（K多）　　　（ノトま）

得国鉄瑚　　男
八木沢チ代芸無男

享勅トミ　セ

　（箋　昇）

溺濃3♂冷感敢

別鵡夢3身竃れ

　　　しメ乱臣2ii？去れ

A

B

モドタ“バー　アツ　ヅギ　アツグ

元’rSら　　暑い　時　 易く

（嘱ス1つ∵。∵

ラハンド　ミX’アンフツし。1S“ナド　マス　F　li・　一一

ザも違t＞it）・K　ジ彦が、。　叉人蓬．＠）鯛　 挿’る

ヤー　コドスダエ．、ネ　又ク“エヅft“　ヌゲ’ア　ワゲ’ダラ

やあ　 今無のぶうじ　　星い時　　 暑い　　わtf獄ら

　　　　　　　　　　　　　　（／）
Fネ　 rフタデア。　マス　 バカ“イ　　プツタうし　ベカ“イ

回虫ミ　弦かったよ。　魚田（が♪しず魯い　　ri　・　tz　tし㌧て　ぱ’かi：

一・ i1笑）粥
　　（z）

べ’ガ：L

t客“th、且＝

　ナレバー　カワ零　マスがう

　r＄3v　　》りJ＝　、騰がら

サがナ　エヂ　エデ．デナ　　ラ　　　ワ

、魚、伽つ　い■　　いてr。　あらあ　寺

シー、

うん

ア》ボ’re

いくうで・も

ナIV・ソアナ

rよ　｝tいって野よ窃。

卜　》　ヅ’　　ノマ叶篤い　　ツ　ケ　デ’ナ　一　　　　マ　ス　　　’マ　笑　一

　　　　　　　　　　　　べベメズ
当時　 曜か㈲フけてぴあ　　　　

・寒響

：，’t，，1　（‘　？・」） ウー　 トユカグ’　ハー
へ

つん　　　 と‘》カ、く　　　 ［て茎あ

　　　　　　い　 のミミ

フフフフ
らべ～e3ぐ’　lt

ア　 カr・ダ　キカ“ネグ　 ナ・リラ　マルダオナー。　ワラハンK“デモ，

　　峰〔力吻　匙かt3＜　　tよ》て　　し奮うmだ’もa祢あ。　｝t・・b蓬でも
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A

（
二

3

篇，y∴テ∵鷺∫“（Alご。∵毫∴ごつ

∵∴亨、（A紮）翼幅∴塗一デ露じ∵
ぐ3）

プゲレベ’　ナー　コー　7カ“サ　ナケ。デ　ヨゴ’：k9ソ　スラ：ヨー、

投ヒブ’3t　　電易　 こう　　晦に　　投げ1て　 よこし往II　　　しマよう，

嵐。∵一扇制鷺ヤ（8㌃）惹回忌捌。で

∵ぞ凱ニソ集ト∵∵∵ヒバ1∵．蕪1（9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢◇

そし’ン　ダ竃ハごタ　；テ　　　ウ　ン　　　ノ＼ノレ　　♪更ッ　　ト　　　「…ヨ　ゲ議　　詫　ケ。　ゴ　エ　デ’　　コ　ン　ダ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　べべべもんだ’宵姻ビ　 うん・　庵卜　　融く　　　　 うぐい（がフいて　 こんヒ“

ゴがヅ　タうエ　スマレバ　コ》ダ㌧　ヌググ　アラハンデ　マ又

　五環α⇒　va麺．（カV）秀ゐt　　こ　A・・V’　　鶏く　　rg　｝から　　 黛蓉φつ

∵ノ藩∴醜憂∵凛∴ζ∵（∵∂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～釜ノ
カへ1レラ　ナー　カン・ソカ　F4　ミンプ　Xッラゲ　ナスラレー。

食糧狙成偽　　かじ’か（を）擢ゆ　巌は　竹・マ吠　鮮αあ麻鰐．

ウン　チュハン　り・べ’　ハー　タ〉ケ。　ハー　ウ～〉　ネドソンド’

うん　 昼飯（も）　褻うじ　惇あ　 か怠り　｛さ多～　 う一く〆　苗携之・｝り人（犀）
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A

藩∵㍍k∴一一鉱，∵蔦みンデ薪∴∵c

㌃宴郭）∵凱ヲニご∵；甲∵3∴1
　　　　的　　　　　　　　　　　　　　　の

誤ノ1∵∴∵嘉∵，需1㍉（Aカ∴鶴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ほ誌）誌ご篇糊∴1ノ，テ論一／議ゲノ藁∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζの
サ　　　ソ　＝L　　　n　こ，’ジ　　　’ソ　7“　　ワ　ゲ’ダー。　　ウ　一　　　ハ　ダ・キ“　　ス　タ　ソ　ナ　一。

　　兇dv　　iんビ　　 つく　　めけ1儀u。　　　うん・　　iまハき像♪　し存り採あ。

　　　　　　　　　　　クの
（A　アー　　あ孫）カか∴招㌧1認モζ∵㌃ふごエ㌫∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／〃
ウー　 ナンλロ　ブ’レマサ　 ナレベ、N～　 Aカ“スダ’1寸覧　1カワ　 ソ’ソ

うe　rs臣L3　　憂’闇lz　　熔＊1ガsう　　皆偉5　　　）q（鯉｝　そっち

7　マがル・コ斜　 マカ・ノレ　スタドゴデ㌧　マがワカンド　ミン

へ　　曲る　　こ。ちへ　　曲る　　しゴ笥で・　　　　曲り街（ガ・）　　亟ん

一． @へ’ぐ｛　ソゴ’ネ　ホ・ラー　フケァ　　ドゴデ　マスーデ℃　ナン

　　虜も・（　　そこに　　ほら多〉　　ラ！罪い　　 偽て” @　焦簿　で・も　　　嬢ん

ラ・｝巴そ，　エード・：ゴデ　ソノ　マカ・ソカントごノ　フンヅ危ネ　ド・＝ゴ℃　カ

で、も　　い｝　sで’　　兇9　　 駒サ　角9　　　 シ剃’二　　　t’‘二も　　か

スコモ　 ミンプ　 ハー　 マストり　 ホレ　 つ1レマセミス　 マスミネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コくメベベべ
し＝も　　みん記よ　 i湊あ　　寒尊才蔀’ワ　　ほ眠　 昼聞　　　　　イ窄δfに

山門9’tlx一篤一窓ごヅ∵。7弦㌶（8
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3

A

e

＝｝＞9、’　▽ラ！＼ンドL　ワラ’＼〉トごド’　マンタ“　ア、ントごコ“『デ’、ミ　ンツ“

喜な　　　ら・ども邊．‘ね｝　　　；｝Wも蓬，同右（でり　孝た　　　 羅い⑦㍗　　　　フ1く僅ノ

アフ“ l　　エヲヨー　　▽うハ　ンド’篭　　オドナモ，　コンタ“　マ》ジャ　テ

ラ管ザ’し匙　　4でゲし95　　　　3t“もも　　　　　　 太人＝も　　　》んt“　　　菩ざ、o　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴの

（B㌃）賑∵儲ノカ∴ぞ∵∴∵1；
　　　　　　　　　クの
be@　　カ　ワ　　　ソ・ン　7　F’　　ハ　一　　　フ　ト　ダラ　’ア　，

es　　Ul　　　全砦P　　惇あ　　 みκうし7。

冨三冠（A　ウン　マス　マス　トIVア　　　　ス　ベ　メ　　うん　　　鱒ζを♪捕’、…て）∵覧で

1篇一（All）㌃兵；蓋ご∴1（Al之）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ももテデ　 ＝コー @ヤツラ　 ククレ。ッテ　 キュット　＿Z一＝＝＿。
含で　訪　　やって　　もぐ・て　　望’ゆ・ヒ　　引、娚いボよr鋤

2L弍ユ＿工』一LL二779ッテ　エテー　アノー　ガラス　’、⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メユズ
鈎；（を）　モ時7てr♂あ　　　bぐ）ス　　　秀でって　　あの　　　ガラス　　　　 籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
モサヂ，…ス（B　ma　　　うる　　四鏡、）∵：姦翫ノ占こ鏡ζ

コー　フン・ゾサ　　ハ、ソテ　エテ　　ソステ　　ツク“　ヤツ“　ノ＼ラサ　　コー　　カ

こう淵に　IPt‘，。2行，～　れて　突く　やつ㈲）復に　⇒懸

ゲデナー　ステ　ハー　ホ臼一　　フソヅガヲ　コソダ　　アがテ　　午テ　ウンち

i7　“Zなあ　　ぞし2　はあ　ほらあ　　淵ヵ、ら　　　こんと“　あカぐって　き？　うん。

　　　　　　　　　　　　　α∫フ
ナー爪レ爪ソドエデタタテエマホラナンモエナグナ
なあそ紹まζ“　‘）2あ。三門ど今ぼら荷δρな・くr．一．’？
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B

A

じ

ツテ P∴∵∴c㌃）

論㌃∴∵：（　し。ワン　うん）

サゲ’そ　マン9“　ショーカ9ヅ’

驚も　管在　　正　月

xプ～o ココデプー億　カワサ
よ裕為・　ししで・㍗よあ。　）りに

ン。

ん。

サゲモ．　アx　ア＝Lモ，　マンタ“プ・一

　　　　ズぎメ
禽蜜る　　　　　 魚占も　　審匹律あ

デ’　アユ　エデ「　ナもカモ　ハー

て　 寒蔭6渉、）い笑　 4可もかも　 1富商

1㌃∴客高ナー（8㍑

ホソトxe　3一　力“ニ　 エア“　かこ

浮んヒ｛㌻よう　　　蟹（蛸り）　いτ　 竃（湯ゆ）

秘、い誌，諭∴ヨ（B

　　　　　　　　σ？♪

テ1鳳∴ぎ論：（8
ヲ“

@コッタ　 オッキ　 カ“瓢

で・　こんな　　丸をい　 蟹

テ　キアサ。　ソス・ア　エ，サ

て　 き父さ。　　℃し笑　 叡件

　アキ“　＝】ンダ’　サゲタs’べ」　ウン。

　琢火　　こ．んど聖　鴛毒ぢ冒3こ口　うん。

　6／6）　　　　　　　　ク7？

£’ゾ　ト又トソノ又ノ　ーケゲ　 トタ
nv
　　　三越のβ⇔　　　（籔峯ぐを）　糠㌧た

　　　　　as？
ミヅ　アブヘユ　エテ　ホ3一　ウ
水し雄）　ジtrベバせに・　言了フて　 傍＝ら　　　う

　　　1（8∵嘉つi∴雲

　　　カワ　＝コケ。バ曜一　アユニグ　アカ。

　　　｝ワ‘句　＝ぐt．　　黛ぎに　 あが聖っ

　　　　1；）　”t：

　　　∵∴一1（B貌〕

　　　安）誌凱ご筆漁∵

　　　㌃歪，∵歪，∵い）気

ン＝マ　サンこ1‘キ“モ　ススギ’モ，　ハツ

いや　　　　 三匹も　　　　　tlz）〔猛　｛一　　　1客い
　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　　　　　　　　　αの
　Z・ソア　キヲ　コンダ　ナへベ　コ

　袴，父　　象て　 ↓んと：“ @搬（ば’　｝

一86一



B

c

B

c

醒ノ

イワZノ

鰯OP

“一he @　コ

　　XK

ハγテ。

はいフて。

　　　　　（Crlの磁∵（こ∵∵）∴テ属

　　　　］　コーユー　マiV　Kノ　スメァモ　ゴメァe　ジ。メァ
　　　　xズ
　　　　　　こういう　　丸いq　　 、P彩しも　　五御しも　　　十喬し

　　　　　　　　　　　　（Z／）

1砿（c㌃）～∵こご的蔵，｝ls論篤，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a2）
宍レへ9　コー　アゲLンダベ’　ヤー　 ドンダガ’～ア。

衆峯ヒ　　しう　 揚げ・3で」ら　　やあ　 t“うだ辱ううかt

（≒）篇∵∴∴ンド吻（∵」）鴇

ヵ。ッテ　 コンダ　ハKヲ『ッラ　ツケノレアダmナー。ソヘバ　マ》ダ

診s’って　　こんt’‘　走っマヂ号っマ　7け｝うだ’よtxあρ　見〉す3と　まだ、

ナ　ン■・’‘デモ．　ツデ　　　キルアヅ　　ウ　ン。

caくらで”も　 フVマ　 く3リズこs‘　う）ん！，

アノ　カ“こ　エマ　K“：ゴYエッタ　モL夕“カ“サハーナー。ア

あ・　麓（n）　今　　と“こIZ　竹。t・　eg”・・S　　l鵠　 汽潮。　za

レ沐ド’　エダモ．ノナー一。

戯ほビ‘　いたδのt3　es。

ホンダ’＝ヤマ　　 ミテステモL　　エネァ．。

　　そうだよね

A　今ヨン9’

　　ちょうヒ’辱

　　ネガワー

　　稲刈ワ

　毘ちくても　　い†よし、。

弘罷篇饗（8

　8　コエヵラダネ　 ウ》〈
　　　こを」からrz“etl　　 ＞ん，

　　　　　　　　一87一

ウン

うん　　今　 凋）かs

∵忽∵）

　　　　　　（23」

エマ■　acカラ j三

コエカラ

　　　へ↓ψ～が’〉



B

（ン

A

B

ダネナー．ンーヘベ

ブベよnあ。　うんすると．　yPtうと：“

一　力“＝ノ　：コーラノ　ミ＼ノ

あ　 蟹9　　甲羅の　　みそ

マがニッ＝テプー　ア・一Lアー

貫裟麗って俗あ　　 あhああ

ターナー。

ちき惇あ
　　　　e

メァ7ター
う76’・八

　　　　（asc）

メァガ＝ノ

多智の

ハッ7一。
L？いブ（

ウン。

うる

参ヨンド’　カ、’二　　　　　　ヘへ　　　⊃エアヨー
蟹齪）月巴えでよう

メァラ　アラ　ナー
う旧いヒい？て　 あ9あ　　浮あ

（Blx）三

　　（㌘）　　プカ”＝r巳　 メtO“＝　　メァ　フ）
　　　　　　で5か‘、も　　雌蟹ψvフ　う審tiXつ

コー　ハッアナー　コースラ
∂（pmつはい・てr｝　　こうレて

ミ　　こ〆　フ噂　　　ハ　　一　　　　　ナ　　モ，力　　丑　　　　パ　　一　　　　、ン”ッ　　　ト

みんtよ　　t？　z～　　イ可もかも　　1渉凄～　　ず“っヒ

　arp
ナヘベ

捻笠1ず

鋤
カミがラ

上．6’今

∵γ（B∵∴テ∴つ∵ζ1言

マ　ヅカ。ッ　ヲ

渉＄が）て

　（笑）

タナ　 コー

いやもう　｝

ガ’＝　ツ1レ

ee　（eノ釣3

マッアナ。

しま）ては
　　　　o

アヅ　胴アケ。ダ　オxノ　アヅ　ァヶ。ネッテ。

やつ（李）　あ1ゲた　　　イ奄の　　　やつ（を，　あ1す緊♂いtいって、

C　 ケンカ　 スラナー　 （喫’）

　　瞳1嘩　　してぴあ

アー
　　e
幽あ

一88一



　注記

ωω　〔κの・（刈の液羨。＞E．してCのva（e］ヒ二者釣竿嗣ろ

　こヒ落しは”tぽ’で、ある。　、あるいは近Ei〕厚〔eJκ吸収されヱし翌〉

　しとが多い、

ぐの　　「　（　方ガザ♪　ナケ．レノぐ」。　「　才力”J　厚後弓tr・・広うが，　こ　sy易・分「劣

　辺、う喜．

㈲　「”〈　」14感動辞国詞。「「■ゲ・が尽くSL・・るikU・X9る琢畷e

¢）　「～なず」t一を蒙ヲnOP愛い：きけ紫秀ごのNクぐE。　し9場’合「才4ii

　・a、・意。

の　「マダラ」鳳柳・技を東　vak6つで即禦の彦薯。

の抑子の㌧一　才ステ・一～、・・ら・ス後・丈脈を整碍ヲるビヤナ

　ギ（の緩を　）府タゲテ　　マダラ　　コヘプ　　コー一いワe寧をクオスプ（

　多了くい意。

〈＄）・・tZ・9　，イ士争がきそ・嬢事・…　意。

・9・働憐の一ゲV，　Aも。鄭を・づ凝蝕ろレを77興醒rhし
　竣ク，すク身i2してか＃CZ”こeようt’z廉．■・念♪。

ee）　tr　rt　：　“1　D　，i　g　1，x　q”

（／／）

姻
㈲

幻
り
の

0
’
ρ
σ

卜ヵンッカ（つハタ・ギけ）」

乱脈上．頻フ懲ヂフ・レマや又ミ．へ弱・る。

「オーラノr、ノ（lgの）」

暖・くシ砺習全御・
　ゆこ　あ　かね

「蒙綜競ρ・・．ム伝・うゑを兇て挿ろ癒聾。

・エデタ．1ぜ撰町立κなe過ゑえ5弓参彪肱。

「ヅ・噛㍗動・咽難「止ノ四つ（朗呵乏鎌め融脇く
フ戸刷匙乳れ・t”疋ヅ・n不婁のt・偽、不明．

（x7）

ぴ9）

岬ナ

C2・e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
・・ρ2卵激♪ヌ卯2．

（・4　ンノあ・・ど；κううか・場・てみs・5ゴの痘・鉱、・いう内客

　　　　　　　　　　　　　　　一89一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し”トストソ／ス（のこ馳麦一更5♪プゲ・の喜。

r（2葛を♪カワグ’　ミプ　アブノ＼二（ミ童訳て♪エア緒9意。

「マ叙を飾・♪ツケデ．

エつ場含㌧色・甲羅をとる・．・パ俊）・、・竃シ枇・ナ・チ麗



　のこヒノ〃かも漏麟している。

（x3］　「ご承。・らが絃を才嗣ろ助謝召7ぐ」q善、弾父録｝9・が夕刀5’woτ’易夕

　Xl下句if．プ〆ろヒ鳩〆ワ翔l　va入ろク〉も，の頃〆噸そ矛勝ろ略．期て噛’あろ．

㈱　
t’“

＜@ガ’ニノ（浮夏の肇俘クコー」

㊧「蟹の甲、脇とろヒ・唯。挽艶・s・，・躯、

幽　 「カミ」は㌧・1e工流aのこヒ。

タ

一90一



マ．島　ル1　（裏　ネ、　山1　季　玄旨

2eし多

（略男）　（昏　拓）

　ハ得癬郷疇
　8八承沢手分髪幻

　ご揉才1・ミ

）陛G
畷
力
闘
刀

イ

　（影年♪

明濃33身竃れ

姻濃幻身竃れ

　　　し人邑27宅教

B 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／？　C2」ウe　マー　コナィダノ　才ヤマサンケー予　＝〔マ　サペタ　トー

〉ん　騒　この湘り　涛ム参論St　u　i　Z（ti）今しゃべ・たと済ウ

ワ　　ウー　　ソー　　ナンデ　ソラ　　ナフラ　　アッ　タケ　ノダも一　　マー

　　うん　　｛う　　裕んだンいtv’・1　　t＄　o＼fミ　　　tプ牢しビ’も　　　　　　善あ

AがヌY　7ラペレハ“　プンダナー　オヤマYン7モ　ウー　ダン

　蒼ド　　teA・・Bk　・払だ・畝　 満・山奉詣t’　）・K．　肌

　　　　　　　　　（3＞

∵2∂認サ縦サ∴虚心，∵、∵ど
　　　　　　　　　　　　　c4）　　　の

∵。ン）∵∵蹴∴鷺瓢』エ∴㌃∵訂一（A

㌃㌃）㍗謬1；競裁競箭：；：必
（の

テ丁タダネァカ“一。ウー。
て来iたカ～“なけ：カ、・ひあ。〉ん・。

　　　　　　　　　　　　　一一91一



A

B

A

B

A

ん側醐コネソダモ　エッテモ　エフテタベーナー。

　　　　この間む　　　行って吉　　良か、ただ’ろうなあ。

ウー　 ■一　 コ：：一　工，一ラハ”　工一ンタ　モンタ“ハ“クラヨーρ
　　　べべベタく　　 ノく　ダベ

㍉ん　　　　　　　辰いヒし【煽♂’　～い・ようち：　もん於駄ワ←ザよう。

ガ’又サ　 クラベ’レベ’ヨー　 ムカいフくウ噸　7ラべしレハ”　＝ユ・ゾカ”う

に　　　レしべるとよう　　 着に　　　Ptべ・もt　　 ↓，9VN　s

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　ワー　カラ9“　キ；ヨメヲ　エッラ　ワをプゴ’ドし　アノ

　うん　 碑墨ノ　矯あて　 行・て　　女逮，（訳ノ　he

ヨー
　　e
きう。

ウ　一　　Aガス　ダベナー　　ソ　：コ“ソ　　マ　　オモネ　　ワゲァ

うん　　蓄ならT；あ　　　 そPtこそ　 ま　 主．に　 恥い

　ウー　コーン　9テ　マー　Aラノ　rtミヤサ　ナ

　つん　 Sf台離俺）ヒ，■　 f8　　＊守ら　　あ鴬1＝　　fa

　　エッシューカンモ　チョンド　：〔ッシェカンダナ〉
　　一週．間re　　　　　　　　　　　Bようと．“　　 一　蛭L 間　だr窟

　　　　　　　（の

猛齢ご二）粟田、∵、覧：

メ7ラダ’　キョメネ

修　　璃あ’・

アー　トマッテー
あes　ラ白。て

ソ　ェプネァ
xx

　　弦くt3い

　　」一二。
　　泊フで裕あ。

　　アー　 み噛マッラ　ハー　ハー

　　　　　　ノ　　ああ　　 ラ臼）て　　　【？詣　　1×1＞1

ゴト　ハー　　サェネァ　ワゲ’ダ1

こ℃　　はあ　　され，な‘｝　わワ噛’だ。

　　　　ム

　　　　芳

　　　］　一

　　　こう

　ハエラエ

　はwられt

り7ラベ’レハ”

teへ“3と’

　7トハ亀1ソ

　丈ドポかワ

（8　3，JN

（cヤ

ナー一一　エ　ソ

　　　SR　XX
盤あ

一92一



B

A

B

A

（繁「　）　ウ　ン　　　エク“ノ馨　　　ゴ　ト　。

　　　うん　 濠く≠よu　こ．ヒ。

へ高這諄エ嬬ゴトステエゲ、σ卜n・、ラエデゲデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xxxノくするヒ　　ノ＼’・こ　　　　良くなD　こヒ　　しマ　　行・くヒ　　うん　　　　ヒヵぐめうれマ

　　aの

議瓠∴（B貌）㌃∵ノ練蔀ご濃∵

（Bウ〉　　うん）∴1で（謡∵混，：1£蔵∴1『ご1

　　　（t／ノ

　　　　　　　　　　　　硫）

二∵，る∵∵∴∵ネ（∵∂1∴議，
　　　　　　a3）
　7tVtハンデ，

　あ｝b・ら。

ヨノレ　mサ　＝ゲデ　ぞタソ　ス7　ヘトダ’ラ　セ㌧タエ　マmン

夜　　劇・　liLe・・t“　一（　尉雨　　した　krs　9　　拳e対　　　謬め

ダナー。

ぢ’鳳3x。

霊…∵のこご∴一∵ネ憲論∴歪
蔑ぞ（β　ウ〉　　　＞ん）弘∵、∴∵∴∵あ㌃（β誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微，

サ賭工1誇1鵠一1の蕎三田1ご二藁

∵∵」濡ミ論（B⊥二＿一　　うゆ　　〉令汽い　　 7K．）

一一 X3一



c

B

A

サッコエ♂づジベ。 エヤ

〉令たいんた”5う　o　い・や

（∂1ご）∴ラ

オ・ンタ”ヤー　　オラノ　エL不　　エテ“　 ツ乞ア

K＞rs’よ）　　俺の　家F　岨　　tj・　T　v、

か∵ノ斎㌃，び隔∵

　　　　　　　　　　　殉
　9こ　x7“　＝　｝ゲーイギ　サーイギテ

（勤tソド　侑く9i＝　祭祀　　　祭示巳tいって

∵∵∴∵（1ウ・　　うん）

之∵1義（B∵）宴篇”“

（A∵つ㌃∵
⊃　ヤ　　カゲ’デ　　トマ　テルンダ：Lナw　。

小屋（を｝か、すて　　泊客）てるん為いよ熔あ

　

∵初潮，（c　オミヤデ　　み暫、）㌃

シマ、ソ　コ＝Lノ　　サッコグ

ン令で＝いり　　　　〉黛1㌧〈

　ネO一　］一ソ　トッテ
　13らあ　　垢彊薩（を♪と7て

　　　　　　　　Nl

一94　一

ネァ　ノ、ソア…ヨー

tよいりってよう

　　　　oo

穿∴∵5”（81

漏∴鍛1．（A

：ンダ’　アノー　ツ’ンケ

こ〆レヒ，“　 詣うう　　務詣

テーゴ　タダエゲ》：り

応獣（を，　呼、、1　　垢離：

∵∵ん∵♂（

　カワサ　コーリ　ド＝
　｝、｝　i＝　　　 ＝Lノ養　灘　（を｝　ヒソfミ

プンボ　ワラハンドブが

いくら　　｝t“も■よか・・5

　　　ン　ブノレエ　 7

頒もようで・

ド’ゴ’ダバσ

初プよ3。

アツタテー

8ゲt“よ



C　才ミヤノ

　　お・駕の

　　　　　（／6＞

　　オラホー

ネァ

おしl

“バ’

犠て1ぐ二（8÷詩）

ブギミヤ　 アッテづ71＼ン f’

オ＼　ン　ダ’／X“　テ

あ・’診。が）　あっτこから

モ））↑tS’け眠じ辱

　　づ竜う方びう

　　八ヤλ

　　赫，

　　　ゴ　　　　　　　　　や
　　　アア＝コ

　　　太藪
　　　　　（7TJ
β　マジャグノ

（8∵之）

　　い　　　 へゆ　タタエァナー。

八ツラ気9

二・

A　コゴノ

A＊，f？C　．li，，ill

（A　アー　　潔；靱）

オ・　ラ　　　八一マ　ス　界

1お　　林に

町
フ
民
　
X

カ
メ

ノココ

ここ

コ

XX

Oあ
　
ド

捻
　
ン

マい戸

トフ

也人

　（アリ

スタネ：

　　（／8）

　　　ハいカラメア

∵1
　ヘヤエヲ≡ヨー

いてよう

ソzゴソナ
石》り原で・・　　粍硲こそブ、碁あ

B

0

ここり

ウー

うん

ドモ

咽～ど℃

　
）

　　　　　工　；デナー　　ヤジ’　グダ’べ’　ラ　一一　。

　下に　　 いKで」あ　　／＼ツザ気r♂5　　　あらあ。

Y夕エナー　オナゴンド　オナゴンドア～X’　マー

や。たよrsあ　　：ケ蓬　　　　女蓬．とい之はい　蓉あ

一　ウゲヅゲ’ネァヅ
　　　なに　　才寺って　　来r＝・ソ　　す3の　　箆けイマヴ儒ωとレ・う

ガ1錠∴∵潔蕩：（A宥ぎ）

震ξ制二；∵∴。㌶；，∴lr（β

　　　　　　　　　　　　　　一95一

　ナンダケ

　tよくノだ’

ああMみあ易

ワゲデネァ

ぜ）けzいナみ吻力＼

ウ



A

B

c

コツ千マ　ハッチ　エかエネマダモノ。
t一）ちへ　　　LE9いって　　4了か娠流よいのだ’もり　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　ヘソコサ　 ：コー一一　ナ▽　 ハッ7　 ＝17エ　 ツケデプーv　λヲ　 ハー

容へ　　の　　縄’をパ3＆，．z　御幣（e＞4寸・tzねあ　　｛CZ　｛滅

エヅデモ　ホロー　コワ　トネ　エグ　ヅギ’　ラァゴ　タデァデ

いフマ”も　　縁ら転　 垢離1（を’ヒワ1ミ　符く　 騎　　旧観磁）　Pアい■

　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　へ

㌫（B∵）㌃∵霜ギ∵昆ニニ／11云（c

　　　　　　　ao？
1、‡篇マ∴∵プ（A　　ウ〉　　　　うく，）1，1ぐ篇煽l！

c∵）㌃〔A∵）∵回∵ソ1｝∴一∵姦ン

ダラド　 ご：センタ“ラ　 モ・ッテナー。

だうと　　ン戯κう（勧　務って拡あ。

ジ義∴∴㌃∫∴：（∵晶系∵）∵マ殺
　　　女〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ez）

あれ（を）旛e■f；あ　　＼

A一［
G；．；ilg”一Z””，一）

ギ　サヘデー。

　（趣さ弍かて　。

笠濡∵

そしてτδあ　　　　　繊こ　　（を）　　　こ≧1こ　　　　ノ＼9して

スメラヘデ　又レ
　αの
　い　　　　　　　　　　

れ

雫ツ　ハツマ

轡あらrcR

一96一

白い やつ　鉢捲き



B

A

g

プ＝＝一　ナニセヨー　アノー　又レア　ヤヅ　宍テ　ハヅマ・ギ　Zア
人xx
　　　rs　i・t　atう　　あの　　　自・、　　Pつ働旛Z　　鉱巻き（もしてtat

一　’・ラズンビダが　プ・　又ヅテ　⊃ゴサ　すンケヘン　ヘデ

　　月夏帯か　　　　何。も♪経って　　こu之　 参・言齢践’（e）　A・NR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oの

（竃∴∴；憂∵∴ゾ）孤一∴∵熱

∵ダ灘∴∵：ζ鴨∵ご鼠つ㌃∵誌

プ　ワゲ丑ノ　ナンジェー＝ン毛ヨ　甑ジ、エ篇ンモ．　サンジ複玉ン

　　若い指　　 何㌦セ人もよ　　　　　二†ん究　　　三†人も

　　　　　　　　　　　　億）
モ　　　アー　　ソヅコ　・ゾ　　ミ　ソナガラ　　エグハ　ンデ　　ゴ　ンジェ　一　ユン丑

　　ラ∠　 吃竃＝ち　　みん松か弓　　行くか9　　　五＋人も

　　　　　　　　　　　c26）

（2　7）

　　　　　　　（2参♪
ネナー　マーマー、

になあ　 まあまあ、、

　　　　　　　　　　　　　　¢ヒ砂
ロ

ワpt　エー　：乙if　e　コー　7レ　八ソケブ　ソゴ／　エtナー。
　　　メxぺ
うん　　　　 界‘，b　　こ5　　あ　ev（を｝張・て「s　　容e　　啄’・f♂あ。

　　　　　　　　　　　　　一97一



じ

B

A

じ

A

　　（30）

人スプバ’ブー　 トλナ．

弊　穐をで多あ　　傅糸毛。

　もヘン9　トスプ　ハッテプー。
乏うち’　帰縄（を＞1帳7てt3夕）b

工7v @XLレ　 ソ／　ワープモレノ　 プンケ←　 工？t’　＝Lダ’〆寸1　ハー　 ソ

％く　倦鋸　 ℃φ　　蒜い薦‘ガリ　参諺人（としz）竹＼　寡惇導　　熔あ

　　　　　　　　　θ／り
エゴソ　　ジよ一　ニ　グヅサ　　サ闇諸サ　　コ　ンダ　　ホラー　　　ト　スプ　　ハッ

E4a．）E　　用ロに　　　　撃ド　　こんV’　　塔う　　㌻秀絶　 張．マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
ラ霧㌃、も∵∴㌃1、ご1該一（　　　　　　　ロβ　　　　　ワンー一　　　　　　　うん）

　ノー　ド’＝〕“ノ　7ト　キァモ　ハv　コ、ソカラ　ソロー　エワキ

　りう　　ど’：q　　入（が♪　幕1も　　びあ　　ここti・5　　 吃らあ　　岩詐vl　y　z

サ　ンサ　　　サ　ン1フ’｝　　　Xグ’　　7　ト　　ワゲ’そ　／　　　ア1レナー　　　ウン　。

　　　　参・謁に　　竹く　人（tti）疹い漏‘が） あ｝r5駆　　うん。

窒ソ∵ご∵。ツ短∵、／訟ノ，1，ヤ（B㌃∵）

鷺∵ご∵人ill∴∵，え㌧▽ぎ1∵ダ（突）／

A∵んン）㌃：

　　　　　　　　c33）
ハ　ァう一　ヤット　エタ　ゴト　ネンデ　ハヅ’メネ　エゲバ“一
ベベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノソ　ハ

　　葛もあ　　や）t　 4了っ1乳　こt　　俗kて　　ネフあで　　　孝ひkと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ妙　　　　　　　（欝♪

じ憲エソ戸ズ痴∵紀rl二1講、∵

こんビ‘　㍉兇でしこで’あ　　　　ああ．

　　　　　　　　　　　　　一98一



C

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s6］
ツ’ア　デ　　　マ　ンジエ　デ　　　〕　ゴカ　ラ　　八　ヅマ　エ　ソ　　　エ　グア　デァ　　　木　ζ｝一

つ曽■　 銑鵡“て　　 こ＝か＄　　勧書蕎ラζが♪　谷くth篠監「よ　　1潟両

　（望）

フーゴノ才ドゴゾド加一エマハヅメダナ　ァゲ。｝　ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x♪くxああ　ここ：の　　自転‘ぱ）　ほらあ　　今　　　初めだ’な　　　赤：の

フxm　アノ　キタゲタ　マヅ　w－　trゲノレドゴデlzしア　ヤ
傷ア嚇ρ（てつあり　　OP・た　　 やつζあこう　　￥1デ多の㍗　　　 幽い

ぬ

ツバソ　9ゲデレバ　オー　コゴデ　ナン7ワxa　A－　Xソテ
やつ1事“がソ　　千、デて》t　　　 あ・言・　　二こで ∫可凹も　　　　　は易　　蓼37笑

∵1：∴1（β∵）∵凱，∴∵1∵二，1
　　　　　　　　　（s7）

∵∵、∵認∵∵1∵弘烈㌃裂（1笑

工ッペ　マー　ソエゴソ　マー　ロー　ムうマリスー　ヅギタ“ベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　
へ

いっは㍉・　　奮動　　℃軋＝ンモ　　 点心　　ほらあ　 不ぜ虜ソ巧㍗　　　膠す落う

　　　㊦の
ズ》木ス　ヅヅンノ　ムラバ曳ソデ　ネァネプ　プングワヅモ　カゲ
　　　ーメノくメベメズ

｛iノ電方　　　毎分の　　　村は’辱かリ【ひ　　怠いよ怠灘　 づ可月t，　　　かiプ（

デ∵∵：／繊闘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θり

誌「・￥∵∴や∵nvほ翼ノぴ安／オ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　い　　　　　　ヘヤ・7”マキ“9テ　 ＝tッタラ噂ノNこ’　℃フ：ラノ、　／ド“ト ド’　！タs’ノ、“　 、ノニ〔こ＝ブ、、ノ　 ブ
7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶叉
親戚ヒ‘bてむ　行，汽いらヒ　｝ビもブ巧r；ず　　　　　脳Qそ

　　　　　　　　　　　　　　一99一



ンドこ

門uh

ダホロー
　　ほらあ

ソノ
x入　x

∵烈誌（A㍑）鉱馴∵」雲＝
　　ドコノ　ダ．エタ㌧テ　ワ’ラハソド　キテネベヵ㌧ヅガ’

　　と・・この　　　片食だとの。～・　　　子ど口達：（zアぐ♪　　来zいないだ’うう杁乙。・偲．～）

　　　　　　　　ソ／　7K　マーダ　バット　ジuンコ　ケデ　エグダm
そ⇔　　人｛n♪　？た　　tfOηヒ　　！鍼」　　＜脚て　秀了くeだよ

ナー
　　“
惇夙、

C　　　ジ㌧　　ンコ　　　ケ　1レド＝〕“デ’ナ　一

　　　金契：rを）　くれるのて“tよあ

　　　ノアノレンデ　 ネ・ンダ’tラー

β（ 　　　　　　ヘダエ　ダソ　　カ　ゾデサ　　ジエ 1ンコ

）

誰rs　v 彼，rgソド　 金寓さ

B

A

くれき切で・　　震タい4た鴇よあらあ

コ　　：しラネ　　デ1、う　ウ“ペア　。

　　　　　　　　　へ　（も）もらい｛こ　　訟｝汽彗3つ　．

　　　　鈎）
マギ㌧　ヨケいダ’　7ト9“！べ’

　爾多い　　人rs　5

i＝LtX“一ZwwwuriLxx　vi」

みんT3　　むて

し

ワン

うん

ヘヘ

シエンコ

嫉こ（をノ

もく

シエ　ンコ

籔こ〔も

れ

ツハ。ド

い・）k｝eい

う・レ㍉，rrN・Uレ，ラナー　／劉．
も弼よn　。　そ娠が）ts・・eし3V・　tLi・’しびあ．

力伊サナー　マヅデデ’。

戸『1こマ序あ　　 イ雪っていて。

　　　　　　　（4／）

ソエデ　n一　アル
　　　　　　　メメメパ
℃dy■い　17らあ　 ある

　　ヘヘソエコソ

脳～こそ

奪・令，マ

い

シエン

銭こ

・ゾッ　バ’ド　　　＃　曹ヤ　ク“

いつlv“い　　親戚

ワ　ラ　ハ　ンドヂモ，　　；し

｝ザも違でも

ド、＝⊃乙ヘラサ　 コニ『i『三，　オミヤ　 ア

どしネ窟に　　行？■し　 ＄、名cs…♪

レバ　　ソゴサ　　カナラソ・ゾ　　ソラ　　■一ミヤサ

あるヒ，　でこに　 ｝y）・　’s“

フトンド　Vンケス

　人cri》　　疹ま魯巧5

’tら　tS、宮に

ワケダに，

わ1丁たト「。

赤m　 ミンプステ　 エ7t’

はら　　みんけして　　　行く

アー　コンスサマ・サ　エゲバ”　フ

ああ　 庚申・・s＊i＝　　2s＼℃

一IOO一



c

B

A

憂；都サ〔51i）∵：ミ∵∴

∵Lサ1∴ラジif‘；、∵∴∵覧、憂：（β『弱1二

∵，∵∴∵）魏ン烈サ篇ケ隠ll∵こ

な，デ∵ノ蕩ノ∴∴∵∵に∵脈デ／
　　　　　　　　　　　　　　　C42＞
Alζ）璽芝詫ご欝1ご∵・；1／rミ∴

ワラバソド　ヤラゲデ　コンダ　（笑♪。

叙沽達（カぐ）　奪・・A．、て　こんど。

ド。

ウー　 コーe・ノ　　コスラ　 サガ’サ＝　 スース　 ワラハ　ントごモ　 アッ

うん　訪もワ傘（を・：5・’IL　搬1・　　しいい・那　〉蝿豊夷

夕工す一。　サカ“スス子　ロー”一i。　：：一eリダバ’　tu一　 グット

言出扮あ。　　賢しくて　　｛ハあ。　訪もソr漏　　　ほ暢　　ぐ，b

－1．，．illl，，｝LtA‘’　（1　s一’　1！“，i！Zy7p　’gV，，」〈Fv．IN3i’L　；，　，e　〈　：t　ico’ce）　’tl　，（1’一　1／b，7s　V

ラ1＼ンドモナー　アテ。コンド　マダ　7う一　9ムラサ　マワテ

3ビ芒逮∫εなあ　　s・て．」 二んビ　 ip一た　あらろ　　4包村1＝　 回・一t

エゲバ　 ソラー　才工ノ　オマグマギノ　ウスタデ’ダう　う尺gデ
竹くし　 ESあ　　縫，家つ　 親，風：・う　　　 牛・館びも　　ノ干・露つ

　　　　　　　　　　　　　一101一



B

A

ノ　　9’」し　ン　レァ　　　ア　ノ　　Zク“ヅテ　　：rマ　　7　ラ・1・サ　　ク　ノし『ごう　　へ

　　誰覧れ幽　 あり　粘くtい？ス　今　 癒お’＝　東る’・z　亥

ζ㌶∴∵（B　n：．tz　　　　　穴）∵∵隔殿∵誌

（紹）

ル　ワゲ豊　ア。　＝〕エデ　マ　ザンヴ　7～　スヲ　コエジ’マー

る　 嚇けよ　 うん，　こをしで・　ま　鯵誌　　うん　　して　　象いよ・Cい・て

　　　　　　　 へ

’ア　ワン。

　　うん・σ

トニカク“　アノ　アタ”ソ　サンケニ　エク“ラ・ノぐ　ソノ　カマド　ハ

tV．かく　 あO」　 あなり　　参籠に　　特くい・うt　励　 家底（冨ノ1勘

一　　タンゲ　　コー　　ナー　　ジェ　ン　　スタグ　　サネバ　　マネ　7タスヨ

　　が寒tJ　防　 ア勘　 ・鋤1（を）　支配　 し得・叱　1・”　to　t・”7たしめ．

一“ iA　ウー　　　　うん）サ∴∵∵．∵義％てドi∵モ裁

セ》

タエ又タ　　 ’　　　　　　　　　　　　　　『　　 ’　　　タエ又タ

煮した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ズしブミ

　ソエプ

　　　　　　　　篭判・　　啄膨の

ヘソ　ヘンダ’グ儘
式入筑

ア

　　　　　　　才・ラ

　　駅．装（ツ助）偉ら

ハ　・ゾ’マ　・ギ　又　テ

鋳差teしz　　エ’

　マグヤデ’　プグ‘

　巻、うで・　r｝く

よ，二∴1）∵∫認∵漏1心ン

　　　　　　　　　　（4の
カマト“ノ　　プソデ’アタチ”ア　　ウン。

　　　　　⇔んて・・葛，声こん《もし　　うん・。

　　　　　　ノ　一　　スレア　　ヤヅ’　キラL

　　　　　　OPう　　ぢい　　やつrも箱て

　　　＝コ　ゴサ　　　こ｝　ン　タ’監　　7　／　　　7　D　工

　　　　＿1＝　　Σんビ　　あの　　蟹｝、
　　　　　　　　　　　　　　　、、、、

　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　タダ‘　；3一　 マラツ　 ハエア

　　　　　　　　　へ　　　　　作βド　　こ♂）　　 fJb曽♪t匙［　1纂い’（

一102一

　　　リ　ハツ　スレア
　〆x　x
　　　　　渇し、

キヤハン　アレ

厭ア群　　麟）感

　　　　　　、監
、、

　ラ　ワラツ

　㌃して　掲い



B

A

カ　ンカq：L　しハu　　ヨ　一　　ア　ノ　　ヘ　ンダ’ク”プ　一　　　ム　カ“ス　　アー　ヤラ　　　マ

7S乞）と　　よう　ああ　衣装，㈲ブ3あ　昔　　ああP。Z

カ“アテ　工夕　ヘンタグ　エマサ　プレハ“　プンー　アーユー　，力

享かれらて　行，汽　右し装（簡　・今・ド　 なちヒ　俘ドb　ああいう

ユワキyン　ナンタ“　rtママサ　サンケニ　エグネダ1ぐ　ムカスノ

あ・落3一さん〆r7あ）茄」だ’　　お・．L1｝＝　　疹籠t＝　　脂くり4ζ　　・皆の方

ホー　工’フタ　ナー。

　（vツ　彦しか．た　　熔あ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r4s）
三一7ラ　 ア．“！タ。　ソ入フ　 カ：Lワ　ベッ9ラ　 ’マ・γラ’　7ノしテ

鼓・て　　8，r＝。　　そ・て　帰りO．）19”of坊　　や，て　　＊5tV，て

∵∴ボ亨三ご∵読｝憲濃ネ（Aつエ

グアダ：Lナー。　ウー　ソスラー　コンダ　テーシャ1ぐメァカ’伽ラ　テ

行くらだ叡怠あ。　　うん・　んして　 こ々ビ　　づ’等草場前夢・タ

（A　＝コLIフ＝一　タデデ　アノー　　　な惨ア摩　

ぐそ〉　虹■て　　
あeう）寝5∵∴㌶郭

・ソタラ／ぐ、’tタラテ　1ド’テ　クノレ　ヤ7ケ“ダL　水w一　 ウン。

19“〉お9i？：》～篠うと　　多瀞って　 象｝　　めげ1：：・’【　ほ今2i｝　　》ん

ヤマ　 カケ“ダ’テ　 ナー、

幽　　かけたUb一て　「よEsj。

　　　　　　　　　　　　　一103一



（
ン ヤマ　カゲル　ヅギ　スタパンデ　ツ・一　アノー　カダテテヤ　アノ　

dr　　かロ3　　　晦　　　だから　　吾ζ〃つあのう　　つt）て4テって　　あのう

オ∴∵傷∵㌃趨L∵ぷ1（β　ウー　　　　う4〆）㌃

　メへ・Yノ　ナガ’サ　 コン9“　テンド　カケ“9“　ド’ゴ サ　コンタ“

　庵彦e　　、宇ド　　Σんビ　 テン芦（を，　か1ナた　　昨1：　　エんどt

鼠簾累㌦∵1・（盆1つ1、1∵♂

∵∵乏や覧混∵∴、∵ヨ．（陀の篤ご

二∴∵テ翫7嘱ジビ嘉ノ∴．（∵ぎ
　　　　　　　　（49ノ
　　ヤ　　ジ’ヤ　ッ　ク　ド　　コ　ノ　　エワ　ッ　ハ。ラ　ノ　　ホス　　ジ’．ヤ　ッ　ク　ド’　カ）
　　いP　す㌧らりt　　この　　t。13。らの　　 星Cbw）　すt｛らワt

ヤ　プーラ　アコネバソ　ホ尺　カダ’マアル・　毛ンダベ’カ“スアヲ。

鴨　ビうして　あ絵ドばかソ　星爾　綱客・Zる　　一樹3う戯黒・、　。

（∵つ∵∴A青∵伽∵グ∵∵デ熱

ン／ j器ユ∵π∴嘘∴ン／㌃混曽ゑ

　　　　　　　　　　　　　一104一



B

じ

A

c

A

　コー　 アソテラアヅt　オrNスネ　 メァダ

　し｝　　歩いてu｝の（“一）　屋｛＝　　見i作

∴顎（β　ウー　　　　〉ん）㌃．

∵ア∴∴ラミ∴∴（

g　：；　Llr，，一．　．V．　（A　’k［x

エマ　ステもヨー　ズナゴンド’

今　　乞娠でbよう　　安豊し　（hう

ヨノプカ“ダ、　もノ　プンもノ’
　　　　　　　　ρ
闇進：の中’た’書　　も弓　σ　イηも・のう

コ　ン　9“　　ヤ　マ　　カ　ゲ　デ　　ク　レハLし

こん！ヒ“　　　」似　　 か1サて　　 く、》℃

　ミニンア　：コL9“　メ：ンつ
　　　　　　　棚
　あくんアλ　　こんビ　　 み面ぐを）

　　回し．）
　　ネ浪．．℃。

■一　ヤマ　カゲダジャ。
　　　　　　　　い　　ロ老女・1　　LA　　かけちし“Pあ。

転な∵（c笑）

　／ぐ7ラiヨーテヨー　 ミ》ナ

　1ま千1よ㌔・L…｝zよ㍉　みんぢ

ワゲ　。　　1　モ　：Lプこ　　　ナ

bO，7。　　働・い211ド

2∵）∵ノ｝一隷

1慧デ）1藩著．

（七漏∵の二紮

（笑♪e

　　　p

カアー
賢，て

ポ1コー　ン

｝39　　うん

　　アレア

　　あ戯i匪

コ　》ダ！　　ナ　》ダプ　一

こんビ“　　tよ　‘L　rth採あ

　　　　　＆7）

（　BMt＝x　”
　　　苫・こし（…り　貿7て

ツ　タ晒・ゾ　ヤ　マ　　　　カ　ゲ’ダ’ジ㌧マ　　ア　ヤ

　　　　　　　　リ　　い　一㊧　山　　 かけたじ逼あ話℃いっマ。

　　　　　　　　砕の
カケ“ダー。　コアー　ツダヅヤマ　カ
　　　　　　x　x　K　×
　の　　 ド

かけた・あ。　　　　　　　一臼　幽

（1∴う∴ここ絃）1∵∴9ラ

　ハー　ナンジ㌧．一こ」ンモ・ス・ヲ　ステ

　は渉～　　イむナんもして　　　　　　　 吃して

一105一



　示ロー

　偉らあ

ギダハい

暗τ♂ら

　コニギ、マノア“　エノブハ“一

　鳥た辛ひ　　　 雪号ぐヒ

　　　　　　い
　マータ　ヨー　アー

　　　　　　さ　審た　　 ac）　　甑3

　ししノレツア　 ミンプ　 ワケーx A

3tい）て　 みん蘇　　幕、、

浜菊ノ∴∵一（8

ヨ　　ソ　か’ラ　ヨ　一　　　＝〕　ン　タ駄

鴨りが・ら　畜う　　　　 こんビ亀

しミ

ツ　デル　　　ワ　ケ“t7　e

if導ってLl＄　 め1アよ。

〆　 ＝〕ン9”　マダ　 ソ

　オ　ソデ　 キアア

　Prノマ　　象≧

7ヘアタベアアー
歩し汽いr＝sう Ptあ

s

　　ス　ア　　ハ　一　　へ　O　サ　ギYデ’　　ア　ノ　　ツ“

　　Ltて　 tgEP＞　　ヲLi肪　まで・　　　あの

．e
@（C　’］，s7，．　IX，：r’，1）1”，ts／lit　’1，，．）’）　’X－y，i2”

　フラー　 コンダ’　Aラ／　 フト　 コLダ1

　あらあ　　ごんt・’．　弱弓　　ん（t；）　こし　t”

ジ㌧　ア　ンゴノ　　　＃　う　オ、ノ　　　ツ　ンケ　ト　　Vド’

　腱含q　　　　イ奄言q　　参詣ノく、（Svノ　庇’

琶慧フ∵（c”KV）ワ

　　　　　　　 り　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　　　　　　ヘ

　アァコ　eアテ　コンダ　7シマベ不　マ
　木霊気㊥脅・て行，て　こんど・　イ亭孕場に

エー　ヘベ’　コン9“　rtVブ？レバ　ラ　ブ

轟あ　 『すミ之　 こんと∴　 下ジて豪志ヒ　　　あうみ》

ノ　7卜。

　　裕あ　 こxノし“ @　霧汽　　｛ら

　　　　　　　（49）
C　マダ’　ハスゴ　バダう

　人

べ’ダラアー　7一　ζ喫：）．

　　参筏　ア管Sk（を・1ボ拶5

β　ハ“ダラ　ハいダラテナーe

13“管”ら1びし獄ら・cいって一rS・あ伊

簗＼　？レハ・　r、一。
ノ

は“ゲ5ヒの．ζ　＄爾

ウー　コしマデ

うん　　 ご才）凄で軍

象＞t　l9あ。

ア井五リノ　 オ＼P一

三森ら　　　隊ら為

第犠乱∵：（c

A　コンダ

　　xんビ

　　いンエコソ
吃れこ胤

テシヤハ”がラ　コンド

4・＄草場づ・＄　　こんヒも巳

一106一



じ

8

こ

A

　騎、監
ア　ノ

いて

　“マア

手て“

マグ　ペヅニ　マンダ　ハー　ケ・ン’t　ツブ　ミンナ　メンll　カ

7r＝　別1＝　　ge　T＝　　陰豚　 元気　 ’）　wZ　弊ん声♂　 み⑰働
　　　　　　　　　　　（S．v）
70 A　 ユンダ　ハnv　マヅ’一　アー　 工一　 ヤマ　 カ’ブダ’ジ㌧？一

叢講　 こるビ　 〔ま論　 町（を）　蒜あ　 良気・　　↓1　　かゲだ’し“　paあ

ツー　ダ’ゾママー　　　カゲ’ダジ隔　一　ヲ曽　　（e笈）　　ラ　　テァ　ゴ　　　yデ

ーEヨムあ　　　　かけたじ’やあt｛b一（　　　　　　tz　96　7匙奪も（勧　Vア

　　　フエ　フエ　ツ　アノー　ラ　7x　ツケデ　ラ　ハ　　エ
　　　メx）ζノ（　　　〆KX殴　　XX八

　　　　　　　　　　　勘う　動朔　留画　つσて　脈　i3あ　　喫

　　　（一　7’レアダ’：Lナー。

　　　IPt　zz　　gl　3の7～、み俘あ。

　　紛ノ

　　　デ　 キルアタ“もノ プ’一。

　　　て・　蒙みの汽帆もめびあ．

エヅ　キアも　マダ監　7K又コ。ド’ダしタxプーワ

劇雰　象zも　菩鳶　一4丈事ガ・疹よtSあ・

エヴ’

@㌣タタテ　コンド’　ムラ　マシダ　＿
う

勧・　豪たと・b葛　・んe”　　村（e、隷　　　ma．Z　　　夢くのかよbSあ

ナー　アー．

　　　蕩蕊。

二“Si・Oヤ　カ“テ“　　二・キ。ヤガデ5ナ　一　。

B

i＝き「やカ、て”

ラ　スエが

Etz　Mノ糺

’ソノアラ”ノー

　　　へ7げてり）

プンダキャ

e♂ら匹㌦蔦，1ナ

ドぎ』や’かτ・ヂよ1夢～り

町城∵傷∵（を∵）な∴、（c
　　　　　　　　　　　　　　　　　晩♪

A濡1∵∵∴∴三㌶∵ヂ乳∵
　　　　　　（Se？

（こ∵∴つ∵∴∵h’，　一♂ミ罎二

一107一



誌）∵∵：”∵ア

マワ入

回3

A　ヵナラヅ

　　必ザ

アツ“ヨー　 アエ

　　へやフよ一）　　あん

マ7デダー。

晒け汽’豊あ9

／cl∵）冨慕
　　▽入7。
　　i9］咳℃いフて、

R　　　テ“　　タ　z　ス　タ

　　　　XXうく）くts　べ
　　tetLで’　 大した

エマタ“ハ”

　　し今びう

カ　カ’”7　ダ』デ　ハい　。

かわ㌧た②径賦（f：・，

し　 カグタ　 ウン。

　　か〃㌧汽　 うく，夢

　　ぬいツケア

つけて

ハ・・L　　コA

博魯　　こう

7レA“ナー　 ミ・マウ。　“マ

象｝と痔あ　　i塵r匂

ヅ’ユ　一　9”べ’タ　ア　　　　本　ラ　　　タ　＝z　λ　9　　　ガ　ネ

ki由ぢ・け軌・・　鵬　　丸存　　金、かフ

A　　　ウ　ン　　　ダ’エ　エ　ヅ’　　ハ　一　　　ユ　ワ　キ　ガ　ン　／　　　〆　しつ　ダ’ハ“　　バ　一

　　うん　　”＃一　　　ゆ葛　　お木似の　　　　a・伽　惇う　　13あ

ナンタ

’こうしZb

掛frS瀦。血産に つしす笑。

Butt　7E］9　7　80
v“ ､レても つくOP筏”。

し　メン3ド’　セン7ソ．yyバ

B

A

あ・強t

デ　 スコ：．ガ’

琳でi瓜

　　　　　t｛ソ　ソェテ
凶tk

　　吃・札で1

で．ん6ひソ拡う

　木う　7トN7
　　へ　けb　　 一む刀ケし　。

タン⊃

ビん、、

ナンタ刀タ　 オ”ゴ’フこド．

ヒ”＞L2も　　　窃1こしヒ。

　　（し笑）　〈笑）

ホ。一　Llンダ　ミ》プ　モドヲマレハ“　ツ
〔｝elあ　　ご～し“　　み～r3．　戻・フてし謬うし

一108一



a

B

　　　　　　　　　　　　　　御ノ
ギノ　尺　　コンダし　アンゴワカ“レダテ　 広レ　　ミンナ

〉安e　｛ヨ　　こK．．　tL“　　解散舜掌会ぢしし｛㌧て　 ほれ　　・みんr♂

ヘ　　　　　　　リ　　　　　　　　 へ

∵）∵．．

ツ　 アッテタアハ
ヒめ老ζカつあ五tuうこし奔’よ。びじも

マヅ’　ニキ。ヤカ’デ’9一。

事ザ　　ド3Hやか㍗あっr、　。

∵∵1∴1∴二郎一（21ごA

ス　タ　（　　ンデ　　　ア　ノ　　　ア　ダ　ソ　　　ソ　エ　ゴソ　　　ハ　一

個“り’5　　　　tZ　q　　あたソ　　tcKこそ　　 i3あ

　ヒご’ンオご毛／　　ヨつ7“　 ラ’ア　キ。カ。ラ　　タ　　ウッ

　倹乞箔ex　 8く　　犬6翰か㌧て　 田（を♪克，■

tS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

グテ

行くと

力“ネ

鈴かな・1

ン
x
プ
x

Oン
、
ワ

9に、つ

　　　　　。プンモ　ヤコニ不ズ

　　　　　　　　　　　や収τ露㌧・し

ヘレベ’　ヤット　”krlレアダi／

もうヒ．　　　やつし　　　やる《仁鴇もり

　　　　　　　　　（甥
　　　　　　　　　　　　　ヘフ匙モ．　スタ　ハター　ハ不バ
　　　　　　　　KAKノくしx
人．も　　 だ㌧6・5　　　　　　は隻6熔、叱

プンサデモヨー．ウー　ヅンプ

　　　　　へ惇ん1｝z’tもよつ。　　　うん　　す・・いし｝　；“　ac

）ン9　マゾ
こんし’亀 @　享汽

ウン　e
うん・

121D　z．一N

　プンデ亀アタネ

　t；んで馳駒♪菖よ

ヲ　（じ　喫）

ウー

うん

マタ

しあた

雷，．（ハ～∵■

）　　RッK　如レダベ’ア。エ
　　　　　　　や3th花、つう。　　甲っt

マ；Lぺ一

　　　へ貰’」あん’騙うつ

ホ》一　ウー

1君あ　　うん’

テ7キ9カ。チタ　 1…」ンダー

人プ蛾・が㌧てい存　 もん匹械あ

一100一



　シ主詑

の　んム書渉憲燧別；〈「Yマカゲ譜ヒ：0餐5・勘8♪1ノ垂s’2豹）薙別17崖，1し．

ムへ！二七し’・’　t嘘解遷イ罹擁鰯砺・夢．

（2ノ　「エマ　サへこク」zぱ．こつ嶺が輩ぎる燭麺伽薦βが2w荊（9刃

　3W・　（（　・・　））・　）F）　8　）i／幻綜4　・Xへ蛎ク1．・パスで愚池流行・糎呪

言覇ふうμ多粛し・？A（ア紐登尽しig　一）が．吻痩てて委S縦・う

　こヒ醸ケかっk旨参舌し食っていAこtを5多。

‘3）　あヒ弓eノぐタラ／ぐタラja　ノぐ〔b、1）」op〔ノ3）め室、，Pt‘アe

吻　tビッツド」n繊三稜であク，「びつしt？と」i2寄るズう〉。擁’摩
　ウ艶動更博’童択にしん。

‘ナ♪　）sご∴フツドタ“（ト，tr）£ツタ」

（s）「（2，ム参縮一調ろ四つ入pmねつ助．ツテ」

ω圖習勲ク不ろ麓。

碗　ゑ承ゑ噸O」婁乳σ緊・マesゐ御轡体「八人塗劇老多」をマ凱「ハ

　ヅll嫉勇之・窓q「八n。

‘ヲノ　「～ネぐn）カデ」1d後iC一丁プ蹴り嶋雇を伊5ガ．んいて・・n不創

　な馨い夢無吻ew　kがくる。磯源不明。

0
り
9

θ
y
θ
を

刃
珍
α
を

r姦；下する」っ・彦、で挺メ。別nゲ」ヂ」Ils　r匹算：」e漫雲彊，るある。

「サネマ」瞬（5跳禦づ＆）一（SA　Me・し〕一〔S9　nC　）。「マJ㎏瑚漠助辮。

t「グJ野猿意曝9発；．音。

：ンepあtl㌻、　r兄こで痛羨をヒるφA－」弓老：弓｝タ箋を茄、序している．
　　　　　　　　　ごり　し　ごめ
陀潅！肯身睾六劉な3沢、．当超でμ暑’・）’うt「ゴゲ・いつ。Y《

　／i’煮　di　s・ら、毎9鼠κ砥桑オμある。

σ勺　「サブそ。ヴイギ」婬鴫えごヒの最’初弓丈，拶で’ある、沢1・2今支子ジ易ゲ
　　　さり　ビ　　　　　　　ビヨ　こご　をロ　びヒ　　　　　　　　リコフ　ん　え　　　　　　　　　　　　　 いう　しづ　 アド　カ　ノニい

　ゲ獺鰹儀ノ二二．斎儀fOム・a初、確・金剛童さ一一潅勤与1勃

　嬢帰二丁礼」
adノ　　　「幣　、才　ラ　／Z9’N　一　（　り　■才ク　　ダ’ノぐ　」

c／の楚姦、肴廠争太憲・尺ッ幾、，＄超で・ri考戸・ジrマジャグ．　t・知ご・。

　書妃つダぐ欠も流れて・㌧る，雪（鼠，・・1ノを鰯てん戸7レてある。約2糎帆堤糊。

ピ診　t「幻＼・うない石・クツ．鼠」

　　　　　　　　　　　　　　　一工10一



σ力　　吹圃場「桜AJ糸jリダぐ1・が茎ノ判りヵラメで，八ッ残零墨OPメ、・～

　威ここて「ム鼓いノ・んうigどしんいづ巻ごある．

Lpa）1駄ヂフ∂・飽んで重卿妾毎ク神拠膚ってあ多肩7n・と・萄畷し

　て「ムラメア3　とい）》ぐ．　iれ’誤t「匂考夕Jb’。

㊥
囲
ゆ
鰯
凶
瞬，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
（勿一等約授いオ’z一　・Et　Y・t・が，トあんel・クla砺っ老で／乏・て・ろ。

ぴ幻　こ・クあとに「Ptゴや・E5、でび’つくクし式もr）ズ」tいメ内．喜h“くる。

吻　 t「トスナ」りこヒ。

e・♪「と乙な伊里”tしな樋でK・あ皇厚肴葡秘㌦めケ編
　のこU　・」鵬疹紛一「げ軸・・レ7・；　一’　jノ

（3／）錫派皐刎。㌧ig　・D　｝7、b’。

σ・♪淵蛎幻不筋と．

（ev　　「，9’）　やくづ黒Pで、りを二であヒy　「’ハヅメネ　　エグバー　～ノへめ・

　かる．

C3y）　「．・v’ンタ」∫♂逢i用つ発考。あるいt　＃’噺1・「アゲ」と玄いか’ノがあう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おみズく　んあ、　「　アゲェ　ンタ　（　‘t，い　ci’タなノ」te書　い　んが　・　a　eガ、　こ　こ　でワl」

　広て　しヲ　・ん・うメジイ裟》し承冷幣いρ

薗

｛2S）

，21）

げ8）

（3カ

Il

t「又レ・　アレ．ヒ〆硫ム拳栃刷麟1り㌦瀕承・の；t．
丁田蛎鮪碍著・」・　k4　”一・　・τ’あ3・

「スし・　vヅ」　ig　1ぐあ・・ゲ・・ヅマギ、　eさ弥「イt・」い奔遷乙、

「灘探し1・粘いな・fk装、囲一舟遡・z「永袈ポうこ・。

t「　ミンナ（う3ζ、凌＿ノが聯ラ」

拶示碗）劾肋「あれ・ズが、こつ瑚がアzスデ．es「草・て、

　t「コ、嫁指小径・接ム彪。

　ンリあと「℃k・it．　t6ん幻．。．ヒい）内裏が％　Wt。

　r・i1・NZ　，）・矯・倭瓦解。

　「、かう示ヅJ・∂「ヅ：が．蔓ノ1うしv7ノ・ん67。

　「才マグマギタア・以ト・之梱・二1逮が那受輔イこ”・・」）る・藤ボ

親戚酒が即妙r一回fている”・．麹風／3り釦気が噸・瑚《・β・郵

l」　・rv・ナ・・ノ」‘い惣門てS＃・て・・ぐ．尊ん，多5り勉β重％茜ンわ鞄風

Aが’ ｮブ像1・・｝4蛇・擁…　づるe一ナμ．桶｝シ岬・し

　　　　　　　　　　　　　　一111一



　桑ζ亥Aね拠、痴くβq35カ・’二e遡Li7．季ム奄捨参こがれズ裂ていない認うう

　がヒ『毘，フて．’tし、いろtダぐ〃ずフヒβgヲ1っ参弐をく戚て4アくのA”。」

砕の　「よヴいな」

（41）　湧）とり「才ミヤ　 アレバ～」の「アレ」の＄いb・り。

㈱　「笹参観を蓉く」が普）ゑう表硯A’が’，纏Pt雌「才芝ゲj　6謁ラ斥して摩く」

　A、め「A（plプろ」　ヒ芝ラit屡あろ。　んeg麓いかレアである。

㈹　「ケル．砿「くれてΨろ、

轡フ　「蛍篭kx揮がたいへんXフん」S．い5意で便フている．

㈹　蜘ム秀輪の塀違の踊・ノのあ孫5んの一3のを亥・㌧蓼遊・激9文Onφ

　托eL㌔シー6ゴを敢ク生ずしていろ。

＆6）　嬬琴嬢で1（；「9”づクと」れ当ろよメム”が，「いフ毎㌦・ズが敷を数え

　多れる£多k後，農ヒあみ才ゑ2を実5。

吻　豪）一e一つ。

鱒　漿誉峻の発！鷺。

吻　i震官」ま「拝3」A“　pa．！脅羨駄描内Oj遠離嬬弓鑑段eこと。

㈲　 卜肴ゑラリ町ヂ吃」

吻ノ別奪激♪苓巧能．

幽㈲茨に鱒で当・内着重なβ・庭蕎蕩（漫禰）であ・へ㈹パビ
　く赫…　こ・で憶下し馴・．（“・？・…P「ゼ婦Cク・・…　で噸嘉事。

鯉ワンプワガレーズ網針1海勤噸ること．城別膨会・奇，
　送別の宴」（　臥孝確認夫鍔〆些　小管館♪

GS）　t「スタ　ハター」i；「ヌ：タハ，デ’一」つ・千莫．・勘な畜い．言で6ク，　潔竣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　・ハネパ・・亥・，が’ノ説かフて混乱しム兇者。

一112一



3．／ズ’ U　マ

嘱し3

（醐）

ハ
8
ρ
し

　（此’昂）

孝妥、観　飲礪

八次沢テκぎ却

鍵オ　ト1

仇る未鴛汐、

Q陛）

男

琢

　（劣埣）

　　　ら明嬬3s引疑れ
吻1濃タノ．il篭暇

6　 入正暦辣竃れ
男　　躍惣／・旨究夙

A

／
3

A

ムが民芸ー一t

者なあ

ザマ　キル　￥ノV

i晦濠　　象

　　ぐノノ　　　　　　　　　の
／ズサマヅ　疋／　7ッf～

ぼきぎヒ・づ　’歯びノあって

　　　スタ　ぞンタエプ～。

　　　しA　　払ん左”／1なあ．■

（　／’安ノ翼：㌻

／す、ン9Xプー一　ウ一一　ワラス　才広タソtt　スァ

兇う4”∫なあ　うん　切兇㈲力βひ竣少　して

＝コ畑 @　kツアプー｝

こう　才看ってなあ

ネ，．タン宰

な、し。　　％しいかい

一　アー尺ア

あ　 ああして

ワー。ムスメアンタ　フト

）ん。　浸良OPお意　 ノく㈱

キマヲニンダエナ　一。

》友學・て各〆しA”よなあ。

アヘナ『

イ舞いて
／

藁∵鉱（Aζ之

フク｝P
みパ　パヂくと

授

島∵ノ

　（の

ア／

あOP

　　（兜～

マナク

　園daつ

（ABe　案）

アノー　　7ttス，キサ
　　　　ノくノくズメズノくて　おれ
あOP　5　　風抜多麦r．

　　　くの
ツエゴト

杖亀

メァネ
　　メ＃
毘え

　サヨ7　マ
よく　蓼

オンプロ

入胤義

　
σン

・
ワ
’

　
O

ノ
㌧
　
ノ

・
フ

ス
ノツ

ン

フ
㌧フッ

望
も
》

出
一
．

ンソ、疋ζ

を、｝”病

ウン　マfブメ。ネドゴデ／一　アッノ・．ネ　コンドア　ツZ　そ

〉る　　｝ミ1㈱　牝乏ないりでOP＞　　凄・に　　冷隔度　　ろ丸㈲靖

一313一



C

r
s

訟㌘（’　！3安2霊ア峯ノ∵やみ娑？競ζζ

　ア．？ハ。・ぐ　グ午『タデ」ア7L　Zブンア　ハ＾　 ソ／　ト｛ヲ　ァ＼

　　享一を　先麦てて　 杓’分・て”　1；あ　YvOP　tkフ　歩u

アア。

　て。

アヘテナ、。

歩・・てケあ．

　　　　　　　の　　　　（8ノ
ナ　ンダ’ガ’　　ッ・ゾェ　／　　ノノぐ’～　タ駒ヅがゾァ　一。

なんズ．∂、　ノ笥井の　ぼうズヒカ’　い・て。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐタ♪
ウーンウツヅー　［一・／広”一ダ’eア｛’ア7フ・＞7アー1タウー。

う一ん　泌　 菊丹¢　ぼづム㌔ああ易　　し・　竣　　 うん・

　　　　　　　　　　　　　　ひの
（A

　　　での
　トスイ　 ナ、ンテナー。

　与【　なってなあ。

こし∵ゴご理智∵獄〉ア1∵滋、コ
　　　　　　　　　　　　　　　ノ

磁ノア多∵鋤1∵二，ソ暖∵
　　　　　　　ゾの

1義罪一受，∵弓㌶ごト∴ζ｝躯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜの　　　　　　　　　 ゆAC h∵アぎ∵∵『7綬乳ご翫畜筏認：

　（A殉ブタz　9”アヅナ“・びア｝ノエンヅコ7
　　　　　　ふ鴨・ザい汽弓ズ！∫あ・　　　　あ♂♪　奪絶っ骸ク

　　　　　　　　　　　　一l14一



ρ
㌧

／
1

6

／
1

B

A
β

3／

　　　ゆ　　　　　　　　カテ　 ／あノ｝　 ワン。

で　　iS；あ　　　）ノ〉。

　　ぴの
さ　　　　い

フタぎ　ワンツカ

毎ぼ越　 わ多”が

ア｝アー

ああああ

鉱

）ウ此

　　フ’）

1
で

ナッ7し

な・て

エマタパ

冷7’ら

グ

《

ゆ　　　　　　 げの

尼ン¢
　　　o
全㌦医。

ウー

うん

　＠〃

ンノヅー

　るいウ

7　ンノ

去馬㌧つ

　　　　　　Lグナグ　エグノぐ　7／3バ　プタOダ。ご冥ノ

　　　　　　旗くなく　いくと　，季を　呼くクパ。

　　Fマレノぐ　｝2一　コンダ’　）」一　、ブヴマ　kマダハンデ

　　　　　　　　　　　へ　　錦誉うv　ほうあ　〆努度　 こおわiゴさs（b・・y油・凶ψτ”

　　　　　　　　　　ゾクノ
　コンニャ　 ウダ　キグネ　：こノへ：㌧疋ッテ　 ズβ　ウンウン

　／穿夜　歌（flノ房‘撫バ行ニラt　 k　5ん5ん
　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コけ　　の　　　　　ノ

　　コンタ　～ンプ　ア・ンハッタンタ江　ス／一／一。

　　・貌黄み嬬　 1乳わん♂づでth・脅し・’t・九

キタ　そンダジで、か一。アーーエ　・ボヴ’マ　エマ　パー　ナ㌧グ’

柴入　むんズ’　存あ。ああ・づ　こボごり側今一　ゆあ　なく

　マ・γタエ　・森、コー。

　　し写つ互♂｝　信うノ）ク

　　　／ガグマヅ　z／　 メッタ　xヤ　メ・7タネモ三プーt　コプ
　　　　　　　　　　　メズえズベ　　　rゴさ＃t・・1秀卿　　　いや　め・ki・め何φ　廉な

ナ、7タ方ナー。

なンん診ヴ為’・あゆ

　　　　　　　48）
　　コ　　　コ　」ブ，T：　一　ター’：ジマ　一　　　エ　マ　／　　　、ズ　プ　マ　ダ’ノぐ　B　－　e

　　丼メK
　　　　匡1　宴　だ。～＞　　6、り　1ゼ⇒llプ譲；ぼ5・

　　　　　　　　　　　　しノの　　　　　　　　♂の
　・タ㌔マンノ4グ又Y”・　（’V一　ヨブウ’ゾ＝　マ〉タ’へ

　■5ズ。　苓フし　　骨　η∫　臣ジあ　4：宥 内に　　llた　 識

　　　ウー。

　　　1乙。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほの
　　　へ・．／　ワが〉ネンダバタ7一　ウン　．Tx／　kノ　ハ

　　　考験、わ屑な・んべげ続”　減　掩家・　コ

一II5一



A

3
．
ノ

　　　　　　　　　　　　　ぱタノ

窮義塙ぴ12一純」2∵豪ぎ即

ンニヅ’ gマタデナ㍉
　｝：i　　ラ烏孝，入ヒいフてなろ。

オラ　　プウ　（s　才’N’デラパタテ8。

4奄（ゆラフ」うと　覚えていろヴ‘t’L　t　pt。e。

　　　　　　　　　　　　　醐
1、∵でシi営曽∵∠1∴盆∫ね1（Al之／

トマ・レ｛　ナ

痴llろ　
イ
雪

ショーヅギア”

　正　亘で

一116一



　注記

ω　痩客ほ「坊猟、ヒ書珍．「ノズザマ、ヒ漁者づる．竃匁宿伺の趨り人

　で、専ii勿かれてf喋・線k跨孕州‘1鍵げして歩fk人をのう。凄が歌も

　駿ツん，＃左1略祢【at・てぽ，砥・按ノ多乞レth青人粕x71フ・ヒば

掛旭鞭編賊てく庶人岡い・《。ン躯廟釜の物騨〆砂
わ多であ・叛。

‘z／　rい，う」がrある”va、続一2，9　NてしPtうこzesあう。こeシ易・合・，毒

鍛・、ヂ’グマいウ過ムの人・系旅も適夕勉の陀に薩レて「ア・レ蹄

　）弔い汽。

β）　「ゴト”は系詞・代㌧る洞ve信いx（ヨ勾綬も麹・めろ働eをヲる。孝象、

　縁　等、であうラ。敦rd俵ク1・「を」も当■てkく。
　　　る　　　こ　　　　し
ω　 「　1ヨな｝」OP闘牛●。

（S）　涯タrs「人3既」、

（の　「／一」’aぐrt∂’〕じ」劉こえる、

　　　　　　　　　　　つつ　いの　廻島、痴凌？密室卜箱身ll。楓緑妃勿tl：館かζ釣ケκ罹豪kオ。塑在

虜》脅卯痢’かう縫・み堰何し堵つ彦6・つ繍暇せへ
‘9ノ　　坊侃、の「跡」やヒ・K「ボー」とい・A9庵う5。凌多乙θ）多鰻。

（アノ　「アッテアウタ．疹」量去えラ1・　＃9当ヲるゑ理であク．携：導換‘o犀3も

　7免3・Jv・しn過ゑも表わづ69tn翼なろ。（此銘正！i考「！音毒県

　φ方麦．）

吻　芦エダ’タ、琢「エデアック、弓、勧養て噛ある。減蓼ひタノ矛翌三。

ご〃）　〔嬉〕巧（侃〕り刃直心。

（・・）「 謔ｭ、ガフタク∵ブ．タク’∵ブタグ」4A・P・2トフタヲ71　b79タク

　グ」「ブタ♪　グ」　tいうい5・・寛い方力ぐあみが．　「　：70」　｛≠「7．J　♂ク　乞，

　・ブ、ボブJ島ψ強奮で’hろ・・・）ノ回心1・ある。

ω　塵壱様φ発考。

¢刃ぜっ　「アヅ」t」tfiマヅ（ノa　d・a〕（取）」e（ジ〕っ阪薦。グ幻の共x・強

　い幽定をゑ五爵瑚に私有？ぬ’ている。正・視里謡グig　5「熱いA乞三●t

　、、ラこleを覆r覚ミして）、るrラ為二」

卿之承が乱れて・・ゐ．「ウグ堺沼・礼厚畑承為不蓼・表鰍あ

　　　　　　　　　　　　　　　一117一



　るva億「ネ」亀笠がヲヒダるならばそう後をt「エ，グ望　ド．コ　アレノぐ

　（哀くな・1　Uこう・b・“　deれの。埴2なグれμ’v・ヴなf。

¢の　詣尼で綴蓬峰考lz・「～投行く」ガ侵く。

a8）ここ叡均泉、塗ゴ豹θρ有強pmな・姦肴轟県菓序軽舜多》9・Ck身の毒

　肋摩強・爵縛臥・ち鴇臓へ碑建し軍膣鰍だげ・〈　Lrt　6　．
v7）

個
劒
㈱

t「音OP・鈷をヲみなら」の奮。

廻疹・青＆予人窓・劇る。。吹雛妙う豪審。轍。

曙霧、，・・幡酬鋤1。耐マ。．入。

このあkク．文鰍が”ケし乱れていろ。t「コノ“ゆ不塵・り，i宅音。「俺

　み・母観蜘嬬之がチ㌫・S＜朔・A瞭・てvk・ヒ・・う内漁。
例　ごく脅遍ほ便）肯走e義調。詣煮！3よク笥雀畜っ／lta透説9・）・q）内蕩

　愚曳嬢ってい友つであろ。

幽当廻τね雀2「ヅ（虎の（一tv・〉乃ズ贋桑あしし〃・　・zl・　’T”ある．

一118一



9．有森室簾

濡し多

（鋸考）　（隣　k）

　A祥面欽礪
　β八未心隔駕琶勿

　（ン瓦屋い

（ノj・t）

男

男

ナ

　（咳芽）

明鍛36与縫れ

明濃93身璽4て

　　　る凡正よぢ亀奴

A

誇
㌧

　　　　　　　　　　（！～〆幻
アノ　 クー：シュートー’ソアノぐ

あの　 室　簸　 当煽な5忽’レ

ζ工競㌘義二・（βウ

　（ゴノ　　（4ノ　　　　　　　　　　　　ぐナ）

｝7　トナー　グングダグ｛

　　しや勒　ぐズぐ∠青函碓

に∴1ツ（β安）

　マ　プンモカモ　庁コナカ．テ

マあ　どづ1％こ）属若　あ7カ’なが7て

1（B㌃㍑ノ㍑1
ンダ’ @フrラキY　 アノー　 ＝ラ～

’£　1ズ　癒’誘　　あのブ　あ‘あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

．iしてモ∵’（Alζノ

（∵1ノ

　トシデ　ヤテ

暴んで’裂て
　し6ノ

　アメyカノ

　アメソカの

ヘケケ

堰1・・

　zコヤ
　飛行綴・（がノ来云

ハテ

協いプし

ホントネ　才コナフ

ほんとうに　 論っゐ、なく

声ンガ　ピーニジλ

4写力’　　β　 δヴ（かり

スルマネ　スゴド

台下1全　け・峯（も

　　　キタ　ぞタテ

　　　　　　象メ脚て

　　い　　　　　　　　　い

　カクレタワ　Zテ
　li（？r冶k）　　して

　　　しクノ

詔凱顧1β1＞7／

コンダ　ヘコヤ　￥タゼァ7　へ
／），x／度　飛1ア撮酬東’ts粉ズと　言

一119一



A

乃
」

しノぐア／一タ／二7プト・ソキご『！《ラ＝ラノーキーニコー

ラ・迎ラ、卿章陶邸蹟彫いあ；あ切痔、の

　㌣議1二fゴ（ハ∵E）鉱ぎ∵ぜク∴1

11Z，X2－t“（B㍑ノ㌶ぞ㌶雲鶴1『ア㌶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
テ　広ラ　 7ダ’マザ　 ツット　 ・ウグナデ’　タノ　クゾ　 カマズ　　フケ

11粥　 勇ヒ　グ’㌧t　被・て眠　囎り学・を・羅碧甥わヴ

　　　　けクドゴ7’ア　コレア　へっヤ　キ9アゼァテ　ヘレバ　爪レ　カブナ

　くcaで’　こクre　飛行鐵夢り衆Aタしいと　言；ヒ　2｛／小‘ぞノ被クな

燭ナ。マーンヅ㌍ネ・メネアタ是ンダクン、
　∫な。　　夢ブ｝　ちフカソノい　）ijに　みP入　b・しIJ’　）く。

オラダバハ～　ヘゲ　アレバ　・一　ぐぐ　知　ヘゲ’ケノ・ッ

　／奄な∫　igあ　 堰匿ノあhヒ　跨あ　　　　　　　3屡n　．＼つ

t「謎㌘ゐ（／3安塚／安㌶、∵砿1

ネベヅ　　7グプヨー　　アー、

乞ないズう諺・ラ　わゾで幻　　 」うあ、

　　　　　　　　　　　　　一120一



／

　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　しし　　　　　　の　　へぼし

ンダ　／：コスア　万ク15ンタドコr。　・r・ラ　£ゾ／一　ウ～ン。

蓬ン勘」・X’して　董：くも乱ズグ5　．　琢1　まK二♪5　　5－v，

エーーカタ　八一　キレハ　ハ｛　オト　＼ハ　ハ～　7一　キヌ

　雪ラ　　μあ　 果る℃　・♂あ　 脅（かっ多ると　〆’医　ああ　衷八

｝．，i郭∫孟，∴；）（β∵）乏ご弓玄ゲ奇二でζ手

　　　　　　ロコ　　　　　　　　　ほぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほロ　　　　　　　　　　　　　レコ

エダタ7　Jf一ンモカ〈　ドースヒ　ノ『ンネマダハータ．ア　 1／βe　ウ
et，．　lvtLb，’z　，S　U’）　？b、届　ど・〉し，S・6粥射のズ列　　k　5

こ！∵賦∴ラ∵㌶よ雪∵7遍一1

ノ滋∵ご∵腫∵毛1でぴ三ン響1、ヅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
／ウンノぐ桝ナゥンソダ mろッニッタナ・　外プ
の　〉ん　 s兇ズ初な　 うん　鰯ズ　　 之・　、ミ？だな，　／〉友　／N7

ン礎郵∵蜜♂殿忘『（g究2’1　lj

ンプ　　／畝プ　　アノ　一　　プンダ　　ウ　ncノ　　爪一ヌブラヨー　　1ガ¶ミ　ノ　　ノ六一

」）歳　 ‘夢∫　　あOj＞　　1；／vん4　　上r，　　才，か∫　　Lう．」しり　　言

ll：読；〕1一∴，案∵∴f∴”（／3∵ク∵置

・ンタ〉　エツノ　バゲ　ワルク　〆＼ハ　ク・レノ＼ン7一。テ　ミンt

フ戸バ　い・・D　呪　 琢k　99t　衷るカ㌧ヒ田て　みく兜

菊∵顎∵そ（β1，1　）窒亡∵ズ鑑∫ノ源

　　　　　　　　　　　　　一i21一



　11？一　 ノ＼一 @ ユニ／　 フト／ト　 ミンノー　＝コン＝ニンマ　 ク｝ン」L一

　）＃タ今　nJ）　宏っ　 入・土σ5｝　みvな　 ）×f之．　堂簸姻♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢の
　クルゼラデ　ウ．マー　クー渥ッア　クーシ・・矛　ヘ　ダッ
　衆るSしt“プk｝ん。多あ　 室　一回：・）て　堂　犠・て　ふん　どメ

　　　　　　　ノ
タ　£ンダ’エヅヘノテ　ウン　へ声’クρラ　コンダ　 ミス　クデ　バ’

しプ》毛・うなりだい　なんて　うん　玄・・なか写　／｝、友　 飲（を，盆♪て　帆

ゆ

秘∴，㌶ノ∴∵（ノ∵か二留1∵∴ヨ

♂揺∵∴ぴ殿4薪∴孟i：ぴ㌘ノ祷
　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ノη
X7＞£亨ノ募ブ多雨1　”i一，，／∵∵ζ忽1β安

　　　　　　　　ぴの

マ総領㌃1〆孤（凱蘇（β1汐潔享
　　ノ刃　　　　　　　　謄，

1／ix　r7募忽ご重，∵（β巽／㌶置㌘ガ厚

（乙安／∵：謡弘∵ノ卵ノ∫マ醜裏

　　ヴの
∵記1窒ζご：∵鳥（βこ1え／l朗∵菱

ンエカ7　バー　cヅンバハー　エマ　ク・レノ　コネ／テ　エゲ
兇あかタ　瑳あ　び・し’瀧　綜あ　 ・・ ｮ　家多ラ　ゑな・・〉・て行《

一122一



ご毒レぐβ∵1託∵ぼご翼tζビ1

∵之1コ’iこ1

　ごノリ

示タe庁ヲヤマ　 ノガー7一コσ一　コヘブ　 一ilンダ’　ア／　広し’一クー

、）だ’。　メ奄A　　3方　窪琢＝（を）こし3して　 ノ参養，　あり　訪　宅

窪でごノ1∴鵠包げ1）ンんつ過客痴官裁

7“ノv　㌣ヅサ　キヶル八ンデt　7ラバンド　ナ汐“ヘレバ’　マ雫ッア

て㌦・る　んくr・　ノ別こと＄ガ∫　　　多書t重（を）遡6・ゼ9v　ん渇ズと・｝）て

　　　　　　　　　　　リロ　ボ｛クープケ　才エア　ξノ　汐ゲ乃ソスデ　水ヲ　・ンド

　防　宕壕・置・民　物㈲掛・プて　粘しτ　傷　冷捜

ア／一　 タダ　コ／　キ｛i’ノデ7キマ　マネハンデ㌧テ　コンタ“　ワ

あ9＞　ブ、ガ　 ＞rク　て為・物て”威　　ズyljん一〇・∫と協・マ・　二〉友　一斗

勲∵纐轟㌧∴㌃∴（β1ご∠たノK
　48♪
トメノゲ　ノ六ラ。　アス，テ　アトン　 トネ　 キタ　・ゾR”　ナンモL　才ヅ

痴 ご　け∫。賦て　多属面取ワ・．　柔乙　鱒　 病・ψ　蓋ノ

デ　ネヤダバ’アア フトン　乏ッ7　々アー　、ヂハル／キナタ）t了

て　v・〃いワズワPtピ　う2ttl函矛う・・c　東て　　広う　 気件な・式∫

　　　　　　　　レ”　　　（ル妙　　　　　　　　　　　　　　　　　望ノ♪

∵｛∴二；㌶c∵ご嘘；ン∴∵濡

　　　　　　　　　　　　　一123一



A

S．；，；謡≠謁∵1野道ノに之1こオ∵
　（22ノ　　　　　　　　〈k3ノ
ヘレバ　ンニャ　方ヅヌ　コノ　ハソ　キ疋／／　ウラ　バソコデ’

弗π・蛇　羨以　レ・　財　鳶物・　ゑ　窃・で

蕩え鋭∴∵∵ニレ紘㌶ll疑1㌶C3

芝3t・竺1二【諺∵濡■B㍑ノる1∴ζ∴1∵

　スト／／　バゴデ　カプデ　コマスア　オ・ノ　才ヅラ　ヤヅ　ミ奪

　一町　り　　戸ケで　タ庭って　こ〉マフて　そり　蕩ちる　ぞつ㊥易

ンデラヅ　ξ／ヤ　ア／一　ヤレー才デ　エマサ　ナレノぐヨ　／月
かろる。ラφ耐あ努　されいで　，｝μなろセゴ　曳

∴ぴ武烈㌃ノ安二菰『録応：k知

1応ζ野駿、㌘鑑忽1詠㌘〉㌃（β扮ノ

ネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコ　　　げコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘ　　　　　　　　　　　　　　　 ウ

フン。　芳zノ『タ干マ　！ア・w一　コツ／　方二／　・天～／一コワ

〉ん．　庵劣、て“・l　！弼あ　ンレ・　掩家の訪宣獅・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～刃

1こ『ば寂搾ぐβ安1∵ノ1避冨．傷ン濠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2タノノ　爪一力“ラ　コッウ㍗コー才ツ・デ’ノ†エノ　エつ一　〕一　チ3ソド

の　方〃・ら　こ．1へこう落5て　俺の　家に　こ》　調うビ

　　　　　　　　　　　　　一124一



孟霧禁ま澱農をビ㍑）しに5隊∵

ナン、
、
、

な、
瓦

み
「
、
、

　　　k2　6」

ア｛　ア　コン7”　ミン才
ああ　’・v　eX　．今ノ曳　み、乙な

　　　　　昏馳　　　　　　　　一

？レノ、’

しllLia”

カタ　マノ『一　　ネゲvバ

｝ξゐ・て　」墓グ柳ズ

1∵之／rit”

s　　　　　　n
Z　．　v　e
る．

、ソフノ、ツ プ

葡〔14”）■

7一一　／3
9．，て／

　喫
ノぐ／、ヨ

季よ

ノ

　　tr　r一

。βliJ一？な∵葛ぐ∵・

ネゲデ　　．ワ　　コンダ　　ミンナネ9一

・遊ゲて　をσのノナ，曳　 レんな匹Xノ’

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢｝

カン、
、
、

．
5

〆　　
）

／
戸み

　「　
　
　
　
／
四

・
ソ
　
、
7

＼
ノ

貫

フ1一ゲ’アクニ

一　ネゲロソト

　　：塾し・ブう」v・i・z

1．，，cS　7．　’s£r

　　　　Q8ノ
ターエス■．
「を尾ガ’／trんな，

　　　　　　ミン

　　ドやけ
γンブ

努で’

　ニギデ

　診喚て

　匂

ネァ

lf．　，

’r二

（　／3

7　ワ　コンタ
玩て賓ψっ否㌧度

　　　　ミンプ

　　　　みんな

　　　　　　　ビ乃
　　　　　エドナテ（β
　　　　　いいで・4な・へrJ）としlうて

ソ　・・…L・77ヅがダxガ

イ｝幽充」り」　「もノ差D・

　　　　　い　　ヘ　　　　　　　　　　　へ7ド　タ，ア零ノぐ　マx不

ゐt　 ）L’t／ボいセ　ズめ7気

ご3∵1犠質菰ζ

窯ご∴1㌶デ1β1．

　　　　　　け　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ

，ア、レー　’γラハッァ　 ソエコン

℃イレ　　考くノば・て　 どレ甑こ℃

　　　、

　ヌヌアダフ

　多しぬの〃∫

　　t　スネバ
み（．！な　 ノ秘渉ウヒ

　　9ン9プ
　　弓ん忍と

（ノ3

（ノヌ e／翼1：∴y’‘乙

ブベタキャ

硬べ・規

尺ヌピステ

多し9㌔いs7て

ノ
つ
疋
荻
オ
俺

（こ　箕

セ
更

エ
　
　
い

♪
㌘
人

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

ン等　ぐノレマ’ンヨーめ

しぐべ等ろワズ£ねヒ

カレグ　Lグ
峻々、　蜘・

εンノハンデ

もるズ汐・∫

ド　　　　　　　　　　　　　　ド

』　1／3
　　　k
　e

一1　2．5　一



B

ウン／才tコリドヅ
〉丸

ヨ　ニ

　に

一　キ・ア

あ　　万契　∠を）　表てし。

才’コネハンデ’

、為っカ、なのか～　　　ノノ気

ネ：グ　タ　クf’　　ネ　オナ

　　　　　　　つ
～包ザプvtt　ノ；”4・ヲrg。

い　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

タァ　 アへ＼テ’　フー。

いて　㌻いて　5る，

不£デそ　ヌタン．デ

1奄Sgビ・7v　㌧ラプごかづ

　　　　　　　　β〃
／　エマノ　トッチ’マ

・，b　／デOP　lこご／）（ゆ

芳エ／　オド　£”／

俺みつ　亭を㈹ノ句1つ

尺テ　オラタヅ

して　痩違
　　　　　　　　1説♪
　，　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　 の，■　　 ●，　　働

　　　　　　、

’　　x㌧室　 い5

　ミンプ『　スネ・ノぐ

　・タんな　 1うし琳〆ズ

　　　　3の．，

　　　Yxア。

C

it／ヨ　（こ

るつズ

ー
ノ

へよ

7
、

ラ

　
、友

（冥？

冥ク　　ス　ズマグラ　　　エッ　シ

　　「3．一ぬう燦∫　　一、吻

　　ソスア　 コン／　 八り

　　　　　　　ほ　　Vl／レt　 ／）・x／i　 伊5

フトソasダンぐ　ナンダ7rナー一。ウー　ノぐうノぐラド

　　　　な∫　な／」ズ初〆‘あ。　）ん　 彩ズメメザゴt

　　　　　　　　　ダンモ　エッ：ショネ　エネァンデ’ヨー　・不nt：

　　　　　　　　　書1（’し　 一・・一 A緒・＝・　の／；v・で’∫ノ　　掩虚

　　　　　　　　　　弓み慧憂∵ア（Bl〃

　　　　　　　　　　∵∵憂鷺ノ（A㌃2ig

　　　　　　　コ　　トい　モL　　＞　F’　　　木　　ラ　　　　／ズ」一一’　ク　　一　　＝フρ　1プ’　　　ノ、　・ア　　デ　　　　　」’　／3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　｝どか重鈎1｝∫　タケ　竃壕匹．〕＼、つL

lンぞん∴；∴嘱1厚鷺㌃ご∴隔gjl

ゲ：（31ご）1三冠ζえご1∴び）Lkごぞll，i

竃テマノレテ P／3クつダエが加が／ノ社？」
　・て　し勘い托　　 ）ん　 「孝1芝P’　　　　　　　　　　　　　　　　　　確Kカ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弧。∫ノバいt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だめ

一126一



A

ハ
）

β

ハ
、

字デ　ホヲ。

A”Cvoて　浮1、，
4

鵡ll募∵1へ∵∴∵・ご1コ／1，1窮念∵
　　　　けの

ζ∵㌃∴露∵（β1オノ1］一斗黎∴

鎌二ご㌔ごん1鵠ワilご∫：ll二訂（β∵

　　ウン。ノ
　　’　／　　フヘノ。

マア　ツ干．ノ　ヘ　コンタ　ドンダがタキセ　ミンナ　マヅヤグ
しヲフて　♪久弓　 り　．今ノ更　どづ方・るづと　　みんな　うヲ”火麦づ

ζ謀一1∴」読ζ姦ξご∴弘で12（A
　　　　　　　　　　　　　G4）

∵2∴㌶：㌶∵∴∵ア多1。ll♪
　　　　　　　　　　3b）
　　　　　しコ　　　の　　　　　　　　　　　　　　ゆ

デe　コツブt　アニタアー，
てむ　こ・すで磁　あの～じと峯フて。

　　G6）

航弘蟻7∴ll盈∴∫菰』い㌃乙21計

コ〉ダ’ @マゲネ　へトント”ダンぐヨー　ミンナ　コンド’　エグ　ミン

　ヲ・．支　焼げ！軍一　人1立／’∫巧　 ノメ母な　・斜凌　戻匹　みん

　　　　　　　　　　　　　一127一



A

ρ
し

！
3

ミレナ　ナー　 ア／　 バ’ Qー　 マヅノグラヨー　ネク『9デ帥　ク’レ・　アゴ・

みん・な　なあ　あっ　汐免　　vaアカ・5試〉　）地’ブて　象る　人

　　　　　　　　　くタの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βの

銅∵∵♂／lll；∴ぐ寿∵ヤ（B∵）

影∵1乱！該；，∵議∵菜∴ぞ∴∵（

β∵之／

エヅ才一　ソカエス7　午テ　コング　ア／　バ．ク9　ミンナ　モド

ーノ払　 錬ノ憎い　 柔で　・全残　あり　顧色　みん〆♂　疾

鑑諺砺（Al∫コ霊1．y／’．．ド羨で1㌶

㌃二ごテ㌶1∴1言1苛ぐ弘鳶｝ζ（βl

lノ∵∵認コ媛∴∴嬬烈1」ピ3

絃ζ潟穿儀，る∵乏∵二1，1あ’1ぐこ1ご

ノベfク募罵冥｛ピ窒」ノ㌃粥‘）1

　　　　　　　　　　　　　－128一



1”　ヅ伽　ソカエス　ド70トネ　エ。9　ヅ’靴，　（A
4あ　・・fp／ゑ　 1柔ノ㌢ミi　3る　並真（を）衷依　誓・A　 疇♂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐタの

1：∂㌶『陶ソ趨ン魏ン：（∵∵撹
　　　　　　くヂリ

ζ∵∵藁ぞ∵∴∵恕∫（こ㌃ノ這

1蕩臨：（惣ζ）暫凝“瓢㌦；∴∵笑）＝；

亨認（笑）（∵綴㌃㌍τオ♪1闘
デe　　エ・7テ　　広ラ　　・ヂ7ッ　テガラ　　ッケデ　　キ　タヅノぐテ　e　一　　．：ク

でψ行・て　B；　綴・て屑　 つけて　柔んい・ラグ轟ビh’　〉

ン　　ベゴ　　フハ。ア．　ウン。　アノ　　ト　ンヅ　　ナ　ンダ£　ナ　一　　、ク　シ・ゾマ

k　学㈲ダi・’go・c・）乙・あっ　賓瞬　 な乙ズ∫f・’　・iS　後趨tSJ

（4／，　　　　　　　　　　嬢2）　　　　　　　　　　　　　　　　く鰐

ヅポ突ζ∵ご肱幻㌘∵（μ㌃2ニ

ウン �Xf　’x　7”
撃戟DSill一一？imt￥llLllYISEi；’；ti一＝！il［iill＆．，e，　｛i．i．Ili，ZftXz”i　，i？」dy’1∴，

　うく　　 ’ししt　掩夢～て’｝　正教（を）

二τ搾「ビ監ぞ泣ζ
　　　　　　　　　　　　　　ぐゆ
メデナ｛　 万工Lプダキャ　　＝ずクヂンε

めてプ∫あ　 ・掩塞鉾ね　　　ゑ牽デ’b

していノ…りて．H

煽義ζク

　　　4ガ
Wツグンe

ウーウン　ト

　〉ん♪ん　掬

トマ矛　広ワ｛．

者　軒も　掬ti・て 厚～あ。

一129一



．
ハ

D
ρ
ハ
月

　　　　　　　　（．e　6）

　　ミン声　ドゴ／　エブE　be｝　ネケ。プ　午タ　アトンだ’グン・”）みんなピ、。s（　ix　・tb、，、5、／）逃げ，　m　f．人．9な）一

タベ’ナ。　ミンノ『　　ミス　　タzデ　　・ク　ヘデー。．

い入う5　／・’　．みんな　飯．㈲炊、いて　・変わeて。

広ダツケナー　ウン。
ンしうズヒ・う勲ンプ’なあ　）ん。

ウー　 tr・ントネ　 ドンダモ　 カンダ9　ヤゲタ’　ア，ド’プ　．X．ゲノぐ

うん　（e－L・tS・n　ビlh・6　こ〉　S…Y・　嫁腸　 跡へ　行くと

17＞v∵マ罵凱ゴ乏ざ義乙師蘇〆β1

コ1∴玩ぞ観で翼凱∵，∵蔦ゴ憂∵

覧κむ狐奪（βア2薪ご7re，1、∫之；、ク含

　ヘナガがラオヅダスラネ　7”一ウー　ネゲデ午タ　w一
　御弁が；ノ劾・・圃B曾て畠’　）・・”t／吻取　弛t・；dS）

　　　　　　　　　　　　　一130一



ハ
｝

祓獄戯（β巽♪穿毒∵得∫翼糀ぞ

毛諺観ごζ（B㌃撹工てζ二運π㌻蕩な∵

タノ・ンデ　ノ9｝7一　 スタ　ゴド聖　プ’ンモ三カモ　 ハー @コドeEl　プ
夷＾カ、3　　1ケタあ　 覧）・づ　し乞　ガ∫老こうφ　ノE9あ　 多ど’）bめ　4『1

∵∴鷺ごζ蜜語7∵1：」ノ＼（B∵

餅∴∵（B㌃）畜∵彦∵羨～翼4，〈麗

？，継し｝∴ζ勤ン（β∵ノ：

ナッ　木ントニ　ボ昇ニ　コンダ　クエ疋ノネ　コマデマテー、
f●‘あ　｛写んとタ律　厚乙ヒ5fte　二／diジ　ノ貧VL　2勿it　囑ワて　L響・て．

（β設∵クを猛ヅ。1ドζ∵寮婦ち，慧ノ並ご

みり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

一131一



クネァンデタ／ぐ’タヲ＝：

レく　存ガ・んr74・　Y“

　　ぴカ
ナニハダ／

最・煮ん”り

…ヨゴミダ／グ　 アタ　 7ツ
重　ズらヒ　あんノ㌃　やつ

（β1∂謡∴靭｛㌃。∵『

アレ　コンドァ　ミンヅ　ダ7プド
あオし　　しんと”　　　タ、K綜ノ　武7β・。クと

　　　げヘノ『～

入め℃

ナッテ

な一・て

　詞
　オ
メメY

マ・レドゴデ。

し恥うご　ρ

ケァダグァ＝

偽rpよ5k

A

ニ
ノ
て

ス
し

ズ
て一
直

ク　 そンタ　 そ／　 フ←～¢

／貧タ　弓んA“　φり　　な・ろ、

スタア　クエe／
ズつて　壌い夢勿

♪ンノ
へ

あ
ソ
・
フ

β（ρ
　
σ

メ
ノ

　
ア
ネ
個
無

ゴ
で

ド
切
タ
ん
ツ
）
ナ
な

ノ
く
ア
蓮

一
フ
・
多

木
侮
ノン
∠

、
　
（

、
フ
ノ
、
フ

ご（

ヨコ　　　　　　　リ

／アコナー

町回彦あ
ζβ・1∠‘’烈爺∵

コマ7　ギ酒・デヨ“’・　。デラゴド　コメF’マンジ’・デ　＄スx

絢バ　刻んすお　。KMt　，Xと　混e“て　徽硫

姦鷺ノ（‘巽2露㌶‘凝『倭二包ご∫

篇：（β121∴媒薇㌃矛
ナ　モ．　　声　ン篭　　　ネァ　アタv’エフk、　ウ

　’t　　侮め　．ゑいeん盲『。fなみ。

ヅ
色

サ
　
、

そ
ψ
ド
額
グ
窃
0
　
0

ア
　
い

ネ
藪

一132一



　3主記

θ）　等二）衆ぜ・Pt1，丸戦で三身うが’アメソカ軍飛行微紳ク・撤Rよう窒穫きeg

　・ブ胸回豚塘勿捗・液であ砿。綾で初・タ・鯉焦鋤化
　し瓦り磁伽勧＼初・疏碑・柄あみ納被勧靭・んゲ蔑．
　げth　2れんく嗣齢紅／俊区署μゐカしA．ケ掃繍Cは）e頃3b）

　）1間，鰻碑葡多晦両三yt勤務・していて不二であ・ムこヒも付牝Sる。

（2ク　ltグノぐ（（X4　bd）J→（ミbQコ，　〔A〕e刀吃蕩。

θノ　アメリカ率衛藤蓼飛註記、を9雲髪ヒいわれ荒・

この　二藍”ターナーJ　であろ。

（S］　「以煮iz必．擁卵舟など二・三鐵孝乳覆爽んで桑て・，1，．つに珍ゾiミ緑グ

　ンク晒ン　う　プ♂ろ　よ　う　1ぺ、；裏ラノ蕗　がずろ穿塁多　く　J　つ意。　「　タ‘’ゲ（　k一ゲ　）」‘’ま冴艮乏乞

　輔悔嗣で協ク．縛’うな戻一方〆一卿ク・・伽・厚劇劾湊を豹。

rの　「アメクカ、¢「ア」にアクeンEを琶くつ砿当紀でva一嵜婁的でな

　い。二一，CZ　）’；「ア／ソカ“であろ．

の　「編つ柑1婬量之る雑学」りこヒ。

の「掻湘して除振う・こ㌦
（タノ　二二’て縁考鰻OP　Ig　i1［ク月X8veス”・竣。ラ竃孝乙ωを．墜。

eaノ　畜杷多尋萌の姦把で，ゼゼ9笑ゴ7祭n使E　」琢島1？1。

ぐ〃ノ　遁犯クのヒ用じ営ズが’，釈14「へ・なeだいj弓空lt含めん。

㈲繊沸薪ド灘テ、。・燃鯉、殖旧離働撫嫁オ。
ωace　Yn！上諭字のf／　el・t：あ多・収繰冠力’s一線擁敷で約3κ・・　e（桑オ・

　勧思人遅彬Mみでス細な・・’・k．
（’1り　｝択記紀e弓ぐ光づ朝mpn’ガ・・ていろ三遍ノ薇を吊ク橘2ズr一して透レしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　る橘。別i’z7J〈鍾縞v6呼ノしでい6。

　　　　　　　　　　　オモの　「・vドモf」i？「卜毘・ッデ＝弓、七言。帰緯で侮・ヌ・グ＞9」’メ’て重ゴ。

　　　　　　　　　　　みマオり
殉惚病看初煮誓二七。収繰配・・琢蛎へ癬斑轍で・約・・娩
　be　4）≠爆A。｝ずノ3勿ヵ・う弓βげ）了1擁離。

ω　「．xタ“‘ftaltdフJのC〆〕・づ灸／き化。

・8／・の淋嬬が蜘郁’一廟から鯛編9　・1・，・・撫吻・
　哲へ蓼ze‘娩疋種〆琢メん・e）て’ある・こう沢緑紹匹eテ学‘s護sなb’

　　　　　　　　　　　　　　　一133一



　フEが，あ学りnit）5敷薦汐、兇り老ヒ隔る？izが瞥も琢じて・・Aり

　である。

a力　トコノnt厚不二㍉あるい＠タ鼠めe八の四傑．・iっR’ぢ知4・しなva．

圃　t「ぐツ」19盛レ鷺轟？、

鮒ノ　「ヅ」μ17tんt“）別こ之ない。

幽毎回屑’ズへ・レ（お乃であるが、電語砿「老．であ騒弓「づを
　と歓多。

飼）　文．豚上「才ヅテ・“A℃言5一文9とこうである。
　　　　　　ゆ　　　　　　　ノタイこみ
囲刊記、1膏薇多尺客「網葱」。牧録配ヵ’づ彦右約汐メ伽，

鰐飾オ乳（俺謬の・エ（み）遷「み、弓繰り趣・で易るが．考彪で塚

　よくいラ。響孟「才工」荒艮‘す乏・6嫁〉。

側　鶴鉄。迄揚。

助鍾濡鴻弓壌」。

6の　「グb－xスグ”o「又グ」め2及v・言iaむ多“∂・しい。ck趨r一叛づケう

　野銚ガ℃ん搬こヒをヲる・×・壽があるカ・・ヒなうづ。

㈹6蘇嗣・rアエ（あれ2遜収虐で・vなv・　J・彦、

◎6♪　収緑駕「隼簾％の人t誤みん／9Jめ蓼

eり

G9ノ

θわ

　りこtかど）rd、不明。諺毒（ンrdこの頃3Pワ毒圃播1蓼筆争l12M・　，’911c動務

　し“1…　て不斥τあり乙・多か、クノ萄ゐムffJリアメレカ箏麓訂擬くグラマ

　・戦圃糊・噛画忌瑚嫉穣撃し・・　・Vズうブ．

　　　　　　　　　　　　　　一134一

紛　こ弓「ナ」tS右紀夢春菊り教硯、殉乙う意兇も老3教夢る際K痢いる。

（S・ノ　t「キメ7　㌣グ」は「Mテをrt£く」が援臆。

ω　t「エマノ　トッチャ」kS「狗4トつ一枝男”9こヒ。

劒t「fンデパラパラニ・と・づら乃“瑠池の＆ng。

GS）　う．稜・追記、

θ幻　t「～なぢJ「一vをな9」¢姦瑚な該秀ごの、コぐre。　二9喝奮．　fiの

　「ソカx7xnO」鷺て・ある。

　　　　　　　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　trミンハベt。が聞事躯ク不9屍．
　　←ドングがダそテ」の「ダ『も7」・μ「ド｛Lア。り叙銭㌔減．tc　asノ・争匪．。

　　「（・雷丞’）レンラクzン（Pぐ入ツん助みと勧’）、　こ9蓋IA　7」9　w｝y



飼地羨〆衡轟子L客tr鍵勇．。　Vkes・M・e一多少し瀞惣廟．￥・・e看必争

　lt縛・1ゲ之L．接｝して，い　ん矛才であ　）　ん。

・…燗・，ヲ㍉・輪脅ヂ轡絃・・鴻し・話嚇・
醐醐　卜iぜ劉5六Wt峯め・今意・

柳・繍響卿畷髪骸諏囎でで・細・強・・魚
碗）　「ヨ乏ギJも一般拠近御地姦で「「ヨゴミAヒ・・〉。

‘卿　レ蓬Aの老乱。

励　”蚤の煮」　e；iサノ・・、プニハ、ナツ・門と撮・zn・ヴ。

（動　「んつ夕；カ・t「あ穿‘」が、い9“4v　k’を言AメヒしA、
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　　　　　　　　　　おりい　　　もちろう
II．新潟県柏崎市大字折居字餅根

収録文字化担当者剣持隼一郎



ぐA＞

収・録地点魚

　　　　　　　工
　　　　　　　　茜い　鵠ろ〉
沙子螺茄砂か丈ノぎ才珍彦嘗飴麹

　　　　　　　丑

　　　杖陣地直め沸鵜秘

1、イ左置

　　　　　　　　　　へびノを
　　麺綴吐麹助（嶺蜘％）と鞘管粧臨・る物・蕩艇が
　蜘・没すbt「米吻」・：藍」・岐｝彦から鄭「えて、ヂ専門方〆こ入っza勅・カ1’

1講伽蜘前で踊。・噸動・・師脚吻・・岡宮の薪
　（‘・．4・1〈・・r・t）・＿・　dl；・，　t・鵜1リ盆ゆ黙り、こ初U熱病才であ》。

　そめ東南の傾斜鬼1・煙室b夫．’す電導m・｝・曽、・霧雑が収，舞兜であ渉。

る、之遍

　　輪御崎痴G物　n　S’IL　oて一猫～は三笠鱗即処昌毎一ぎの

　虎（恐扱：／ti・mり｝憩殉て鵜咳気把・・ゐゲ2、学科伽命皐金あ⑤線

硬動轍鳳。孔・磁咳勧・騰拠幻、画調挿
　・・捲塊嫌（4〆7％）を恕li・マーア鋤疏那玄’伊アの劣舞1・劣、更h・束
　　　　　　　みドおぢゑら
　頚鋭騨丸拓甘丸季に名吾。国尽ヒ為諸駈ヒの瑚に欝気記㊨の乞菊了バズ

ガ・B概述Q．脅塑綱ノ樋4㊨でBb嵯を・弓ザ笹津”糊・
　紅㌧賄嘘馴・鼠が趣・ろンZ騒。うが、釦峻ムCt蜘観客舜〆8

伽崎ネ畷を愉馴湯い・㍉鋤しる鈎1・趣・んあ之適でrx・・。

　　鼻近βひ物崎裾亥ゐ卿線・塀嬉して・翻透3“3影魁隔、膀擁
　　　　　　　　　　　　　いハあ　が一ノ纏り、辮規驚て梼庭遂・嘲猷ん渓練才略グ練殖力綱払

　る講中亙騒／甲獅壕を擁て輝早撃・餌諭動靴・う）Vであう。

　　紡・・駈勧’喫卸町ピ湯統φ拶・σ・り下之て刈刃砂納防・・

　淘ガb吻捻P’》ある。場．一9あt吃り為柳ゆの診鼠．耗鵜壕・、ん表ム／x周脅

舟む頻み・パ・褥。てか肺・・診ゲ多・航が習習で硫ン・餐

　赴葛て約跨方翻・亥妬て仏ノて、初り影孟璃魂みめ為・均が、屍
　，～レよこ・透・笑急・孟ケちい，

　　以上嵐勧ひ乞㊨物で’、渤鴻・ら動・ケ・殖賦燭イ克崎如ギ荻

　に方、λっしバ塩刀ゆ入って知、亭簡方・’ら凝さして罎力でほ珍くて℃

　鼻レ名即・弟’魏夙澗・山把・・之tC　”iV　Nつt一？・ろ・，《4ワし5，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ち　　こズい・淋（て園丁の記直願し砺．ギら’・・地み・・死肩鋤う野の梶
　帆、ゑδ、〕、葺峠こ3λ9・・”隠恕えて、デ殉壷柳幅晴町星勿鮎子て痂の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あずしレ　ぞ　・，1あをxわって移誘¢崖：し、弟。方．よ聯’ilか》動ろ麺みし匁zu・ケ房

う1・廟隔陛伽確拶単物・胸あう・郷以・就篇跡ろμ諦
　ぼ≧のuY　ia　5　fiL　ti　9《確越度し逸脇でLX・PtZ　s　aむ匹の入，って菟sひ

　い樋でち。’2　一歩’惚色から感多脳脅9賃を・．！1・π距・φ・・盗

んでいう勝舵峰ご368物）凶肋て、9％，，，　9　f）・㌦唐彦飾燐蜘

落潮す柿也ザある。曳劒ぺ入匁乞クていな・1ガ嘘穆劾孕め㊨垢が可犯（V

ろ好伽舷嫉幽6勘、一｝　n？，g　／o　／3婦繭伽屹弱急・it郷

　・ん々κ鳳のいる。冬瑠／－Rpt一〔亙嚇土苑鰹．

3、地勢餌則
　鵜1り処乙μ搾あ5sク物・v　8グク似・¢L．s・N々；z繍＃蜘nth材であ｝、

酒志ん委一・刎勧吻撫麟構κ劣雑晦掬・ある．諺1・腕・XV　mp　・・Cて

郷細蟹8％i・　3凹い誘勉・勢・砺蜘四獣・鰹。助・・
　であう♪．

　御心疹・管物・齢獄・雰当馬呼／か麹・細民劣…
　ス／6伽，腿暫薦1圃／／6iSl　9獄っZ彦ク、身為蝉吟な賜麺3S耳の

　39・箇どなつZ・、る．な留勉てイあb。

4・　行政・己吻

　　こ・麺知よ6～7晦乙1裸紛ス）e、；　？？tz　3ん凱島も〃鴉工柳・賜・

獄・硫煽．7・晦1・・認郷協・脚囑ガワ伽趨砺勧

9L）／蝕し凱tZ噸か遍’《ち頒痴嚇・1ら細・翻韓擁・骸
　才更峠を㊧って呼る弘・励ずる雌鯵がつ継げ冷といあ轟う．

　　牟客．賢聖gc2．ク参・・「鵜り序メ・姦がスらあk・ヌ島男／r喋る柔あ峠

　の図発駅擁翁修4麟庸か甥診浮暁磁下野鰯翻餌老届瞬・，6。
　　　　　　　　　かりあ　望町廟’Σ多易・吻僻苅r7マi．　sJ　tπ搾ごdevうb・’・〉・八頃刀」9朝鳶se　＆　“x・疹＼

　均歓・現寸Σ疫イみもい・，

　　江ナ隊槻のrs“あ／b／b穿蕩〃ノS｛φみ〆Gll吻滑翔身吻卿にろノ義裁麺

蕩籾篠・或噸庶。怪い〆ヲ・矛ジ嫉劾肋輪蠣司鞍懸郎葡て・
　あ必∂／ti／f募函卿蕩瞬ぬ島煩。一銚ワ源擁房ゑ蜘、／6
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尋秘凧勝懸蜘／の／・ノク肩吻’学辮躯跳励＼
／7／ン》／8←ワ雰屠才をビ／〈L　）tt一、痢、皐％・薯旬参り海、7ts氏

頒で励、／卿修抽賭舷像噸庸醜を・吻zS　k伽乏秘P島
兇っ

　／8β啄（町磁ん参）伽峰劣が一IS・t　・…’、剛砺多￥で祐崎争声・吹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あゴクレし盈堪・A．丸・メ・1羽・灸朔のム那》瘍書しE〆、砺雑・為する薪彦忽鳳粥

卵勿下畠為っb。輪誇廉vx明海6与を修肇桜影し瘡1癌場・

　〆9クE角C銅洗8琢）吻9ひ御折ノあ著ず贈でざ、　／クク／雰靖、虜＃　k｛　a・

参κ論〃祝て回帰鷲吻、／ヂ←餌狩防騨凝頭脳哩聯ず
ヒ寒ク、／ゲ65参・・物像う穴冷覚コわろ．

　　駅　デ数・んに・／雀嘗

　大営転国章砺嬢’坪庭／上勧・ナ也ゐ・阿和島のbつのノト宇0・5成う。メし

・ぎのノ蕨をみ8v、三厩ラ9t犀の／7ク余ナガ’賜栃タ〃雰鶴ね／〆6メ

繊ク・・い・冠け鯛船脚・酒・・し励虜伽踊琳・
夕あっ靴・賢聖過勤嘘ン国隣認3・薇／・クんてプ劾．

　挽車貝Z3御書砿痴態㌧孝・惇であ秘一畷盛んで％。吻班
孝・　di　A）ga鶉ゑkvク、禅室の■い．凌彦t鵜～乞（Vgv娩ピ6ヲなあれ珍い・一

賄毒ち～踊多ε錫・郁・吻吻麺・屠矧乙尻喝・

　糎ヅ納繍クぬ鰍菰t・1・　’・・…妨／・す胸吹蜘携競
腐伽壽彗規勧解の触4，クv／・搾触・、y・／〃、4璃一猟％

と菰細て・噂・物’誕乙・、婦等・秘振・齢て脚釦御嶋み絹．

朕種　轍豹勧誘賃聯　 劣蘇　 9雇・くえ　房適業

　a／o　／3・9　　　9・3　　　4s：．！　　／s・r　　／ん・7

　≧のようi－t欲協がル有β多いが、るσ・親，病害1黒餅q翻りであう。

憶断工　4〃／ん

食肋・ム　3／

」．：ム　　　　zg

塗を二　　・外

勺噺洋画老β

峯鉱

考va
磁嵯工

発射

　f／

　f／

　／／

杢6／

1⑫拶4ρ卸鵜’ソ轟4嬬）

ク〃弼ル〆ゆ姪二て『隔、）・ノゆ‘bYT一祝ンであb・こ弓¢卸詞エ
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iL鍾〃》η弓玄稼麺耳であっ9。ゐ蕩β／／ノ物・；4児辱勾￥で房3一’a毒く

図ひ緯黙読挿い4審ゴ・・4テ篇ン痢あ痢㌦第・擾粘・岡
勿で，、帰谷ことを「工種偏ウメと考フ弓レいう、卸ン冗ナ巴》をみ！ノ、多一

’癖鋤・μ瀞酵戯・・ζ4ラ・ん賜・’議・v一？i瀞，b＞費ツ・7あ

うう・そ・移～・㌧瀬ゑ工頃て・，∠去孕てフあ・ろ・ザ刀、・毛〉．吻／亀劣｝）

　　　　　　　　　ぱ／u1一うジ（拷久）・醜いらんて一％かit　n、であb、

　硯左偏絵の3・oタ・へ穿民。アガ1・鉱マ劔ゴ｛）　・ll）v・t7’＆。

　　　　　　　　　　　　　皿

　　　　　　　　弓丈婦し義》　劣の　姪色
　　／、　オ麦乙皇土．の4亥佐

　憾め地図は加・篠正拷氏の「を筆勢　　　　無内書癩顔

・吻吻勃。左ん・多島吻ヲ砂　　　　　　勲鰯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯵脇那ゑ／A）も、塑ト易・・ぞ幅メ也塚でみり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覇　④加華氏｛こゑを・靴陽拳の専心慶麟劣　　　　　⑥

漉加斗られる．　　　　　　，k⑦　　　鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　・瞭氏1⑩②／褐に勉・擁命㌻を　峯　摘準／潔騨
スf一ガー昇搾傷’ギが、之諺面て町はの

力曽 ﾞ珈麺、②ゴま酬柔・東鑑％珍とび耽

る。≧んき下掛地方ケ嘉憎しよう。

／　砂

a
）

＠

君聯

〉
、
一
馬

　　　　　　　t
（方襯多『趣ドのP・〉犀正属久の図尺よう）

⑦ヒ＠tS・壽擁よ塔葛画ゑが働し・が、文薦〆Q①ガウ引吻多ゲks　・x、ゆね彦陳

・方禽勉であるど17t・b。⑤Σ亨封（・〉下墨方ち、・4）Σ穿憩・・動脚方劣あ》いra

動転・えと・弓）Z、・・よ弘の’よ麦纐があの鴨脚．厩ゐ．携・賢い獲

夙ttノ・う，ごん》上等四方か場証彦鼠東園四身trしょ）．②・まみ勿方

禽無智い職茜、②・・弼畝勿・・魑欝欝姉でkJe．7クえ労勧、
才か醜監房で「・・、ふごt・lzいb．，

　傷ぞ麺L即あの？Si　pady　t毒拷域・囑吻揚3あ臥勧硯を毒う◎ぜ
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2いk”・峯窮輯引摺・乃4羅v’らして、・甚賜齢・い厨δ畷聾し劾方

毒ρイもジうヶんどt、拷考る方：勧でig、漉諺ケ麦とySiK　u）著幽ゑ｝＃づ、

惹妙・、撫却下・轡勢みらイ・る，射b　・・’耀勘劾・照し鯵・i3iてe

＆1上聾翠黛の馳嫁E彬く受口てい5方落」いう》とかガコタ5。

　　乃、～鶉堵諺り鴨診ヒゾ’螺クゑ

　r；瘍捲づ考」を青斑の④ゐ盈♪多才劣、こφ・，鋤弼：・方劣ヒし、毛＠ゼ牝か

も蕩）疋メア字書一＝募1・1帰ア方亥も乞1ノあゲ、まん勾一己試み寄亀9蕩翻労方乏

E切ムゲ、昂らと鋳糎方えV・圃琢｝混躯よ♪．Me・aの4擁412・

弓醐・レ沸し℃X、い凱考卵訪禽x．？ハ彫・よ鰯嶽答の4岬翔

％耀＼痔混励劣切・・て弘・麓嫡観〈・麹鯵両・・て〃・拡
喜や勿笏齢琴鴻氏ひ御平盃拶e’・ざ｝tじvず5・

　（1）工撃把労の玄1り藁ケナ亥L：aノ顔庖

あ物の薯適あ

・／4物／シ／蝪ゑずb・tが％・、。哲砿・妨あ・坊・’はク御。

。1＞e、hf＞h＆，阿ン￥e、噺〉槻6、jμ＞jD　の影◇ウ押｝〈汐死与wa契の

　存左一固織励紘・＞vがあgiK　・・　9，b・・あう．igし錫纏纏

　σ1方ガソよリヲ易し｛，・

身擁の疹男萬

　・いあ壌b劇溌商穫の蕩が飼茅》幽琢あs。多り轡Rφみ初4b凄ってい

　　｝が砺診〆0ど確く穿く、野並・麺方のゐ〃彦渉1レ梶畝銑わ轟う。

　・あlll町’こ／t（1ぐdy〕こ写う）（eLL｛〕C拐）壕の煙紐あO’7あうが、／鶴岡び

　　ねこ）のタトLkor］〔jo：］ヒも言う。

　坊帰亥も・d7？咳幻捗み・が、鰯勧叡憶穿墾・孝携て”

　　かなり5P・鵡うJ
　。・餅紘κば／£1／（至¢弓があるが考ム戸℃はなVL．

　。ラ行ろゲ≠晃あ4｛しするこSfぱ．5フ方ctあ5が診1り方傷の方が㌘t・．働之

　　1欧，（rンダ㌶（　t・、　・f・　n，・）ワス・ク（穿れlt）〈知・削ア〉

柔ンちの孫蓮、糺

　・懸考乞ヲヒt毒k？んう勉タ、タしタρ喉勧方、こあう．但しちり叶で’f8、

　　「㌣タ・←7．タ鼠新備こvカ“　p・謙）・・弓劣い方の方ガウ
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　　い，飼貌Z’・XJヌ。f’タじ：．ダ・方ゲ多・t。

　・燐動施晒麹マイnと地ら・傷口・疎漏司π権衡ずる。射・
　　イ（迷うない）〈勘・’〉　汐Lメマ　一一（易葦い）＜Ap春寒♪

　・誘掬lh用残鼻〆i秀geLあ｝ガ、助方／t翠癖吻梱rガ・ガ／」ゲあウ

　　≧＠な地霞馬方峯でんゑでいう、

絨の鞍、乞
　。髪ハ1動》亥はイ乞塔療P’・多く、ウあ療μケまllガ＼錫糀ほウゑ侵が1

　　ヵ当て鱗り、祥V一ヲ畷フ・）島・強tU　th’　aであb．（耐均

　　賊却・！聖廟母方～（カーラ’であb。．）

　・貿御≠魏ノ聖子嗣刻烈し・劫賄ろ5。伽払ノ・e・がメ・／ヲ卿

　　胸妄想のブ乞んのしレぱ允〆ヌあう凸

　・考｝η恥存ね肇る）ZA助多〃：画すザ’（／・ナノ・〃・ナ’グがあう，・編耀て包ナ

　　サルtぞ〉俵あ《しろが、一項麹鈎旨q尽〆’レ・ラレノレ／・抑’グであ吾。

　・才綴へ即賜狗は劣’りでなグ17ウ》yyく膚い、t7ク2瑚いを）b’7ク

　　な・が、％・移’製し井である。

　・考りでf？場動籔．靭掬に1ノぐ’9痢レ’》が、砺擦．ではヲ差用い・丈tZ　Pt’

　　2．老賂すiこzか“多レ・．逆鱗m助勾ぼ劣iη／よデ毛、％粧はド乏であb、

　0の魚灘地方湯要町ナ毒とめノ劇病

者身蓼m著適ん

　‘α〕〔つ・｝儲り、∠乞：員k願〕〔3吻帥1（w・〕（w2）　m蔀、L’1／『慨・t：

　と、イ彫あ拠澱協戻’の〃いつ乞、エゲご4そ之）ド冠昨）壕の弗・孝：の鴻あ仏

　Zヒヨ、イtエ、ウ危／身と才綬ノ男n轟施kと”め．ち1・み・・Z到底しであ》。

蘇馳劣男鳶
　・呼量町方Zて臆掩伽編拓グあう刃。ピンー（多俵瑚。れ物）
　　ル細雨勿でt“a観、グク。筆画）・tiざカ1義b・こm硯豪〆《傷赫’レt密込・あ

　　りれ’多力・ワ、蕩沢塚v”細く4ない。

　・蕩記町．篇て”・・’…xへ嫌も・・　・”　％，ん・沸・わ弓賜備緬測

　　こ・喚勿疹ゐ5が、ig齢ク・（ヒはシ‘磁うこVが多・、．

　・鋳鋤玄で岬殉二をネ跡職が回釈すか・・短細咳し㌧
　・砺tZ　，・9Rいグ行う行場の凝，崩，iこる）えナ劣・zぼkい・
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之躍・髪艶、鳥

　・ノe　・V・ノシヲ婦一綬加弄、シA7譲勾・貿ラ加釘、垣捜
　　毯蒐属ハイ灸ダ．偽コ多ノぐう為、左ろビ薯．ゑズあ》．

　　ノ　・窄観・勿働飼多して痴レるの湯・・》乙〃βであ洗

　・梅卿掬ヒしてスケァー、／ガ、ド毛ガあ》。

わ雀・二塁烹

　・湯灘η方多で∴よ動靭矛臓殉・・ウ身傷婦初て騰であ先侃嘉悸力噂

　　がんであるが、飼≠回す易zv　flウゑ厚が’∫カ・んで彪ゑ熔xスチちであb。

　・ア垢th一　ffン坊罰の脅‘tr劔ほ湯沃レ町方減て先敵w犠γ瓜協）C咳う）〔kat　ua　］（覆

　　ので溺武屈側・磯瞼…】齢・覚誌う。
　。』し；竣之，の乙．麺i艇9場じ屑」義がヤ／鋤穆や劣irあiガ＼疹屍殉方二亥v’uない。

　・打留・賜漁け寝卵、、砺猿〆ま・郵蜘・ソ、伽けイ麟二七、

暢厨湿てγ疲初碑〆〃シ’・〃・㍑覆’吻駒抑’砺
　　雑学劣ゴ／9e一照が加・！あっZシ稼ゆ冷印すう．

　・働内命・》砂ぷ島亮腎で／三熱・、シにて橘》ガー鋤鋤らτ・・ηキ

　　レ、　シレ〆であクてズ守しつ、シ．　．z浮1ヶない。

　励饗動気。三二二三沢町嵩・’臆ジズカノ勧η・璃・ガ㌦多劣縮で

　　1み　シヌご’ズ7ナ　なと”てワゐう　。

　　　　　　　　　ぱ　・みえ吻方咳てワ琢雛の吻動司’・レ’レ、ラ〆胆蟻く、プ撫レ拷く

　　神レラ。シヤ’噸・噺・叫死う一％移筋てη・肪・う・脚・二七

　　嬉く　」；［1・ち煽苑ン。ひY、，シ。々けサ〃・・　E．暢り脇・あ・・

　　光のし（て罵・’ら君》なピ雛詰り勇彦・ポブ鳴藁っ。

　・潔魁方劣・ぢβを崎・略・・織レ・山うめ晦・ゲ℃・弓毒・’紬

　　マい～イ’・’…ム’娠画ヌ’～エタ紘）禽・方プろうが謝

　　接…｛レかうμ嚇翫汐ケ・レ妙・’レ画編劣嚇剣
　　ヒし1）毒いがotVP）う．）

　・齢紘搬・…麟三三骸・方’・朗ヲア，ダ傷・哨殉力脇
　　　　　　　　5L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　、。ち）ヨンヲフ。ヌ（一薩・んn㌧tが’あ．。rp）2・6宅・i　’Mがあb。一

／ん罐♪矧・彩鋼一纐晦4吻砂tBb。参微拡プ々、
ヲンブ・ヌ、カイタッタレ、コ7一ヲアツ7（銅フてアDあ）asあ砧か“あう。
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　・回忌愚僧劣に／ま才艦q助動籾に、劇兇砺ベーき獄5ガ吹鋳纏労劣ガ

　　fg17一乙7つ：〕E偉〉．

　・み三三呑瞬正論・物勿詞マ担砺湖畷蛎奴綾t’・・　1・IP嗣
　　N参i’　e串三男♪／こ権偽すうカ㍗砺彬方るでi’・9連四病幻観♂b。

　・牽移物濁脇粉る断か多で・9が（の）、がタ吻＠ガ）であ》カ・・、傷鉱努あ

　　て擁ブ〉・　．グンゲ、アンタ筏・・う・

　・湯託物方読尺毎三才切飼峯一・競二丁2ら”fv・bナイがあ5が、％

　　微ず／fノーがさがノしであ》。

　（3）el謬鎚三方均葬三三先レのノ刻葎

属考易め著適ゑ

　。〔o：）疋つ；コ乙k駿3硲吻b｝存左、inザない、Jex＞Jo　m混喝もゼ．

瀦糎の疹易、存・1

　。暫三方・≧及u“メり刃▽御代あうiiゑ／芋二三言考Pz々なvt・

　・砺伽劾卿赫境一瞬て’laカ”沖拠琵レ移・が、・長廟骸
　　で／スあゴか有握・豪‘ン簾ら・iL・》・

　・ラ正忌の4乞ろto及び4飽．ち例解が夷顔）i；るに／ぴ膓V㌦御　註・ヅ’レすC慮

　　晦　う　㌃　）　ミ　ラ　ラッ’レ／C叉／て　い　　らん　㌃　、　　クッズ　 （薯tftx　う　）　！てソス　ィ　Cを　い　♪

　　’甥纏κ弟3の噸励〆3あ診ti。の、・長凋源ピRzくtS》〈、クワズとレ・う

　　麹まkい。

　・麟吋鋳幽回忌械田力協・・。初・。ケ，イ・仙）

　・殉協がラ劣伽・旗るこ旨ぴ孝働方亥・丈憾冶牲乞であク、か腐期

　　めみ7らザ薦鋤にtあらわ吻る・二三礁多易勿・刈澗卿のゆ画肥お9

　　で諏彿わ仁％湛拡叫多畷》5X・捌・・48し刷〉γ
　　め峰痢が怨かdeb締んゾ℃一三の三島かから劇？。

之彦諾遍惑・

　吻内・矛三内・三三鋭坊、ウ％　d」z一・み払助働詞ナ／、　‘ン。袴死

　　・醐骸かゑ助跳三三べ・域うt・・1・嫁三門・
丸膨・・晃男ん

　・考動で・鞠廠吻勧胸ナ㌍レジ伽郡ん塵師いグシ（1、タがあう、

　　う」麹で…　’吻・’レが夘・，ラ。為勃μ・…　齢焼鋤著茨
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ω六国馬韓移ヌし

い、わゆ3翻盗の励があb。／0／バ！殊塚蕃本飛球の‘（）］　・zるちり、チ豹彦

　の才段彦ゑよりもザ奪り弱しいcxうle黒、わノ・る。闘為a／つ／な基孝・み身の

P払あ5＞ガ易伽あの多段下場1遡・略う・略ある翫
／列　　eQ　1〈0　　（一ief］）　　　e（＆k｛〈1）：

　　七〇；d3i　ご冬至’拡久）t⊃：d3r

　　do：　　　（．犀爾ノ　　　　（）iり：

　　SO：Tjo：　（老詠疹豹）　　S⊃：γe∫

　　ち1甥boJム‘釦兇だり　　わっ：

〔。；〕1彦募　噸各♪

庖ア

暢3　L・　Or∫1＞bo∫i＞bつ：∫1

諦傷多選　seN　do＞∫eN　6Dr

観塔遷　 SO碧ゴ　ン　＄つ：Ti

（一伽）

（多喀）

し堂）

噺礼・

瞬）

　　e＝巌」ケしz4ラsl吃紛ガあ》．

ho二tS　b＝＞ho；t5　）ンhつ：tS⊃；

　暴言のこヒを（AムNkつ1〕y場っzいδのノぴ〉の携め蕩准ザ「浮孔4ラ」

であるこヒ隔オい・％砿ない。閉わηア宛拐以鵜
　欧／CLi／／凍e・／ρ曽裟腐しZ乙9二〕　L奪ってい2。（Orn4　2；〕あ錫Ce℃9：ユ

畑い、こ禍μffメ7一’　）Cレズbノ霧ぴa，

　3隊霧・6コは躯臓卯る・・峯ち鱗渡げ肩謬ン・距・〆論払ま・㌦い

ち淑属ご胴ぐてkち♂疹彦t・’｛・る，VL　9＞／e／fa　LB　t（e〕・騨1

読乙撃〕磁・％・てフあ55㌔5・撮全し劾粉はti）　t　te）avZ物奴

あbかて噂1こ的イカ’イしに批》しy・ガフあう。＃％e陀吻づ～｝「にjts「わ」ヒ㌃り

伽旨々路’・てヒが噛多化・てへうラ縣参ハへうク間く弟ヘヲ
スミ（／参イネみ♪獣tn　tな》こ，　vpiフろう．らf弓場ca鵬で〆まイが乙1ンレ面く衡

場寛冶一んワ、μ〕∠し〕・、晒く発あ↓イ）うりずも，

　鰯〕陶擁り・謁で紹3であ・フてめ〕1協左ほ・㌦
　ダ、％んh一／£1／老がゐう，ブ4シ毛〃（義・衝）フィマブケひ瘡適）壕で〔S3i〕

であううVi。

　　　び　6・／SJ　E／’at　（　S；γa）5E・　）シラ“7シx・一（し凝・汚・築ろ）・　・’1”・／一う・
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ク、朗匂・場いa勉α薦幽：〕勘統昴“・・　）’ω・例梅むε囎り

乳〔ca〕 は・v・アーツアσこ）アンツアユト（あん・なこtth穿ラ究）、∠CO〕はプツ

ツ才（御多鍵．ハジ・，ッ汐ぐす東）、〔eつ〕／・E；・ア，タ。ツガ（あ・物づ）なピ，

懸朗は幽籾V，，〃エ（W・：・〕壌鵠乙1鋤・・）、酸〕・V．　A∠ヨ鮒；〕

乙we〕IS二∠」幽・〕善礎之’5．　t」乙μ賊IJ齢e伽1〕う・V’　・　z扇あ4・う．

〆〃、雨乏コt・幽幽・舵・〕（ヲ齢な・）壕にあらわ・・》・

〃・（k畝盗（1・・　・・a）義〔妙a・・岡飾揖・乙脚〕・碗P・ヨ瞬朗

止舟，享脂漏あ靴う．

・入協劾を狗・つ・旨く一・一n

ノ一応喚っ・、て

・イ賜・・添寝穿つ抽が・あ死、燕一（纐・協）。デ。砿・’つ

・ラ拷が戯嬬3励筋翫・L・，，ラぴ奴）、・ダラ。ド奴ち

　て3痢、才・ワドヤ（T・　Pうよ）、fl，ラクレC下ウてゑ句

。イ昆ノちP・S游謡か／4し　きρ　アヅプイ　（暑ロ　）　、　アワツキ　乙ゆ　ゑ）

・揚あ四諦跨｝。続初、，ノZ4Xんヅ肋ん蹴）ガ：，ギ’（、観：）

／汽覆伽・つ・’て

り勃か・彦多豹〃・＜sこどがあう・

　ンメゾ⇔9い）tンラ胸噸）・・一ネ佛綱のンーナ鵬）
　ングド毛酬う珍ゲ々ピtti）

・う弓瘍・・麟久1ワ・ネズ瀕繍を・つ、ソ・ネゆ御⇒、

　19ソー一σV，ク・・以ズワレンガン毛9迄あ鱒・・　e）

／ろ、与勿巳1・つ・・て

。一
?衡携／a縮1’こ髭易化ずう．　マーC．る）　フー一（麦左）

・下灘洵／・za／t・・u・雄んz－tt　3いがろ翫ニーゲ7一傷・つコー

　ケズこ第・の、f一クデしft．・の

。珍ブ鴫ilるルあ、L髭蕩允9乙5ビカ」「ちう．ミンーナC鰺，ぜン”デ（

　金凋）、亦ンーネぐきんt3　“一）マt一ン今e　a一一　，9い戸レT”　Cそ

　kが⊃…一）ぐ珍κ．のN　ta”一ンゾ／，’　（多感）

／矢嬉易破」・一・・て

　力彰・ク行へ為グ冶ザ刀・｝猷㍉？しn鶏一）ついて鴻S｝vがろう。
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　エゲ（e卿行く）　ドブエエカ．。7　’＞N　1…（ど1）へEX・　L・で’　・7i）　汐㌧（P’I」）

　eギ（堰）　パグケ（即）　ワラパグ？曙…叩慧ノ　ソグ勾ド奇C薦r

　多気）　ソンド特こその噂）
／6、じシσ・轟瑚

　シ（臼・知）シJ¢7〃こ％S）エけ税争写）彰・第拳〉、シンナPU似・、・抄

　点点壊・・の、シグナζ炉湾）、シ既ん）、シト’冗紛）劾
　はう巨かなクCV互っ。ず‘、／9しシの浮圃葛の紗Kl！しん3鋤／％（あ

　bn尭い孕壕PP／■競角250fzカ’っん。じシの’毘朔〆9寸志鼠初方先

　の劉貿であb・シ7切6ケなく馳く隠あちあde～移友であb・

ノ7、ゑ嫁御論壇じbNa幌轍tFO　”Pあb・ヘー（御）・へり偉）

　へぼガ〃こ払が》以～に（紛う）、ヘンがワクー乙診力・憲・、）

／改彰傷〉吻瘍　¢アーシラ縫うして心配ラ敵うし切
／9，八そう彦σ・ノ4知坂b’・ある。

　アナズラ曝硲鹸ろ初ア陸瞬）・ク彫メ鵬寵）
　エーヤシり（珍・ヤ）シγ）、ンー、ネ乙嬉ん一ヒ．う‘）・）、，才ンネC1呑んtう1：）

　一一・マク。二る）

忽ラ4守場。ガ鋤彪

　ゑアーラC纈うて）・～ナンワご～㍗ラtsいよ）。ンネ？ケナン（しk

　けれkゴ券｝㍗い）、1ド‘つ⊂6つtしろ）

み／、ラ客ラ劣α搦．箋クし4吃為7し　／ん　＆μ6を璽

級グ行わう考錫に・闘病欄～鍔て㌦綜覧θフい語口
　方りし7つ（ム、もどこ、私のみ）　Vアプラッタ（勇層疫だっE♪ネラッタ

　　　リ　こ為竣・労）、～ガレヤア／レヤ（～）ぜ一かウ瀧ろ亀’畑）

　グラの序eq　％・v発ゑd．冶》）tSA■yめ；ちう・Lγ6　）；sidγc■〕（こち巷町ガ）

ス／3．ザ4ヲプ狩の疵痢

　シンプ方ン（離立彦塀捌＼ラゼ’ヲこ．・・pでZ），ブぜて競r趣奪でt）

　／カンわ一ド暖参1κ旧いそノ

ス皇ウ耽場ど才穏功・）混圖

　ス口論の，ノエ・・り（猛・・針ハフー・れ卦）．串ドコ醸）

　フマゴ（南昇）託・（婿）、ヂカ吋πタナ）
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　　4。　文薦Lm癖乞
　（θ評註κov｝て

1、搬綱があ翫ノ物リノ’／5一嫁、砺）9V・レ，ヲY」一（夢の）

k「孔ぬ」　はナ4ラ1こtマ4ラh－tx沈珂一する。a4ラ四控μ馬歯す》亥／♂顔弟

　の初ψ冷罵秀・遷移糸t・　’倣τいb。（・ア須鍛御i：忽が4うの危μ沸痢す5。

　江Ltu　（9忍辱・祐禾・苑メ捷・押奉り勅柳・th撃ど法㊧τ・あう。）

押下馬前初秘動荊レま暢便．・’・・3かんで勘の細・つ・で・カ

ーヲ・Ch8・て）・喝「筋働ゾ㌧教、犯覆虜郵嚇て訪・．

　・・御僧や済し吻｝凱醸㌻環境・し引目λ9勉4・）／・
／勘勿餌’c・・・…，‘”…tら朕、今⑫・之客知・肋「磁勧・つ・・て、・殉う

　」lrし’づ傷についてのウ易イゑヒフ易仮のあちみ面方の》7e．　｝み｝と、下

半3・潮岬鵬膨・恥冷訊・・t一’zl“　y解ぎ3燧／であう、丸正勧レ嬬

　’こ；知し’マ～ま遊転して／ノ余3ヒ，享ってし‘＞2。

　「ア考幻ネ中腰。疹観地声・吻ヲ蔵卿・タ・骨身多瞬う娩・彦ゴ中強遜をと

麹’れ礪物1喝・呪敷潜・砺斜照アラ須臨て）・ラ
　（／疹って）　A塚9？矯為〃し建ん吃裾捌障みす〉．

9・ア勿ゑ擢渉研α弁じ馬料勧妙忽＼ill（つ：〕ご貿う・翁う）（V頃γつ1〕（笑う）の外

　〔kaUk］［峨按嵌〕ともなる。中頚翻13ぞぱ〔W認職砥■kdex］と連岳音になる。

ge、纏協痢昧麹脚・e一・ぐ、Z・・へ命今殉沌一・シv・一・シV・W・”A　b，

　参んシレバ・　シ‘レ！’シし’Z　・シレ！ヒ’昏昏⊃の管財毛あみ・

6、綾ノ先妙趣初二・ぜ劾。対ガ・麟3　｝賜A・・　・a｝マイゼ励．．

ワ、九擁噺殉・の忌鉤磁t殉u嗣。老P‘・　h？．

　セーフデ　キメラ　エラレレハμ　ぜ邑ン　ゑヅぐ7一　毛・ラワ／ネシげエ。

　（政戦で卿・・吻朽か駅4／・　7　・2くぼ噸擁壁・7ts・。）

　（寧ろv弊噛イし易谷）

　ワゾシ9〆・＼”（12Lうしnl）傷払〃’9）トィ。タレド毛（咳・っnガ凶♪（擁）

8！笹湯訂尊墨の命今男／し雌起キ1マ、受ケ17tいうs5渉麹キレ、危ケレ

　tいう馳2；，つが形なあ雄てし、な。％んめ骸冷！鴛数で陪鉱キμ、鬼［z

　縁tZが／去冷麺で・起キレ牙隊輪塑・・庭い・ゆ命ゐ勧／よ堕，む房那か9図袈

　・・鷹がり、瞼偏轡櫛ゆζ勲し燭κ勃し・い踊・であう．
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　ズか～’高聴で’・擁齢司・吃く、崎飼・亀廓い喝て曜あう卦

　‘z）携農づ刃・柄疹協翻

／、砺傷籾《薩春蝉温ウゑ摂力書ソ圧4剃約‘≧多嗣莞ん・、ヨワクラm塚ぢ吻傷弗

　ビ黙か瀞’そい。う劣部厚恥く勇易彦イレてハヲし薄くノの詠う疫蓉｝乙

　ヒもあ診。

え潟ち均・潮碑髭化し貸馬に宕審峨加噛勧薩例ガ・ひろく処
　の漉塀湾9嗣いらPt　E　1ノ、傷混琴あ噛しラ弓ig　caみ．カ・欄いt17んう一》L2（・

　あ∂・アシププンギーラ（乏が曝しくて、スズシんラC寒しく拳。て）

　才モシ‘ス」ニソ：ソタ（諭もしろ々㌧）ら）

3園外痢・〉動砺ダ／ま“…ナ・移で！動区瀞の一ノz・・殉・盤差の。

　サプンナコ啓、　ラクナあ今、マワクしコナノマ・ヲカプ。

ご3）蠣痢・脇朔

／諺擁が歎呈して・’zカく駆・ら一6・　｝。易く御瀦ん＆C」IE；・　tr’ン・りレ

　’畷輿であ祝歌蜘・いか砂・劣・〈｝し、⇒戯が広く恥臥考庖
　湯がζぎろ竜ひビ賢母く踏代’禰の空事ヒ、黒あイレう。　しがし、　レル・・ラ

　・’の彬吻雛吻毒塵｝劫縫・易喰略・巴・α側て・あう．鋳
　恢ノ盆コ匠さ。

磁卸場離郷烈汐ラ勧CZコ・’ん・・恥ら秘鏡んる〉一V〃類ガh
　レルラレPu身ゑ♂り2S7L・PtfU　a　i　ca尾（h■（てノ司いら蜘zい｝。

　fトツツフンガエ9ツ神繭ブネ（鵬・嬉嬉ウ殉雛勝）
　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　オメヲサゾ　％アーズア　エーη｝インク（頭涙巧釦覧女今衿劣箏の易各＞

3、論奴口熱・rクワシイ，u　」r物プ冴曜りがあ｝．一段．海獣・1痩・ザ亥＿塵捲拷ン

　ずる。

　オメァグゾ　ユーラー　ミラッンヤエ　（層携26馴初ゾ霧＞3チの37句盗れせ）

　ユ’ラ　　エ’ゲシプタ　。

梱加嚇域・轡荻吻ヲ卿肺・墨叱騨癖鄭畑励殉・・ある、
　プ切以蹄野戦・・纏洛珈ろ）広％紘では丸〃釧・・膠4』t・ケし

漏る競努で・咽勘ル磯々・携祝て噂略うであ恥
鋲近也払方彪・μク搦と踊れも「・マ’ノ」と頃）ゑ蕩κノ・助初物・、ρρマイ’ノ

　b」Kと…／・〉蕩る一％錫、2み九，う．，・ti6観にt手「才～二すノレjiみえる。
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　下列繍・窮年功越のぼ〃・幅弛・らあ壌で渚∫・り

か瓠んズみんなめ製しn・りだ“の泌尋…みんkあ・Aaぐ∠・蓉謙
　ミ　りしいノ
6、れ論・）動夕餉ナイは》一≠生物ノ軒・ザ毒し・カ’動A伽均の三吉耐1こ．　ソxS　tC－ny

　段歳屑勢3／X70、串％矯IZ権翔すち・肺あ内レ’Vラレル・／こtgγイ、マズ4こ

　ほンが捲碗すbe砿しr／tはか£二〕踊拷t／tb。

7ゴ修！髪27漉の薄墨矛刃マイ∠　ml　9：コね勃フ＞9へ欝病耐ez・犠下すb〃

　ヨミ／アーご痂み巷u）フ’ノメァー（．有5謬い）キメァーCもまti）シノァー（しましリ

乱理ゆを層をろ卜わず捲臓レ劾翰グ〉下劣でろう。

　噸鴻卸御選・璽かん’・恥・、騒場就しρ砺ノ税臥翻丸み

　　鋤・伽伽・姻、・み肋ゼエ・ゴエネ」かか，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　セ；グ‘レ毛　づLラット　キタエネ　 、才ラ　 キ多7一ワ　パ：vコ毛　 工1ンテニエ／1〆／

　　袴殉調㌧、・洗姐ろ師であううか’．

　・明弁生ん・伽・ill・吻IPう㌦ンカ」ガイゐク、物拠出ど今宮鵬

　　・／ガ戸該d臼・吻ル5。
　　トシヨリノこゾカ　アニンデ‘　エカンクψ　ナラソ毛・ンが好　カナ／ヲァータ》

　　・ラネC＃／5り胸プ・歩・て伽1紗姻勃k・・iV9励よA）
　　カネ　ト・レ　ド’つか　ネブン〆ノガ1バー　〔全μ祝紡・が燕・・の

　　）｛”がら、Isい　）

　　・ガ咳4欄：氾クて同レi　e・■・v　｝・

　・、関勘ゑのスケブ・入ケブデ’入ケアー’ガ飛・（」かんん研レ・らイレう滝

　　でろ洗　薦。ろ姦憂烈培泌うわ・カラΣ司頃臥
9．　…　軸伽痢伽噺b・・〆導彪郷含バ逸うし紘あ“懲務助詞1魂・

　＆｝測串αガ7ゐう。

　・ドコテらンガ㌧ドコテ・ガ㌧ド鳳コが

　　逡。塀て紐と㌦・硯・汽恥し・し・和州グ賜曝しのて．

　　擁が暮あ臼かづ㌦tぞ㌦セして柔Aビこてんが＼曳今へ集Eとこ一zん
　　　　　　　　　～フマ，
　　が＼世嗣’馳爪乞・・’卜し・ていてう

　　・・と義う遥と’‘ごが、ぞ《アつが茅・ズ夏ざいて’み為ヒ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ翼遅葎・・）x・Sofh．」より）
　　諺獅よ「illrと説う，L・Aかヴ」z”あううし”
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　・プ刀々ヲ　クコプナ’レ　（ゐ鵜ケユノ

。トサエフギ

　ァキン　プ1レトザエニ々一　シトワ　コノ

　ツナ宍‘1ン　 ナ・vヲ　 z才　　カスごクグ『シ渉アーネ

この多つ勿知紳ず例泥ん・物ぱで、

ノッラ’　 クノシツニカし㌧マ　 クゲ

駅諺埠タ飾）

ゲイノサ博才

（1刃誘）

才ノアガゾ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場砺〆こμL’イ’しか4柔，わψう

　・伽・げ・．　＝ゼが多くあll　A　dy　b・「ど酌・f？・」カ％淳であ＞e

　薦嫁薦蜘．・・トガイガ1、み1・1考廟㌧紡彦悸・阿μ々
　　／搬・ト¢切一斗綴蜘（as）ザイナ孝団勃・’ん．

　　　・ヲ・ガ／慣臨砂・・k・”＆Ptうてワ・う・

〃、癒4蜘均のド毛がゐb。穿多麹沈箔彌）碗・μ幻v〈ノ名し局あ証んうンt

　L（．あう．

／／吻渤力嚇販婦》しがあb。栃助筆ヲ・場誇惣・多…
　．1’ド‘’ノー　ミ’レ　又隣〉クを．易・b）　ユキ　ホ〃乙勿乞協5）

　ハン・ズ才シラ幽曾乳Z）カェつ　カノク嶋塑勾諺）
　紘助’淘フ｛L膨しし惣レ1で、訟賜¢・レる〉しが勿く、哲ん祷の彦t莚／分訂

　をしし℃あ多。
　　三ヨフーヴ　ン　　X　ソ　フ〉．ソ9　ご，igk％・yaあ，孝　力’フ　E）　　　ソ　ラ　一　（2　‘eL／・　／gt）　コラ

　　一（⊃ψレ13）　 フrラー（ノを〆～｝）

「分’ wノし・t・　q“　b，漫画さ4渉ンVが砺．

　　トマり　一　　エク　Cシ毒η　v・　x4守く　♪　　　トずワ　一　　1　vラ　こ協＼4うって）

／k、「で忽琢いかJtし1う7L多5一（ハ霧疑．2す夢隊、

　W一タソブネブ■〆ルヨ・ネナ・テ・レンダ3アカナ．

　酪〉‘こ勧）Lモあ5TL”t、「て“／和じみ腸湾M毅母亭’、「ネア7」

　絶施鋼卿拝婦調働蓼嗣しいし、ラレル，タ，マ辮）F勧て，
　ユ〆タネマコCえっhで（？k・・v］）　ア1レネァm（ろ5t‘（94・・か）

　・ようポ践う冷・’壌Uoタち腹》盆姻…幻趣協b．
　1・／フ・，9がン．衿淋諺ゲっ）1一　a）熊ほ・1・㊧）

　のよう豪イ〉ノ｛：為渉っ
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　　　　　　　　　　その　把
　　／、泡ゑ彦乞ρ裾・わ

　の調髪楓の方宅／3、窮陽塚・・晦量魏働の掲旗的クあb老之ら軋9、しヂ

麺方裟‘こあす7＞と．

　乙・）N封iaハrを紛づ劣螢伽コe・穿捗嬉穿の方劣が啄ηLゲら・1・渉がク

ち乙・レ．

　c3・鋼卸乙的師街がうPt・2レ・一ト〆レしv’蜘レz・｛：・・移膨κ禍

うガv湾α’SJevが渉表ト∫ルz・aうこ乞の多い戸ケであシ、　まん・髪砺・ハク勇承羨

℃移い》乞O
　」・7，．b．のみうな砺ρで薩，うしてk・

　　z、形汐畜・氏疹日彦汐嫁彦

勧碗麓久
鋼毒妙減続SZ・／・4鋳．抽琳ノ髭砺衡駕麟捌拳て”v黙しで
る・…　fr据汽勘顯・凱舷蓄・総弁晒錫，麟掴励筋乙・・t　’2Z，　）V’

さ、3吻聡ヨtラq眉雛蓉加ケ‘・つりてゑ尼》8Vtルク、払・ヂμガが細

書亥柵ノい圃屍靭鴻≧・aza・謝勧っ・喫数之・・嘱豹ろク、
児ゑの臆測ノ、hth　D獲務の一叢の梶ノ考を痂つちりしち．

　瞬靖獅気
籟酒倉芝賄牙4鰯磁・珍物考勉乏。・卿初風Z・勉伽鋼都
！τ・％43・て＼彪牲点心み号卸ンつ・・て厩加い膨㌦乾、
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　　　　　　　　国国麺つし’て

　表孝乙酪ゑち鈎ノタカプ荻多無声よっ）h。セ（z以の》式tC泥〆フE。

L義易には「t一」のをフを用Vl　5・

碗擁べ鰯乙9峨／・　oヲ，グウ・　」1・うP晒す・

3・（se〕〔d3　e〕A吐、渥aよう1・庭あす・

蝦動〕一13フィのatう‘・あらあ弔

噛砕く邸り騨四なユ・・ケァ1煽シ・アのよう鵬リブ¢
6tつ〕㈹）rsつ〕〔ゆン0〆・オァ、つ7、ソァ．　？。／　一・帰づ1魂肩・

　アクセン｛一、イン1一ネーシタソ協ゑ》丸しなV’o珍。

ア・嬉わ鵬鶴あ切・・て．ヂリ漸磁。徽卿酵・鯉8鯛

　傷つい2。

・ケケァ、％淘釈競防菊／・蕩醗・工鯵劫砂醐
・・砺ク、簿毎考頃ε〕圃L”　〈ら・1献ゐδ・c　・・　ekよク・くら・’

脇・・読獅よう螺繍う、
ん、・運転景象吻〃峨・って・i5　va　fi漁で、才一、コーて袴あ臥1ア

ー、コアーで閣彦》表わし＞a…才一μ答葬毒叡○：ン近侭芸魎骸・才危

坐勤ケし燃v・　・R・16螺わ絹誕ω；ン漣・・　Vltし蜘紳・才アー・　／よ

ノ呑縁『搗譁ｽちの∠つ〕lzあろウ、暑適ナ劣の才歪£．易あ！こ極あて近いか、ある

四まわかが¢綴いている・ち｝のよlc・恩あノt｛一b．

・、微・瞳，ろ・・’・（・Li〕一N・　［・〕・庵赫であ》．・抽斗’雨期・∠　〕

’擁ね紳。膨潔癖双・ミ※ビ曝甥点締あ・ん淵ごi）
1≧近いあウ・乙1，iVlth｝，）1うに嶺フて昆Zし・る。イがウ戸脇のrz　。レ某b偽憂

晒物凝1〕d・・Lk　kぢ為工婦C・　b　V”あ｛］・　a朗でゐ・ちりL4〕て％っ

砺糊であう調短い・・蛎ρ劣於幽嘱外姻て翫贈
啄いととtあク、可融R逢うじw，’”　kウク）■。私］｛レでしl）‘し近いヒ恩わイ▽
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易
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処言公勝易

蕩・リ卸下るゑル弩・亦役場・ネ4乏捗二丁λ4写図、魂
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　　ト嚇歌卜崩t一・9　s9　・rイ・ヤがあb，（「犀万歩丸〃鍾・「1・ガ

　ィカ傷通・／k・E！・…　b”殉

50、デヤ／骨力　 把下劣鳶の吸

〃一けギ禰・・げ唾脳・q野幌躍悲姫鵜・・意．
6叙ゐ～乙9一つ（笥麗〕0、憂チも．五フ冷μ雛ザ難⑦狩忽，衆。ん々。

53、灸ワグコ　（ewai〈ko〕r・・よ〉τv《ムク乙ナ0ゆ多kkO〕のようかte・あう。諺癒凝

　「上っこユカ㌦ウは氾之みを4麹aγ’餌〕〔ケ0¢γ厩〕bあうjt一うに乏免ヲと

　後銘ず｝踊勾があb。垂観方ゆ法Cあ5多磧向t7あ診。コは豪拠磁癒

　海㌔崎・蠣却をで・擁川揚・為物娃嘆・漕勃・
　荷をム後みす〉一一とつ

3・・1・，．・ンT’f　・…　　ガイ・・恕し凶多容承暦噴動稲3。脅炉鴇・・カll

　　ダ㌧≧k鷺‘こ。爽4毎鐸・ラ振で。丸，込い砲｝あしろaビあう♪・

　鯵1シ障13rこの概どこ」（tZド1ゲAe診賢臣身）舞身、4箆滅・だ方’》コ

　ナ帽）ke）コン伊じん㌃・の多智av・V　・z　3ゲソ、凋吃か・　

　　LZコ横〉・激ijし代コガイプユがエニかつある・亙」冗すゆぞ／芋フソゲ？・

　　久ノゲPぞあう，擁覆　t／・／つつング㌧とコネー二であδ。

〆sr．カ“ソ（Sa．N）　肇姥三斜　％）、の物、の．孝客臣袴助殉であう♪。ガ

　　鴫擁、叡い・澱あ…蜘・・ig・．）ガツ・三四全浪励慶脅・〃脇

　魂緋’・あ・ガー畷グ〆蔭㍍陣緬陣殉《和・．　・a・苑輯藪
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　7Y一観・下構旭か・ア／θ・細ら煽。傷絃覗・マ郵・執象ビア
　ン・Ca’99A。　U’L｝一プ・グ・、の疹㌧プ／＝　tS　ai　t；の煮であ臥・　・te・・

　vaし・国後御1・　g“　アンダ、㊨薇嫉・一ず樋賊ゑPt下M’e・％の初・・プン

　　ダ・プダ・・弓蕩・・町昂．ガ吐／／趣碗・ブ均口治磁謝♂あ・

　民如鯨・琵勘吋四悪鍵｝て冷伽Z励．
鼠リ。ズマ〃ケ豹勅認瑠物レ・出馬幽比．敷耀務
　山下吻n¢・ケ勾すbR1レケ〆）C柴．か含）グち革ろ多淘ぜマゴレケ。

E7，　tングこん下膨で鵬・・頃にレ民擁蘇頚誌．
tiδ、卜〃クラ　犯、危亥押金

69、ソアーユー掲遂づで吻ん恥・剣ユー吻・・〕噛い．
ク〃・ソP．’一エッタヲブノ毛・ソ　蛎一おd9そ《タ・砕e’累・’劣eザこう究っん・i鋒：

　魯伽準のこンbゼあうろか。

ク八才ゾナシ：ユト　才ナシユトの変，4も。，才ンナシ厚一湾塚ゼ勾、才ンナシタ“lar

　勅劣勿均．序也協に「1ナ＞sカ・協。X　・“i　1，ぞ・滅濾が。丸正略

　な血di男899「才／プ’ジ」レ玄っzい7。よ蝉1シ解方（晶も袖型彦化

　玉ムz・嘱ヒ”。k多）z”　t；　■ナジ、才ンナジt　］・1い、馬弓冨懸ヤ1

　　らtL，・Yち・蜘島イ・‘・力吻てかシ、才・ナシ，　」i」／プソが間・噺績

　い参。

伽才㌘ス・レを齢鈎獣化てv　1｝）う〉諺・備物輔乳粘く
　　）ど。

ク3．｝一ママ睦・糊地仙．鵬・碗嬬／・i一　一・砺舟吸、

7・・1‘・，？Rダクワネー痴・「（駕■黙秘かいよか・・42　j・意。’つみ肱

　　さオし）らので「あそ）うワ

倣名εシキ股引物絃1蔵物・41－1・　ltl一・ア急痴4回転馬ケ．

46．・ヤカ物　・〃ア捌・加¢．のへ・・守旧鋤周勿・牲乞蚤食

　　を滝ヤb滝あ6zl葬‘、シ考さ：ン乞。

77．ノシヲ・のab・鍵嗣・e…沁脇恥bnメ・鼻婿励
　　て・奏。

ク8・ゴrzぜアン　雇箸灸釣戸．燈チ

79、ンe・“一 ﾀ鯛1・屹・tn

　　　　　　　　　　　　　　　－188一



8久ヘブt・hε・コハヤ…c・・アー卸刃b5，6で代。彦頻塚》碗
　へ一。上払うハエ。勘励奪御髪黙孝撫多ケ・＼A。鋤乾朔殉μ肩ゐ孝t

　勾ごくバー乞毒う。

8／，ヨーサワ　40舟販

8z・．ラレッドキ「房られる啄」の変〃し．を数のラレeLi研ノti侮露。

r3、デスエネ　デスばチ㊧陽ヘア峰の財噺籾。　L／ま洗嗣暢の纏し看多ぐ聾刀

　伽・捲物し、噂’2　lg種ネ・ヤ珍・・翅飛託物・て溺…商事．ア

　弊朝髪の碗を表みず菰野の舜殉詞。ネ／ま場〉乱酒鈎瀕挫賜詞。

？9、ソレダケドツ　ソレ／9贈号ρあ1けb彬のん．■a味彦τ始賢離舶歎不勿

　な孝三冬指丁・ピあろう．ド・フ厚物魔鐸凌を表あす劾勤胸ズワ・・憂

　ii／t3　0

9ぐ、アンネ　プ／ゴ〉プソネ〉アンネと愛擁しん競。梅痂思事rめに」

　！濾腸。アンは伽脚雛）・　P”ソ懸仏協’磁湊鰯梯
　筋な魏助凶・…　夏猛・va　・e・。ア・ネ’・碁影戯縄であ・。

　ヲ瀞がソネノ携吻網倉附し・・　eあ〉・が多～・瑚老硯勧7御

　　編参，がン・駒種弓樋’口学蟻壁九劾3嚇レ下襲’・吻・今
　力す3＾t・齢し・麹〕城甦すt嬬既”・の褐集凱1危に／9ノニ糀（ノソ

　　乞ナt一　sソJ・’　N・ネ）・‘n　23！）う、斡鵬溜砺麗砂・1窟／ノバ

　　ソ弁t・tnあ7・

％一浄一飼つの　rかよ）・・？k　paか。体該や準体式調が、がン、ノt・毒免

　　して　＞lg　va　，　xま臨焔く断ちして凋多1・劾んb麹吻凋。・三隅ジ7じ瀞『

　　しzklレt｝・ア奪‘・iう瞭仔zz・D・z・te巧一二と易）・ギ・・Qe4　4e　z考

　　之ら4・班助ねド係鯛て筋あ・穿懇一町幣物｝携’ワ卸り熱ろ
　　り、辰》袖摯蜘嵩i・．t　P・　・｛・・　b・

別ク、ノー　　計毎．嗅

暗アエ　あ一発｛i・C　1・ゐ勧・〉どば。

評・ナシ2カナ　診柔ど～け乞v，kの意va・f　P・’7、二・で’は咳㊨携角伽近い

　意味。

91、毛e・スプ　颯麦reの・〉客鋳読友

9叙ミナワ　’ナワのS5iLt造こ幻》．「霧1り）考纂｝にミナフtあ
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　　7。粉2扮客う噂圃いb竹禦の諏いまわ・
93．ヲ・ぐ「腕え／9・」・’1£・i・C、　．丸う脅の乙斯錘飼移で嘱憶歳う・

　　て“メ・意が。

94s　fl・8斧彦

ee．／アー　こ・でngの卸紘・’肋り二）訴λ＾・いが臨・かい㌦

96、トーノ　塵：いの1携霧～に汐灸％ナ刃ピノユガ》つのん。安い毒ノ竣しであううがρ

　座〉のハ煮であ｝．

ヂ久rアノレソグ‘と」の“：liLノるの「ソ」。「「毛・ノガ＾）「そインカUt」（ζのシ亀85一舟貿）

　　畷拠・㌦毛・が断嘱姦単為ソ・鵜初殉桝切勧疹続吻康暦・

　　ズカ1がつ・・てて賑町9X・・ig　・・営趣彪細鰯勧翻であOL…　’

　1・1；・ゑ歳脅助淘b逐っk2の。ア1レングンはあbのちがζの養：、。陣起

　脚磯焼錨細アバア厩ンノ」（勘かい奏、戯碗潟磯馴
　嚇編獅ヲtl　8幻が秀趣鴇．「毛ンガ・制球巌耐黒熱
　、瀞ve　czあb・爆下a防潮‘z広v・rンカ㌧という梅貌彫詞rsこの傷ら

　　亥屍（ん物て％》。凋恥曝あ輝輝t（Z・3rηカね勧沸
　　助も闘い％ピあううe‘　n

餓エカシク・・シ」／縁翫・助筆づ舅坤レ纏珊鵡の変廻魁へ藤棚

　弘ナ磁t・卸・・てrPPシ織汐」等へ～シプ～の砂が場Lk，・紹いち噴EZ

　　・う蝿　幽螺期し’あ　〉・儲彪鯨・のt・一・V（／h御互）cl・り｛

　甚しC繊㍊あ・・ようて脇う。留口字配で個・‘S帰、

99・エクサクルリ’ @η・～び縛縄彦わす＝疹尾竣、暫へ瞭兇｝謄4ラ遭4㌃てグ昂

　　ク1・瓶4壱漉の巻。ゆくさく3見㈹ピt脅が日額望。切才に参zう

　　一つ務あ翻れ　み瓦

／グ久アCY田段＝勧句アエクの齢しち〃更タち・劣で迷あ5・物恥すみ・熱、，傷梶

　　あ・い昂・峻鶴ア御（弼泌抑纏町嚇か獅戚
　　隼編網♪フげい榔吻轟吻物購）』、ア／7　C多麺珊（飼八
　　アーつ（4禽ソ門疹〉返）ヤノ”　し拶多属／）、フラク　こ％しh）、フラク阿しび7砺ち）

／夕攻スケ1　51舟堕

μゴンキ㌧属劇甚、肉・勧⇔・坊紅いっら・U洗難硫1樋鷹初帳（
　　蹴it」の．　イ㌧彪毒〃分94あ》，
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／・いノブェ・ダr　・cう鍋醒’戸変偵・♂Z6母野の）t／9’・

　　も雀鳴して初筆卵帰塚劇匂．

／〃仏じ・・ノカゲニ　b伶シ隠イ払益，易。「引ク移みけ・尺」であうう。じ・1カケ2・故

　　あンカズキ（孝諺勅が・さレ％）1・下し碍勧物を三園塚にかっく箆

　　ヒ疹Vしり。ろと丸げ刈芽豪らtW菟、編㌃ら1♂垂朱をかつぐのがas

　　ンカズキゼあ》が・急れΣつ£く篤・嗜か・）ぐ甑グ鴇力今であ》と

　　勅・㌧・・麟て隊・樹下肉ピあ聖恩）．

／依鰹リ　フD…　愛κ懐
磁㍉9クネゾ看疹掬み。と磁鴨周く影凌此罪種臨
　　“O’醤擾懐轍森溜・弘国記叡”・7■i　if　3・鷺轟・フ、伽勤㍉トそア

　　イ・S・フF∠、ナ4、　ミ1一メナ／｛　とづ多うっ

／タ7、ミ4ド’コ　複査；ち揃　 4雀劾Lラト蔀ち

／幽才トコ励　男勧，濁り／馬堀室・ケ麺凱脳弓燐ク認芝
　　レ．巴洗え診．

／og．ラクンナ　うクナ・」疹い3）！kS’呑ij－bl，．

ノ炊ムツ・ムツ勧句偽こあて鳶・・物堰ゆ越翫諺齢く痂考をす
　　る慧試α℃毒うtし・う。糸1・♂f9叶う勇娩・働殖綴勿でr褄乳＆く麺

　　恥す3貸・下get・で「4・勢・よく駆四・る捻」多酬‘紡ヒクち

　　竣列で隔ア茎。・嚇・禰鋼・昆ろ陀嚇．
／ノ人二才ド乏pio∂oユtき．し幻δ，馬場eL　Eぢすヒ疋巧。∫肋do〕ガtヒ1）。

　　写脇似鵬・憶え・・ゆ．㌔議梶、・脚し誘国恥・属憩う
　　ずし％，《猿ルギあenに勘C堆）季霊ろ（ざんt　gzの点。P碁陀ナt撚獲確

　　右ビニ才、学う費馬喰’審犯ほニヨ・ニプ託あウ、拳下．．子一隙ζとニュー

　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も　り

　　’㎡ヲア漕　篇ニヌーと畝フ・

／／ん、エネ　エ＝ら変拠。zニヒ乾毒う。砺ウ粂‘勾乱焼噺磯蕗ピき1麦ノ1マ

　　毒観早馬。昭至愚れ・％／（＿が｝潟ノ・み。霧濠は未考ガあ》う・“攻の洋嶺

　　働・・咳λ加、船脚蜘ザ・・」・勧・オ、劾・％いエガμ・・つ

　　ん毛らのge／lレy｛えらんう．・

　　くれマ・ttJうに、／よよ躯￥・取ノし。ビ里a滝・・孝th　」）（物諸学L％　h｝乙・禽2

　　ピうしてこ乙塚’・もい魂いド（毒い㌃向こう＼申し》ん竣㌦（羅、
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　磁へ％銑ノ　）（輪焔多元・客所ん．再麺）

　　コ孝一ウジ渇　アンソゴング’ニ　　パ’パ’一　場って秦家い嘩温’㎏動とdうVl

　　ら、わEしμ・（勃蕩4％眺あ）劇re測！島；隈・Ntt　1〈鋤あら’犠矛弓・象シ毫）

　　あ・確葦つ畷ゆてe9　・・　・｛L・1一（彰卿謄捌卸「・ヨ細目焔麹・）

　　・カσ耽か漉3L・1　ITい・蕩・レこよ磁て・履雇。（4痺丸
　　易　ri｝夢想フ劣工，砂誓ノ　）

　庵’ユ此把1し彦5‘こ。（弦艶堤・勧穀払初「tp男心ラ誇ん舛考9

　　21，1♂iん．t矛，　zう）ジtt　（lk穿隼L④r磁ク爾づk丸細身・）

　　・群砺擁場諺道志続胴刃㌦・ガ∬入ケ，」・一・・畢恥・い

　　2‘鱒嚇く今ちk・％入ケ，・犠む競レ・2e・・L・劫・認掴のが

　　通物一と毛・が＾をち1・・n・・耐∫何七t易klrrLC．

／／3、サ　蘭才気助掬。t－Z羨あ1・考う噂地あン。確劣忍‘・）気悸をtSて齢

　　しヵ峰9峰の協。tL　eiんt・　）9　ca｝づ・’早し・・脚辣・老・・飼い，　til・1・X

　　と㌔託．うケ・酵・勉緋・曙⑳タ擁吻刃符つゲ儲tSう．サ
　　／は彪＠陽誌t　taん7いろ・ううが。

／／亭け一ノアー∠t・・Sつ2〕偲番・撫神獣・恕餌飼嗣．pn．諺卸像嘩

　　》a・」て㍗后・・e・　b｝1一。＞1・　n知ん傷・n　19・・δ。ん正七多砂腫甥＃　”e一　t

　　のう易を躰っ　一zい各。用めクStz，す。

　　フーノ　ラーソァグ　グメグコクァー。（Aんな．存携でtgみ導膚〉｛：viよの

　　才ラド）ノ」一　一一ソァーミラクグ肱（仙寡の導屍A・“z下墨。（b・t’1・・

　　ゼ冨づ。）（ヒOSらして・t？瞬ん・下馬Σ勧†為場合ケどつ

　　フつンチワ　ウケ｝？ノ　る／ブランデンノ　ユ（LZ一テ　ウ

　　4ナカプ　ワ’1｝スケア、アレが　911ンノ　ジ’ゴ1クノ　ヲーソアーグ’コ

　　升一。〔あそこm解σ界串の義rグ彪珍なンtを易ってのイ牢が夷、いVi

　　ら、あれがみ多のメ診微の有≠乳とし｛う托Aがよ∂

　　事，之〆ボよla場今ノA働窟がしこンしこ3iいth前4誤り已みダ宅一い磯）幾1しail　9

　　れ一Zい　る。

〃S’　／アー広・ρ二〕・X3でY・・n．馬糧廟α〕ガ吻・t・ガ・避く話い

　　噂ね払《な5ようでゐb．
／／診　／アー　〔　osつ：1
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／・7．・・　・“キア砺，ケラ嫉う揮㌧巧峨硬れ鶏・・こゼ／堪姥・・

　　ググ命入レてし’る．～ダケラ（～のなら，であみなら）どレ）旧い三唱

　　あう力鴇、餌鳥・噛〆まいえ鮎噂でで矯珍知肪レ患う．

／・3、ダンガt／一タ”・…．・め一の弛億ダ／磁乞田・伽妙・綱

　　（97多湿》ノP・陪②ケえ．・、閥才免回忌．

／／塗タアガ〃　面枢之髪冬了孝変の噂勲・陶上がう．

／kO・ドヨLUoブ。ユE9いe・免のム堺
／X．Lノグザカリ　ノ覧之字1一：謁塑P‘”　Z”　一（く飢畏癩の娯のアカエt2（煮チ），

　　ツキノコビ＼馬一、ミザワ誓の毎のつく忌詞で飾草門ワをすみ・

／ん　k・クtフニメ　nt‘’ノ）〈巻炉未，かわからkウ‘っWh。クレメの8うt；aeざきん

　　　　　　　　竣。クロエメα満ρ鞠冷ドアノヒい）液ガあ呑ようであ診，艀場ヒ

　　之ケ猛プ乳の当月蛋でケが？ち三ガ“あ》ρで。　こ）の，急冷の多記Σ塊の

　　ようlz訪εiう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロユ　　　ノク“寸カリラノカ“　アノ　クぼエ／ノ　ブるトラ【　ヘジ’マψンヲ“

　　　スンネ。　　　　あの　曳乖幽の　蔵で’

　　　　　　　　　　　　　　　　クlzにメンクt7イメンク12エメンクレメ　 t変，麗｛kのであう：〉。

　　こハう禽で三角あも擁し有鳴髪があも．門里蝦山鳥隼海の・東痴凍鳶あ
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マグ　ェーがングガ　ブワ又ケノ

まEh　い・・のn‘’が、　4擁助の

　吻）
　　　フンタ‘’　サンクヤニニ　ェコアート

　　　じんとッま　侮ノ篁へ　　4そ）うと

ウチノ　シヲーニ　ミンーナ　シテ

膨の　衆κ　みんな　　して，

；ラ1墓訊凱ガ（鷺1㌶rρ）

ワラーラ　　マエンチ　　クー　　アノ
突二つr（　　）　、　　　「二三」re　　　　　　　　／1｝2＿う　　　　　あの

　　　　　　　　　（卿）

4認；f端｛爺窮即ケプ（じ玄承り（

ヨー工咳～プ汐・・’ヌコアー・・　エマ’　木ソネ　才ラ

房疹で1よ　な蛎ろゴ。　　し・で　　1｝ん1・、、麺（

　　　　　　　　　　　　　　　（　98）
一Y一一 魔Qヤ・ノラソ才ア留ド乞イ。／Yクマタ
すあ　tf｝lz‘v　劣ら地旗下んげんピ’（、f，　4e／　y2a
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犠疏影ごか彦∴㌘ネ（β織）

1，窟菰謡”ノ鵬詔論’灘。（SJ∴訊）

　　．ぐ弾）　　　．
　　　　　Zeンダソクフテー。ソンケァノ

s2んな　　　琶4ぢっ荒ざ。

　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　し‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

髪獅
　　。　（9ク）

Ptンテ残ノ
彪iL／a

爪：汐ノ
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じ
A
月

　　　　（卿ノ

グチントクシタク　シテラ・タ毛・グλが才ツタ才／げソ
多し弓取りと　　しEク　　していら4レんイあ》かかも　　　丈〆方　　　あんろ

　　　　　ぐ／グ67、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／〃／ノ　　　　ごンOK）

ウチシプ←ワ　シトジグシタガ　フウノアダマ姜キミガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ズ内イ塊啄　　碗うで　擁ガ　　そ・均丸　　秘か・

ワ’ヒガンデエピノフタマフクす　カ㌧ノメミテブネナ・戸

黒・萌て”　指《　麹頭・・　　蟹姻み為・…　　恥τ
　　　　くノグわ

か1ラクウラ乃ラット　残茜一ント　才チク残ラ　つンダ　コダ　アゲ〃

か“ ?が’らプ厩　　隔縁》んと　拓膨マ老　　レ〃γ守こう乙て＃ぬ

ドキブ才メァヴソユレガー一〉片。ホンネ
噂’か”　　あんん　　 こ吋グかレ　ひ〃ひりヒ　　へ（（！い’ぬ九・　厚ん’匂こ

云∴ρ（一結ニが窮∴霧、徽1’り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃酸の
フンー一。　エマデ毛　鼠毛’1一サエづ㍗一　ミガ　サワサワト

うん・　今覗　 恩托　　　　身か・ゴ規始と

　　　　　ペシルヨ7’ダ。

す昌勘遷㌔

　　　　　　（／・ρ　　　　　　　　　　　　　砂の
オマエぢンクノ　ウ〃ノ　エドガ　フケフアンヂネー。

あ㌃hA　　　　参しの　　井タv，→　δ撃th　・CAで「才aえ。

　　　　　　　　　（7タク）　　　　　　　　　　　　　　．
ダスケァ　才ラtzコノ　　（覧♪　エ・ドが　　フケァァソテ　　ァッダェ1（一　…　一。

冶・力鴇　私の所の　　　ザタ・・峰いぞので　殖で赫・一一．

（笈）
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（ン　　エマー・’・一〇

　　いやム…一　as

β　才ラ　ウチノ

　　勲の筋

A

　　　　　　　雰窯iliz；、み1・’轟乙㌘9（A　1折．り

ア’　
一一
@ 工マ　ソ’ブ”　t’V・一V“”V’V’・卜　才毛”プラ　ァ、7グ’二？ラ

ああ　　一　　・今　　　みんセ　（ゾー一k　毘5みうな～　　あ4のガ’よ、

エマノ　シタワ　ホソネナンカ　シマセンコラー。

吟の　　衆厚　　葬るlzなビ　　　し｝一「シん越。

冨劣1㍍／雪のlti・＃2魏罧ζ1ご鱗鋳1
　　　　　　／e8
　　　　　　　　才メブ（笈）（暖）セ7ネプガソグガ’一・
　　　　　　　　あん物　　　　　　　　　　　　ゼ鋤が’t塑いん’ぢ‘ぶ。

ウレルスケズ

く輪がう

（裟）

B　こ裳） ソァーダ‘’ @　ソァー5i・to

る1崖’　　ろIXk　“n
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彦記

／・サシソ茅取．A拗勧詞「ザッシャ勧」の逮｝事事。一管動殉・7な働詞の遊

　罵肴ち｛v捲’像魅すb。1め這98エカシタ／御i星．：

ん．エカゲソネ筋早島詞　η・モり、凋考　rハいヵル藏傑」《変此。

3、才毛一才ド　裏毛一がド・変即今〕川町va　iて個＆、

塗ダスケ7一ソザのソァー　畠．助匂7閉穫助詞　さ。よ．わ。o叉ノます一（

　1・〃3躯）幽撫つ・て聯謂乞・㍗’諭郵吻断礎ら4・
　、元Ay雀1こ・もあう．　（充今・沓のi＆褻助凶）

S一　，才ンネ　・r・ンP＾変甚。

ムネァー∠・γ絶：、言容詞「蕪い」＾連倒形。

7・けカヤPtAク　酒彦に行く。淘逡1）獲蒙壌として劣徐Gk⊃ヒ。・1・

　一・ノ早・・ζ・卵・回れ閥堂・　・Y　〉’二代方伽吻か憾。多郵ね

　ag・　£て茅／務壕へ行くんゼ象が。）・1・　・・、で狂甥鴛・均噛b“・・葛

　う携ガイま6準4ydaう。ん犀那（／δ）〃～／rψ3）ぴ劣修毒獄が籍鰯約

　1こ湧糎し〉｛t読響えしろCt霧教砦0隼のlg星．磁／獄め蜘竃ヒ～zよ丸∫ボ・ラノ勧．

　んt7／409ん・望潮稼劣ガ44∂んご幡6％りき毒ゐ、じの牢ク〃％

　ガ酒逆ムで．ろ臥多転回／4煮・’ら考耀ゴ・吻ろ・

7、ヨーcj　O：）亥う《麦4凱さまつn》麦うt、＆客〉一ぜい渉ヤh一£F

　し5ノ羨＿鍵／でイあ　ろ　う）　ひ

e、わドコ私・伽熱・、2aY．ガ吻／沙怨duz励・
ノ欧7vダド乞　あ伽だtr膨ガ《の惹でr舵しか♪Uガ」とし弓こヒカ1”

ノ人アワデノ、ド蔑し　r一’そ恥俘ど’では※VっthケんどそメというtLoヂrか．
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爆シネァケラン碗，孫姻戚をし狗雇ほ猷う夙そ御碍ろ
　　7kで塀多4・意n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カう／］．シプi－1ラメクtt／　＃．多き樟っていb＞t。級めb，妃・初淘，身Z

　　t＝f”9：っこt・　「カうフ〆レコドZがネァー」　（刈ヲ？那籾ヲワ君）のガラマ

　　〃・異動殉・瀞・割球・あり・5e・物’δ4呪冒影Z・喀・慮．

　動曼IZI　ptこち配彫で〆9　rコド毛1カラy　tV」しに・勧飼α屑し・う。身地

　　／・th・　t！修砺εよくみδ老で殖．

／4一ご（dO）1ぐ㌧と老勧懲考う。脅助・’裁琢せV・O　）Z・CNお塚丸∠凋

　　下・卸・恣を冠しろり沈を凄うながしルりして穿く膨琶力吻み嫁痢

　　・◎．「め・憂伽勧ら偏。函ゑ錫処極ヅりうの麺い・

　　群・・嫁い・ズぜ炉加齢力劫んジヂ・グっ飼・苗。
　　ド〆妨防塁上劔・飛島・島垂、卜㌧塾則多観・志考・易塵伎あ》．

／ST・アエシテ　撚’多き彦イすh、冬tit姥泌てヒta　lよう鷺〉とき着すか、

危エソガシテ携麟雑い四・愛八け九忠勤多（・・場伽廟呼
　　包准Zt・　｝）》蓮珊嘱n　j4fl・t　5。刃P砺あのあいが・イン9Zい》。

／ク・eン・・“編扱f研婆4秘密さのewaであ3う。既吻・・カラ・・シ」（

　　Iz・遡3躍バ％ゲ庵脚s　1）脅麟緬心しけら・・t　4i．　ftて仏ろう．

　飢のtがっろ獅続麻鵡海難勿8す3砺扱落で、rc正初筆諏諺あ

　蜘ち。

／9、ジ必ク∠t呼塩であ・，燥／菟／・・嘱砿鵬。

／9、アクタングソ誘んガ飼え’・一・i｝y’ア！あ・劾が旭」・秀。

ん〃．ヵ“／ダ　孝砂即殉ブンやゆケ完．φ男1’勧詞ダ　．zrの踏6夕参哩。

んλフシフミ　、也傘寿知豪男〆　夫止嗜勿年紀かちイ柔わ幽ゑク

ろ丸ボンファラが　〆：ゾワァラの窪い諺りカ㌔　ス多馬匹・

λ3、ラagク　ジ％クの（k〕卜うかん揚。

ス仏茜ツァラ　L－tsa〕の一％　／：彦躬Vしみ’鉱～如n裏葬かほる蓄・応酬匙《露宗丈

　　が鴇から〆諏編鵬・’柳鳳・・幹ん励乙脇・・勧露で
　　・・酵鶏秘・い諒彬蓄・酔弓脇の・く，プフうわジ窮フフラカ1’今で

　　あう。「縮疹底揚偽孝」pzr鵜打ち・拷縛ア」’ヒずb諺漉藪、があ5が、

　　蒐鍼’孝・彩痢壕・こ鵡茸り（木の震7nd碁）、・多脅爆鰍訪・鍔ゐ畢1こ
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　　ボ，唄心意志し勾娼蹴孔・＜Sbら）ゐ栃わ甑咳飾些〆弥る
　畢t：鵡ツフラ（ナ’ケノ￥る穀でIXかっち隠魚♪Pし■あるから・擁薦薦が銭

　癌であろう。

え直才毛一アラ〔O　・mO二Wt　O　一r－a〕ヒ｛t乞う，，　O　pm　OWつ＝onクーn　o　on　aY屍〉OpmO

　　：）：N・γ峨γム〉Orm　O：7｝aγ・6しt劇μ＝しろiるであうう，

Z3・トクベ一雨
．・一・’7．エー　LeJコゆい凌化蜘・、ケ働之癒佑伽イ儒竣砂魏工

　　・1一　．軽麟靭工一ツコー韓碗毎修》鰍歩一。

あ8、モーラ乙vaり：むe〕乙伽oγつ：じe〕の亥／2｛L、乍あ琢さしん云いど恩う。

ヌヲ・ヒ》一（bjα〕イ参　・ぜ’tい〇二

3・ゴ・シ・・ズ彦号

3／・タテ　ミシ・・Cb・う、3k・bρZ弓μ／齢概蜘・っ賀㌦輪
　状にして，Uしろ縛之・漏話賜・4　dy　tc・咳て・扱さ盛。＞t　＄Z　X　fX

　　すり尋て聞牧あて凶〈、彦名君の璽せ場㌧子房．　二二にのΣ多マエクテ、

　　多面《をザンマエータラt憂い、　乏地・疹＠ノし帳／ケ・ナk／，S／努＾能叉｝媒

　房てvgb。恥筋・・タラ（鋤があ／」　．勧編入隔俵・・う．
　「彦て」‘し骸果ず1）・カ㌦鷹森・彪笏・孝．右心lz二の霧ゲあり・継歯（

　　タテフコ顎一匹い〉。C騨官民傷易肇ρ

　　鰐ミー／r行況勾・劔もで，うま・ケ・、叛曜1こ／CテC・評

　　く彬！翁き勢りEい・幅弼のあうわ厩ろ鳥4含．

久タぜテユグ暁雨イ・り解ε、d・ン・・工伽糎∂卿応訴多ゼ’
　　‘レ　／髪油bt！L，2丁濁％，Ptb．

3B，ダベ「／〆ガ‘疋憶ちe似騨ユ・）よう・tコしえる・

5・・；．才zgシーダ才エダ・一タ綾イ・v・．「多冬。腿・t　・1！」死9t。ろ

　　2％諒しA　iig．，1一士・ダズわ一（燐獅冬・シ蘇転方劾）

3　s・ヤマー毛tja・溜灸；脚〕山守の二化・重甚易を」伽て・，　b・

るe9．　，／アーグ卍　∠～）：＆）のざうごしさしえ・5・

3気ク〃Rヤ　つiく享の・彦　4者クゼ普’司で4誓っろtい5。米を鴻ua　thり

　　％eを許っho｝｝・

う匙ヨーサ’ノ　タさグつ愛夜・．夜。確Pt・．fe方にこの・％ヲープ’‘／・ヲーサレ〆
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　　があil、1ヂ物城御㌧＝ヨーヴツ・ヲーザ・ノ“’／ゲがあク、殖彪‘こ、よエ

　　ーマ　’　ヲ　ーマ　ウnあ　ウ　．

3タ、アンダ「　がンタ”（　　vt4凌）のを／tC、　率懇・の哲虜〕vz方の％th＆．

4グコ／アゲ「Ji＃あよゲ惣で」（意。っ迅脅え4串き的Vtらと｝≧t。

4／・ア。ダ’・ラン　アμグフ帰・te　ae，

4ん，クノグマ々バ’／　バン／ス・プ’）／のようゆモiftえb。仁心．劣．拠毒L獄

　　う〃1購t

4δ、ハクヒモ．ノ　ハキ名／の惑い鉄ワ〆

’筆先シメジアラ　ニハようt2込ンえ・みが・多劣妾β田「シメヶガ‘アヵ診テー1

　　てコ題・・t‘　tr・・　〉・霧卸／橘磁鼠湯うt・　・Zi．　Dm　“eつ編昌新

　朗曄染髭，場》35ごンカリあb．

4ムケ　q／想の吻青墨．

紘塑ア　知俗心甚。h・瓶姦
4ヌシ・・Z　”’t　b勃伽・噂で。允々まシZツキ（霧恥t・弓魏露。て

　　いうn　ヤ・p“バ9t　じヒ、

48・Ya／／v　f　4油％ケ塑，

棚ミワうみ犠一脈媛御覇麺掛上聯咳解拳でミゾラ四
　　う。　）の玲ミソタ（L2EYE・メa方♪　ミ　ソタ　エ　ヤ（　，と墾咳ぎ一ナ）　ミズエヤ　・

　　ミズ写縦心心、ミゾレーノ●eブ瑠ザブ増・沸ピ勿（イ左凌
　鄙）ミドi－z（盆ん易屡）ガ”あb。

iv、グンブタ％ンブ・・変〃し．）2‘’・v，ら

3一一／、マ嵯「7ワ〃ウチ」畷ソe）．W・γ卯犠ずb＞じがあう．

5・え、ナン1フ　ナランワの変＝ノし。　ろの2屍／轟

♂・3汐k　・，〈‘‘稀緬。励ワレベワ7キャ拷／が1・レヲy｝ギシテ

　　シー・・？・9・一タ．ふ吻細P　ltギ蕗1謁蟹擁イ・ろ・協・。

擁マンデ　喬で、9っろぐ。・・凍・・r薯it　agのhし’」と・り壱・彰・

　　」じ‘ずザ．li矯2勉zのi多．

ダムヲヤーダ1移一ナラ　魯レい彦葵。

S一　4，・ンがソヵ縁（9　」L〕ぢど問・

儲でチワ　鴉扱巷薇A叡μ跳ソていb董砺珍ご㌦塵，
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砿ガンソ7一キ糎乾鴎多
gyg，　・ワ・ア4ラ　・ワシブトのra・9。｝’　7・鏑輪扱壕四襟・・6L　／，一i；

　　vN　0

5蛾ノ7一ヵL砺り：k飛〕局り掬勃憾ら・xOL・k呼んぼ噸。瞼戸〃・老

　！，・…“’・」P）う）・・　。助脚・r　・1うかレ・佐灘咋履あ・・、∫なあ・しカ・、

　　ke　X“ある。　ノァー・ノァーmト（南魚詔郡）ナオ幽力（中頚｝成郡申越地方中蒲’原

　郡）ノ一期（」　jit9新井市柏崎一巡市域：）ノカ（よ越市）もある。

tiρ、ムキ　 1ハ池〃ユ呼吸

〃、才z夕　Cg錫鈎　終っ為。

μ疎eゲ髭ザワギダ冤ン　気φ五い舞ボガ・’ら．eンtg　Zンがのanが。

63、カツブデav　kっ　匙りし途uが「：カツイデエ汐／ネ7一ヤ・ヴフゲ」で、

　「獺。て冷静姻。ま・鋤・、・煮呼継恩翻6・．

64．カフカttシテnカッがeラレテヒ劣・う一ぐきところガ。

〆欝乎／44・ぐツ（一名）鍵犯．勧祖．磁融5卿暖鋤・
　　抽瞬’挙・　・1・熱地方・冷飼彦ua一工夕．イットァ（卸匁旗却．4ッ6　rv　de　8多

　　翫イ，。・Ae・噂密疹纏．

幽セツナカ。タ・らがっ凌翻柳・惣嫁薮，伽蜘・閥暫献．

5ワ、・¢ンゴフ　チ7Z適しA助　電場4灸
6・9・Fブミ　雇無　蕩．婁の森

∠　7，ザマナ　ザマグヒいう励容噺詞の乳糖形。律力の1｝し・添乳。縁瞭1？

　　揺死・麹斜方で瑠Zゆhろぬぺ勘昂すny　一？ナシ・ザ㍉タレヒ劣

　　匹イ骸卿で筋・啄捌勘A2　2xう・・Xザ・ガノサ’段初．
　　・初で力拷娠拠泣融・＼蘇箆・勃・撃臥げ・・シ・
　　窺う。裏泌．にザ「7ザマシ4　・ザマプナイ　ヒuう1場がゐう．

ク玖才ゴト　才一ずトの矩考φも．丸変，

クλフミガラ　足，で営んでつく臼。踏薩、夷臼。「勝左軌の畷携。、，内証

　初・鮒羅・擁う．

クゑヅがラ　肥向v・ryのを耀あ屑ゑし（　一va之、拷を燈で甥んビ・く臼。影

　　彦。・y・・略が∴魯全λ砺蕩竃バ守《葡為娩の意tあ5．t’Zl　一t”・・左・崎b

　雀42あ。　竣、
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グ3．Ptがラ　禿吻1。あみい后7，βし奇いkのor、

ク4．竃生わ与あIPケい，

7St．　＝ンゲンワ　ん劇vdiうもの。」　h〃1’　tke．’tas＞｛・”　t膚，ろるのぜと
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　　　　　　　　　　　　　　ミ3／．ミンナ　　よをでf7みノCなのゑ，

3ん．こ・ゐ勤かζ9〃・59クして・、う554Pt　re’ゆを5てレずか今K；．．　LVめぢ。

　　じのあ》あらあ准う彦巷多σるんてプあ喜，，
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　　も、駄賛さk珍嘗痴2｛，唾・う、（達摯痢施麟属）v入がタ
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ハ　4丈錬也長とそり菊宅じつ・・て

D彪．指名。蔓知壕垢言鎌獅畠ム荊中の甲

2）牧金粂概計の概観

　　勧鵡氏灘島婦余、・z、相本て・一剤己、、蔚でs3．　s9　fh・　s／与

　ノ月擾ノ在のメ＼ロ感、めずかユ7今、〈、8’0・世帯であう。寒す劇ノ」、一こいので
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　ゴ幽隼・泉　N畝、薙か託。佐久間ダム完字彫半。てで狂ヲ麟三

　蓮，路ぱがなりの葱・路で、自勧車，。8．て憂知与り影野、妄根側Y往来、
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　tこWうr｝e物があ‘る、tで知う岨てお今、嘉広蔚ヒ七「沼辺琴6℃きEJ
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昭和55年1月

国立国語研究所

東京都北区西が丘3丁目9番14号

電話東京（900）3111（代表）



　　　　国立国語研究所刊行書一覧
国立国語研究所報告

1
23
4

5

6

0
1
鼎
2

！
1
113

八丈島の爵語調査
言語生活の実態　　1ヂi河市および付近の差軽村における一一

現代語の助詞・助動詞　　一華」浸ミとづ≦fダlj

婦人雑誌の用語　　一現代語の語彙調査一・

地域町会の言語生活　　一一鶴岡における実態調査一

網　 年　 と　 新　 聞

一小学生・中学タ｛この新聞への接近と理flif一一

入門期の言語能力
談　話　語　の　実　態

読みの実験的研究一一 ｹ読にあらわれた読みあやまりの分新一

低学年の読み書き能力
敬　語　と　敬　語　意　識

総合雑誌の用語（前編）
　　一一現代語の語彙調査一

如　合　雑　誌　の　用　語（後編）

14　中学年の読み書き能力
15　明治初期の新聞の用語
16　日本方言の記述的研究
17　高学年の読み書き能力
18話しことばの文型く1）
　　　一一対話資料による醗究一

19総合雑誌の屠字
20同音語の研究21　現代雑誌九十種の用語用字（1）
　　　　一総記および誹彙表一

22　現代雑誌九十種の用語用字（2）
　　　　…一漢　字 表一一

23話しことばの文型②　　　　　独話資料による研究一一

24　横組みの字形に関する研究
25　現代雑誌九十種の用語用字（3）
　　　　一分　析一
26　小学生の言語能力の発達

27共通語化の過程　　　北海道における親子三11正比のことば

28類義語の研究

秀英出版刊

ノ’

品切れ

　ノノ

〃　2，000円

〃　　　　　　　　　　占？1切才し

〃

lt

〃

　
〃
　
　
〃

tt

〃

　
〃

明7台書院干【」

秀英出版刊

lt

〃

　
〃
　
　
〃

lt

rl

〃

ノノ

tt

〃

〃

ノノ

〃

　
〃
　
　
〃

t1

400円

品切れ

　tt

ノノ

　tt

’

〃

〃

ノノ

明治図書刊　　2，100円

秀英出版刊　　品切れ

11 tt
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戦後の圏民各層の文字生活

暇
臼
曝
日
曝
田

地
地
隣
地
地
目

語
語
語
語
語
語

蕎
寒
雷
晶
　
口
一
醤
…
責

本
本
本
本
本
本

麟
図
図
図
図
麟

　　秀英出版刊

（1＞大蔵省印刷局刊

9
伸
3
嘆
5
ρ
○電子計算機による国語研究

社会構造と言語の関係についての夢；腿的研究（1）

　　　　一親族語彙と剣会描造

家庭における子どものコミュニケーション意識

電子計算機による国語硝究（II）
　　一新聞の用語用f窒二調査の処理組織一

社会構造と需語の関係についての基礎的研究（2）

　　　　マキ・マケと親族呼称

中学生の漢字習得に関する研究
電子計算機による新聞の語彙調査

電子計舞機による新聞の語彙調査（II）

電子計算機による国語研究（III）

送りがな意識の調査
待遇表現の実態　　　一一松江24時照調査綜ξ料から

電子計糞機による新闘の語彙調査（　III）

動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意味・用法の記述的硯究

幼児の読み誹き能力
電子計算機による国語研究（IV）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3＞

　　　　一性向語彙と｛酬ill観一

電子計箪機による新聞の語彙調査（IV）

電子計舞機による国語研究（V）

幼児の文構造の発達　　　　　3藏～6燕児の場合一一一

電子計算機による国語研究（W）

地域祉会の言語生濡　　一鶴岡における2（，年前との比較一

言語使用の変遷（1）　　　一福島県北部地層曳の二陣調査

電子計算機による国語研究（瓢）

幼児語の形態論的な分析
　　　一動詞・形容詞・述語名詞

規代新聞の漢字

〃

携版出英秀

〃

tl

’’

　　tt

　　tl

東京書籍刊

秀英鵡版刊

　　t1

1’

rt

〃

〃

　
〃

IJ

400円

品切れ

　ll

　tt

　lf

　tt

　tt

　450円

品切れ

350円

品切れ

爆50円

5，000円

品切れ

2，800円

700円

！，500円

900円

1，200円

5，000円

3，000ii］

4，500円

　700円

　700円

3，000re

900円

品切れ

！，000円

1，800円

2，500円

1，000円

品切れ

3，000円
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7
8
9
0

5
5
5
（
○

1
2
3
4
＾

6
6
6
6

比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力
電子計古儀による国語研究（慣）

X線映画資料による母音の発音の研究
　　　　一フォネーム研究序説一

電子計算機による国語研究（釈〉

研　　究　　報　　告　　集　　（1）

児童の表現力と作文
各地方言親族語彙の欝語社会学的研究（1＞

国立国語研究所資料集

1
2
3
4
5
6
7
8
9
！
0

　10－2方言談話資料く2）

国立国語研二究所論集

　1　　こ　　と　　ば

　2　　こ　　と　　ば　 の

　3　　こ　　と　　ば　 の

　4　　こ　　と　　ば　 の

　5　　こ　　と　　ば　 の

国立国語研究所年報秀英出撒刊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1

秀英出版刊

東京書籍刊

秀英出版刊

　　tl

　lt

　rl
東京書籍刊

秀英出版刊

国語関係刊行書演　（昭和17～24年）　秀英出版刊

語　彙　調　査一一現代新聞胴語の一一例一　　　”

送　　　り　　　イ反　　　名　　　法　　　資　　　料　　　集　　　　　　　〃

明治以降国語学関係刊行書目　　　〃
沖　　　縄　　　語　　 辞　　 典大蔵省印刷局刊
分　　　　　　　萎頁　　　　　　語　　　　　　　彙　　　　　　　表　　　　秀英出版干lj

動詞・形容詞問題語用例証　秀英出版刊
現代新聞の漢字調査　　（中間報告）　　　〃

撚安愚俗鍋用語索引
方言談話資料（1）　一一LL膨・群馬・長墾量一一　　　〃

　　　　　　　　一一奈良・高気1・長崎一一　　　〃

fi召　考…0　24　年　度

日盛　希望　25　年　度

fi召　零0　26　年　毎

日醤　不0　27　年　度

昭和28年度
日召　禾0　29　年　度

B召　考…鋸　30　年　度

昭和31年度

昭和32年度
冒吾　＄0　33　年　度

日召　禾翼　34　年　度

の　　研　　究

研　究　第2集

研　究　第3面

謝　究　第4集

研　究　第5集

品切れ

160円

160円

品切れ

200円

品切れ

tt

lt

t
1

2
3
4
5
6
7
8
9
0
ユ
2

1
1
1
1
！
1
1
1
2
2
2

6，000円

5，500円

1β00円

2，500円

！，300円

1，700円

6，000円

2，000円

　45円

晶切れ

　tf

　r1

3，500円

1，800円

1，700円

500円

1，500円

6，000円

6，000円

秀英出版刊　　　品切れ

　lt　　　　　　tt
　ll　　　　　　tl
　　n　1，300ge］

　　“　　　1，300円

目召　＄0　35　年　度

昭和36年度
H召　零臼　37　年　度

H召　不日　38　年　度

日召　手0　39　年　度

甕召　孝0　40　年　度

昭和41年度
日召　不羅　42　年　度

昭和43年度
昌召　季0　44　年　度

昭和45年度

350円

／60円

220円

250円

贔切れ

250ew

300円

3QO円

品切れ

　11

　tl
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　23　　　　fl露　孝0　46　年　度

　24　　　　日召　禾甕　47　年　度

　25　　　E9召　孝0　48　年　度

　26　昭秘49年度
国語年鑑　秀英出i籔刊
　　　　H召　零鐸　29　年　荒反

　　　　B召　孝0　30　容三　版

　　　　H召　黍0　31　年　版

　　　　昭和32年版

　　　　昭和33年版
　　　　R召　零0　34　年　）誘～

　　　　臼召　禾1　35　年　版

　　　　H召　矛日　36年　li反

　　　　貞心　iFB　37年　荒反

　　　　昭和38年版
　　　　日日　＄“ll　39年　片戸

　　　　B召　孝0　40年　版

　　　　昭和4／年版

450円

450円

品切れ

600円

れ切
”

口
瓢

27　昭和50年度
28　　　 B召　禾0　51　年　度

29　昭穂52年度

30　昭和53年度

昭和42年版
昭和43年版
昭和44年版

昭和45年版

昭和46年版

昭和47年版

昭和48年版
臼召　零0　49　年　片反

昭和50年版

昭和51年版
H召　率0　52　年　ITist

昭和53年版

昭和54年版

700円

非売贔

　f1

8QO円

晶切れ

　i］

！，500円

1，500円

2，000円

2，200円

2，700円

3，800円

3，800円

4，000円

4，500円

4，600円

4，800円

H本語教育教耕

　1・嬬・躰語鞘竪姻凹凹嬬大蔵省闘刷6瑚

2　日本語と日本語教育一一文字・衰現編一一　　　　　　”

3日本語の文法（上）一一H本語敏育指導参考ξ1羅一一　　tt

4　日本語教育の評価法一H本語教競旨導参考｛1｝＝6　一一　　〃

高校生・薪聞習繰醗羅要論秀英出版干IJ

青年・マ・・…二・一・・ン躍響換継著鱒舗

国立国語研究所三十年のあゆみ　　　一研究裳績の紹介一一　秀英出版刊

850潤

450円

450円

28Q円

晶切れ

！，500円

一　398一



日本語教育教材映画一覧

　
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

巻
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

　
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
四

　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，ヨ本シネセル杖販売）

　題名　　 ，　　プリント価格
これはかえるです一「こそあどゴ←「は～です」一　　　　30，000円

さいふはどこにありますか一「こそあどゴト「が～ある」　　　　〃

やすくないです，たかいです　一形容詞とその活用導入一一　　〃

なにをしましたか　一一動詞一　　　　　　　　　　　　　　　〃

しずかなこうえんで　一形容動詞一　　　　　　　　　　　　〃

さあ，かぞえましょう　一一助数詞一一

うつくしいさらになりました　一「なる」「する」一

きりんはどこにいますか　一「いる」「ある」

かまくらをあるきます　一移動の表現

おかねをとられました　一一受身の表現1一

どちらがすきですか　　　比較・程度の表現一一

もみじがとてもきれいでした一「です」「でした」「でしょうj

きょうはあめがふっています　　「して．；「している」「していた」

そうじはしてありますか一「してあるJ「しておく」「してしまう」

おみまいにいきませんか　　　依頼・勧誘の表現

なみのおとがきこえてきます　　　「いく∫くる」一

rt

lt

〃

〃

lt

rt

rl

ノノ

〃

〃

1］

（第1巻～第3巻は，文化庁との共問企画・VTR価格！／2インチオープンリー

ル21，000Pa，3／4インチカセット20，000円）
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